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序章







　大陸の中心には天に届くほどの大きな山があり、そこから流れる川によって、五つの人族の国が分かたれていた。

　大陸の果ては切り立った崖のようになり、川は滝のように流れ落ちて渤ぼっ海かいという広大な海につながっている。

　そしてその海に浮かぶようにそびえたつのが五ご神しん仙せん山ざん。ちょうど五つに分かたれた人族の国と対になるように浮かぶその神の山は、岱たい輿よ、員いん嶠きょう、方ほう丈じょう、瀛えい洲しゅう、蓬ほう莱らいと名付けられ、神が住まう神聖な場所として人々に畏おそれられていた。

　そして、北西にある神山・蓬ほう莱らい山さんには天候を操る龍神がいた。

　気分次第で濁流のような雨を降らせ、時には地上のすべてを干からびさせるほどの長い晴天を招く龍神を、人々は畏れ敬ってきた。

　特に蓬莱山と対になる場所に置かれた人族の国・蘭らん帝国では龍神との縁が深く、強い神通力を持つ娘を龍神に嫁がせる盟約があった。

　それは百数十年に一度、西の空に赤星の流星群が見られた年に行われる。

　人族の娘を龍神に捧げ、その見返りとして龍神は人族の国に穏やかな雨を与える決まりだ。

　つまり花嫁は、人族が穏やかな天候を手に入れるための生いけ贄にえ。

　龍神を敬いながらも、神通力を持つ年頃の娘は花嫁になることを恐れていた。

　赤い流星群は不吉の報せに他ならない。

　そして、今――。

　百年ぶりにその不吉の赤星が、群れをなして西の空を流れていった。
















第一章　龍神の花嫁







　蘭帝国の後宮に、橙とう家けのふたりの姫君が住まう宮、西せい橙とう宮ぐうがあった。

　宮の中は、金や銀を惜しげもなく使った調度品が並び、赤のぼんぼりから漏れる光が、宮の中を暖かく照らし出す。

　瑠璃るりや琥こ珀はくの玉をちりばめられた柱には、橙家の家紋である菊の紋様が彫り込まれている。窓に張られた仕切りは、羽根のように軽い絹の紗しゃで仕立てられていた。

　この紗ひとつで、蘭帝国の平民が一年働かなくても十分生きていける値段がするだろう。

　この豪ごう華か絢けん爛らんな西橙宮の中心に、天女と見まがう美女がいた。

　銀糸で花の文様を所狭しと刺し繍しゅうされた薄桃色の襦じゅ裙くんを着たその者の名は雀じゃく玲れい。橙家の一の姫であり、皇帝の妃のひとり。

　紫がかった美しい黒髪は艶やか。切れ長の目には珊瑚のように美しい紅色の瞳をたたえ、年の頃は十九歳ほど。後宮の中ではさほど若い部類ではないが、甘やかされた少女特有の愛らしさに輝いている。

　そして肘置き付きの椅子にけだるそうに腰かける雀玲の隣では、彼女の妹である煉れん花かが爪の手入れをしていた。煉花自身のものではなく、姉である雀玲の爪だ。

　煉花の爪や指は荒れ果てているのに、己のことなど気にならないとばかりに椿油で姉の爪を磨き続けている。

　齢は雀玲の二つ下ではあるが、疲れ切ったような空色の瞳に生気はなく、若々しさは感じられない。

　服装にしても、染みや汚れで薄汚れた鶯うぐいす色の襦裙で、雀玲とは比べられないほどの襤褸ぼろだ。後宮に使える宮女の方がよっぽどましな恰好をしているかもしれない。

　名門橙家の娘であり、皇帝の妃のひとりであるにもかかわらず、煉花は雀玲の召使のようだった。

　その歪いびつな姉妹に仕える西橙宮の宮女たちは、最初こそ煉花に気を遣っていたのだが、妹が姉に傅かしずくのが当たり前という姉妹の様子に、いつしか慣れてしまった。

　ついには宮女らも煉花を侮あなどり、仕事を押しつけている。

　それでも煉花は文句を言わない。

　姉に尽くすことが、彼女の義務なのだ。少なくとも煉花はそう思っている。

「煉花ちゃん」

　甘ったるい姉の声に反応して、爪を磨いていた煉花は顔を上げる。

　雀玲の真っ赤な紅を引いた唇が弧を描いていた。

　生まれた時からずっと比べられてきた天てん女にょのような美しい顔を前にして、煉花は小さく震える。

　姉の雀玲の顔は確かに笑ってはいる。だがこれは機嫌が悪い時の笑みだと、いつも姉の顔色をうかがって生きてきた煉花にはすぐにわかった。

　どうして機嫌が悪いのだろうと、ただそれだけを考えて硬直していた煉花の髪に雀玲が触れる。そして、そこからなにかを引き抜いた。

　煉花の艶つやのない黒髪がぱさりと下りた。

「これ、なあに？」

　甘ったるい声でそう言った雀玲の手には、翡翠の髪飾りがある。

　先ほどまで煉花が髪をまとめるのに使っていたもので、先日翡翠宮の妃、緑りょく妃ひからいただいた品だった。

「そ、その、これは、今度龍神様の花嫁選びのための似顔絵を描かれるから、少しでも身なりを整えた方がいいと、緑妃様がお貸しくださったもので……」

「だめよ。こんなの煉花ちゃんには似合わない。きっと嫌がらせだわ。わざと似合わないものを渡して、あなたに恥をかかせようとしたのよ。だからこれは私が預かるわね」

「けれど……」

「煉花ちゃん。私の言うことが信じられないの？　これはあなたを陥れるためのものよ」

　煉花が何事かを言う前に、雀玲が遮る。これ以上はなにも言わせないとその目が語っていた

　髪飾りをくれた時の緑妃の顔が浮かぶ。

『また雀玲妃の衣を繕っているの？　人の衣のことなんか気にしてる場合じゃないでしょう？　龍神の花嫁に選ばれないように綺麗にしなくちゃ』

　同時期に後宮に入った緑妃が、姉の衣に刺繍を施していた煉花にそう声をかけてくれた。

『龍神の花嫁に選ばれたら大変よ。公こう主しゅ様たちが皆逃げ出す恐ろしさなんだから』

　久しぶりに人に話しかけられて固まっていた煉花に、緑妃はそう言葉を続ける。

　蓬莱山に住まう龍神に、人族から花嫁を出すのは古いにしえよりの決まり事で、本来、強い神通力を持つ皇家の血筋の者が選ばれる。

　だが、蓬莱山に向かった公こう主しゅのことごとくが恐ろしい龍神を前にして逃げ帰ってきてしまった。

　逃げた公主たちの話では、龍神は人とは異なる醜い姿の持ち主で、大きく裂けた口には鋭い牙が並び、硬い鱗うろこに覆おおわれた体たい躯くは大だい蛇じゃのようだとか。

　しかし、龍神に花嫁を捧げねば、国に雨が降らなくなる。仕方なく皇帝は、今度は自分の妃の中から花嫁を選ぶことにした。

　だが好色な皇帝は、自分の妃を素直に捧げることを惜しく思い、妃の中で一番醜い者を送り込もうと考えた。

　そのため現在後宮では、一番醜い妃を選ぶため、千人以上いる妃たちの似顔絵を絵師に描かせている。

　後宮にいる妃たちは、龍神の花嫁に選ばれないようにこぞって自らをめかし込み、絵師に賄わい賂ろを贈って美しく描かせようと躍やっ起きになっていた。

　――ただひとり、煉花を除いて。

　なにせ煉花はめかし込もうにも、化粧道具も髪飾りも美しい衣もなにひとつ持っていない。煉花と雀玲の両親は、溺愛する雀玲にだけ支援し、煉花にはなにも与えられなかったのだ。

　煉花が持ってこれたのは、衣がすれて薄くなった地味な色の襦裙と、小さい頃に姉からもらった赤い珊さん瑚ごの耳飾りだけ。

『そうやっていつも雀玲妃の世話ばかりで、自分のことを後回しにしてるでしょ？　少しは着飾らないと。あなただって私や雀玲妃と同じで皇帝の妃のひとりなのだから。よかったら、これ使って』

　着飾るためのものを持ってないと言った煉花に、緑妃は翡翠の髪飾りを手渡した。

　こんな素晴らしいものは受け取れないと、押し返そうとする煉花の手にしっかりと髪飾りを握らせて緑妃は微笑む。

『使って。あなた、なんだか放っておけないのよね』

　緑妃のその言葉が、その笑みが、煉花には嘘うそだとは思えない。思えないが、姉はそれが嘘だと言う。陥れるためのものだと。

　姉が言うのなら、それが正しいのかもしれない。姉はいつも正しい。父も母もそう言っていた。姉はいつも正しく、煉花はいつも正しくない。

　しかし……。

「ですが、緑妃の気遣いを無駄にするのも……」

　と、つい口にした煉花がふと姉の顔を見て口を噤つぐんだ。

　姉の顔から笑顔が消えていた。

「私の言うことが聞けないの？」

「あ、そうでは、そうではなくて……」

「黙って！　ああ、悲しいわ。煉花のためを思って言ってるのに、わかってくれないなんて！　煉花のことをいつも一番思ってるのは誰？　この私でしょう？　父上も母上もあなたが生まれた時、喜ばなかったけれど、私は違ったわ。そうでしょう？」

　姉がまくし立てるようにして続けた。

　煉花はほとんど泣きそうになっていた。

　姉に嫌われたくない。煉花のことを家族だと言ってくれるのは、姉だけなのだから。

　そう、煉花の不幸は、生まれる前に決まっていた。

　煉花が母親の腹の中にいた時、未来視の固有道術を持つ有名な易えき者しゃが『この腹の子は、龍と並び立つ者である』と占った。

　すでに女児を儲けて、次は跡継ぎである男児が欲しかった両親は、その占いを聞いて歓喜した。強い跡取りとなる男児が生まれると思ったからだ。

　しかし実際に生まれてきた子供は女児―――煉花だった。

　家族は失望した。そしてその失望のはけ口を生まれたばかりの煉花に向けた。

　しかも、煉花が十歳になって神通力がまともに使えないとわかると、両親はさらに煉花を厭いとった。

　煉花の生まれた家、橙家は、男子ならば帝国の中枢を担い、女子ならば皇帝の妃として後宮にあがる有数の名家だ。

　古より続く名家では、強い神通力を持って生まれてくる者が多い。その超常の力で国を治める皇帝を助けているからだ。神通力の強さこそが、名家の証と言ってもいい。

　それなのに、煉花には神通力がない。

　煉花に神通力がないとわかり、両親は煉花を疎うとんじ遠ざけたが、姉の雀玲だけは違った。

　そばにいることを許してくれた。時折話しかけてくれることもあった。

　それになにより、雀玲は姉妹の証をくれたのだ。

「私がおそろいの耳飾りをつけてるのだって、あなたを思ってるからでしょう!?」

　雀玲は金切り声をあげるとともに髪をかき上げて右耳の髪飾りを煉花に見せた。

　血のように赤い珊瑚をあしらった耳飾りが妖あやしく光る。これと同じ耳飾りが煉花の左耳にもついている。

　煉花が三歳の時に、姉が初めてくれたもの。

　今まで家族になにかを与えられた記憶のなかった煉花は、姉とおそろいの耳飾りをもらえたことが嬉しかった。

　どんなに両親に冷たくされても、姉だけは煉花のことを家族だと思ってくれる証のように感じられた。

「ご、ごめんなさい、お姉様！　私、本当にお姉様の言うことを信じていないわけじゃなくて……」

　姉にまで嫌われたら、煉花を愛してくれる家族はこの世界に誰もいなくなってしまう。

　煉花は恐怖に震える手で姉にしがみついた。

　その憐あわれな様が姉の心をなだめたのか、雀玲はひと息置いてから、目を眇すがめて煉花を見下ろした。

「わかったわ。煉花ちゃん、そんなにこの髪飾りをつけたければつければいいわ。でも後できっと後悔するからね」

「お姉様、ごめんなさい。お姉様がそう言うなら、これは緑妃にお返しするから」

「いいえ、つけてなさい。私の言うことが正しいって身をもってわかった方がいいみたいだから」

　雀玲はそう言って冷たく微笑んだ。

　翡翠の髪飾りをくれた緑妃の、ほっと心が温かくなるような笑みとはまるで違う種類のものに見えた。




　淡い水色の生地に薄桃色の花々を刺繍した大層立派な襦裙に身を包み、煉花は冷たい床に額ぬかずいていた。

　頭を垂れる先には、立派な美び髯ぜんを蓄えた、目を見張るほどの美男子が堂々たる様にて玉ぎょく座ざに腰かけていた。

　齢三十を過ぎてますます活力にあふれ、髪も髭も黒々と輝いている。少し日に焼けた肌と力のある黒い眼差しは野性的な魅力にあふれていた。

　自信に満ちた笑みを浮かべ、煉花を睥睨するのは、蘭帝国の皇帝、その人だった。

「しかし、妃全員の姿絵を描かせたのは、よい案であったな。おかげで私は運命の妃に出会えた」

　玉座に座る皇帝から満足そうな声が響く。

　溌はつ剌らつとした、自信にあふれた若い男の声。

　皇帝を前にして、顔に絹紗をつけて平伏す煉花は、なにも答えずただただ額づく。

　すると、皇帝のすぐ近くで、甘い花のような声が聞こえてきた。

「ふふふ、陛下ったら。姿絵を描かせたのは、運命のお相手を見つけるためではなかったはずでしょう？」

　皇帝の隣に座っていた女はそう言って、そっと皇帝の手に自分の手を重ねる。

　皇帝はにやりと笑ってその手を握り返した。

「ああ、そうだったな。龍神の花嫁選びのためだった。しかし、このような美女が後宮にいると知ったことは、誠に僥ぎょう倖こうである」

　さらに笑みを深めて隣の妃――雀玲の顔を見やる。

　陛下に見つめられて、雀玲は白い頬をさっと赤らめた。

　可か憐れんな花がパッと花開くような清せい廉れんな美しさに、皇帝は満足そうに頷うなずく。

　蘭帝国の後宮には千人に上る妃がいる。中には、皇帝のお目通りも叶かなわず一生を終える妃もいるほどだ。

　雀玲も煉花も名門の家の出ではあるが、どんな名門の姫でも、皇帝に会うことなく終わる妃もいる。

　しかし、雀玲は幸いにも皇帝の目に留まることができた。きっかけは龍神の花嫁選びのために描かせた姿絵だ。

　他の妃達が龍神の花嫁に選ばれないようにとだけを考える中、雀玲は皇帝の目に留まることだけを目的にして姿絵を描かせていた。

　故に納得するまで絵師に賄賂を贈り、何度も何度も姿絵を描かせたのだ。

　そのかいあって、雀玲の類たぐいまれな美貌を余さず描いた姿絵が、皇帝の心を射止めた。

　そして煉花は……。

「しかし、そなたの妹を本当に龍神の花嫁として送ってもよいのか？　そなたが言うなら別の者に替えてもいいのだが……」

　皇帝は、額ずく煉花をちらりと見下ろしてそう言った。

　自分の話になったことで煉花はびくりと肩を震わせる。

「仕方ありません。だって、特別な道術を使った選定で、妹が指名されたのでしょう？　それを私の我わが儘ままで替えることなんて、できませんわ」

　雀玲は悲しそうに小さく首を横に振る。

「う、うむ。まあ、そうだな……」

　と皇帝は気まずそうに答えた。

　実際は、絵師が描いた姿絵をもとに、妃の美醜で龍神の花嫁を選んだのだが、表向きは道術によって選んだことにされている。

　本当の事情は後宮にいる誰もが知っているはずなのだが、雀玲はなにも知らないふりをして微笑んでいた。

　ふたりの会話を聞きながら、煉花はただただ恐怖で震えそうな体をどうにか抑えながら、黙って額ずき続けていた。

　龍神の花嫁として嫁ぐこと自体も恐ろしいが、それ以上に恐ろしいのは雀玲がいまだに翡翠の髪飾りの件で怒っていること。煉花を龍神の花嫁として送るのを止めないのも、自分への罰なのだと、煉花は理解していた。

　どうすれば許してもらえるのだろうか。どうすれば。

　姉にまで嫌われたら、自分はなんのために、誰のために生きているのだろうか。

　それだけが煉花の頭の中をぐるぐると駆かけ巡めぐる。

「それに、天候を操る龍神様に花嫁を捧げることは古よりの約束事。それが果たされなければ、蘭帝国に恵みの雨が降らなくなってしまいます。出来の悪い妹が国のためにお役に立てるのですもの。誇らしいことですわ」

「そうか、そうだな」

　皇帝は雀玲の言葉に何度も頷いた。そして、改めて煉花を見やる。

「そなた、確か煉花だったか。顔を上げよ」

　皇帝に声に応えて煉花は顔を上げる。目から下に絹紗がかけられているため、煉花の顔は皇帝には見えない。

「紗をとらせましょうか」

　皇帝の側仕えがそう声をかけた。

　皇帝は少し悩むようにして煉花を見た後、懐から四つ折りの紙を一枚取り出して広げた。

　薄い紙故に、そこに描かれたものが明かりに透けて煉花にも見えた。

　翡翠の髪飾りをした女性の姿絵だ。口は化け物のように裂け、鼻は歪に曲がっている。お世辞にも美しいとは言えない容姿の絵。

「いや、顔はわかっている。姿絵を描かせたからな。わざわざここでその顔をさらすのも……」

　思案げにつぶやく皇帝の言葉に、煉花はわずかに目を見開いた。

　皇帝は勘違いをしている。皇帝が持っている姿絵の女性と煉花は違う。

「あの、その姿絵は……」

「煉花ちゃん、陛下の許可なく話しかけるなんて、いけないわ」

　煉花の言葉を遮るように、雀玲が言った。戸惑う煉花は、ハッとして口を噤む。

　そして雀玲は甘えるように皇帝にしなだれかかった。

「陛下、ここで妹の顔を見れば、寂しい思いが増して別れがたくなります。ここはどうか、そのまま」

　雀玲が肩を震わせれば、皇帝はいつくしむようにして雀玲の肩を抱いた。

「そうだな。誠にそなたは身も心も美しい。そのようにしよう」

　皇帝はそう言うと、再び視線を煉花に走らせた。

「橙煉花。そちに龍神様の花嫁という大役を命ずる。急ぎ蓬莱山へと向かい、国のためしかと勤めよ」

　皇帝にそう命じられた煉花は、はくはくと微かに唇を動かしたが声は出なかった。

　救いを求めてちらりと皇帝の隣にいる姉を見た。

　家に居場所がなく、姉と一緒に後宮に入りたいと願った煉花のために、親に口添えをしてくれたのは姉だった。

　煉花が本当に困っている時には、姉が必ず助けてくれるのだ。

　今からでも助けてくれるかもしれない。遠くに行かないでと言ってくれるかもしれない。ここまでのことは冗談なのだと言ってくれるかもしれない。

　そう願って。

　煉花の視線に気づいた雀玲は微笑んだ。そして道術を使って、煉花に直接声を送った。

『ほら、私の言った通りだったでしょう。あの髪飾りをつけたからこんなことになったのよ。私を信じなかったあなたが悪いのよ』

　姉の言葉に、煉花の希望はついに消えうせた。

　雀玲は、まだ怒っている。許してくれる気がないのだと煉花はわかった。

　あの髪飾りは、姉の言うように緑妃の罠わなだったのだろうか。

　わからない。わからないが、あの時の緑妃の笑顔が偽りだとしたら、人というのはなんと恐ろしい生き物なのだろうか。

　いや、人が恐ろしい存在だということを煉花は身に染みてわかっていたはずなのに、それでも人の温もりを求めてしまう己の愚かさが恐ろしい。

　どんなに煉花が求めても、人は、誰も煉花のことなど求めないというのに。

「……はい、承りました」

　すべてを悟った煉花はそう言って、改めて皇帝と雀玲に額ずいた。

　龍神の花嫁になれば、国に雨が降る。

　誰にも求められない己でも、誰かの役に立てるのなら、それはそれでよいことかもしれない。
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　広大な渤海に浮かぶ五神仙山のひとつ、蓬莱山。

　人々が畏れ敬う龍神が住まう神域だ。

　人族の国からは蓬莱山が遠くにあり見えぬため、お伽とぎ噺ばなしや作り話だと思う者もいるが、確かに存在する。

　だが人の住処と神の住処を区別するかのように、蘭帝国と蓬莱山の距離は遠く、船を使って三日以上はかかる。

　加えて蓬莱山を囲む渤海の潮は、神山への立ち入りを拒否するかのように流れるため、蘭帝国からの特別な船を使わない限りたどり着けない特別な場所だ。

　そして特別な神山の奥地には、切り立った岩壁があった。その岩の隙間からはさらさらと糸を引くように水が流れ落ちて造られる巨大な滝つぼが広がっている。

　滝つぼは雲のように白くふわふわとしていて柔らかく、滝の音はその柔らかさに包まれてゆく故に静か。

　そしてその不思議な岩壁に沿うようにして、大きな木造りの屋敷が構えられていた。

　屋敷の土台、朱塗りの柱の一部が滝つぼの中にあるが、湿気で傷むこともなく堅けん牢ろうで、二段構えの軒のき反ぞりの屋根が実に優美である。

　ここは蓬莱山を治める龍神、青せい嵐らんの住まいだ。

　本来の龍の姿が大きすぎるため、彼は常日頃より人型を成している。

　人型の彼は、誰もが目を見張るような美丈夫で、鋭い金色の瞳を持っていた。

　そして青嵐は、屋敷の外廊下で白い滝つぼを見下ろす。霧のような水のしぶきが青嵐の銀色の長い髪を濡らした。

　さらさらと優しく流れる水の音が心地よい。

　しばらく滝の音に耳を傾けていた青嵐だったが、騒がしい音を聞きつけて顔を上げた。

　どたどたと外廊下を駆ける音が、ふたつ。

「青嵐様ー！　青嵐様ー！　蘭帝国から花嫁がまいりましたぞ！」

「まいりましたぞ！」

　三歳ほどの人間の男児の見目をした者がふたり。白い髪に赤い目、まったく同じ顔をした彼らは、青嵐の身の回りの世話をする眷けん属ぞくで、蓬莱山に住まう白蛇の化身だ。

　前髪を左に寄せている方が左さ白はく、右に寄せている方が右う白はくと言う。

　白蛇の化身たるふたりはそわそわと楽しそうに笑みを浮かべてやってきた。

「お迎えに行きましょうぞ」

「しょうぞ！」

　左白と右白は楽しそうに手をつないで、くるくるその場で回って嬉しさを表現した。

　それを見やって青嵐は顔をしかめる。

「また来たのか。まったく懲こりないやつらだ」

　花嫁だと言って人族の女がやってきては青嵐の姿を見て逃げ出していく、という一連の流れが、数か月前から三日おきの頻度で繰り返されている。

　逃げ出した女の数をいちいち数えてはいないが、その数、十、二十では済まない。

　吐き捨てるように言う己の主人の言葉に、ふたりの化身はぴたりと踊りをやめて仰あおぎ見た。

「青嵐様！　まさかまた花嫁を追い返す気で!?」

「追い返す気で!?」

「当たり前だ。私に花嫁は不要」

　青嵐がそう切り捨てると、左白も右白もあわあわと口を開いた。

「いけませんいけません青嵐様！　お世継ぎができませぬ！」

「お世継ぎができませぬ！」

「世継ぎなど、まだ……いらぬ」

「そんな！　龍神様の血はすべからく後世に残すべし！　龍神様のお力が失われたら、恵みの雨が降らなくなってしまいます！　そうなれば生きとし生けるものすべてが死に絶えてしまいますぞ」

「絶えてしまいますぞ！」

　蛇の化身の必死の訴えに、龍神はむすっと少しばかり唇を尖とがらせた。

　蓬莱山の龍神の務めは、天を治めること。

　天とはつまり、天候。雨や雲や風、雷などを支配し、生物に繁栄をもたらすことだった。

「……天については、私が万でも千でも生きて治めればよいことだ」

「それは無理というものです！　体は平気でも、魂はすり減りまする！　先代様も長年、天を治められましたがやはり魂が摩ま耗もうし、今は奥の国で眠りについてしまわれましたのですぞ！」

「しまわれたのですぞ！」

　青嵐の先代の龍神、つまり青嵐の父親は、数年前に龍神の任を青嵐に譲り、奥の国と呼ばれる蓬莱山の頂上の向こう側へと還かえっていった。

　奥の国とは、この世にある場所ではない。

　一度行ってしまえば、龍神といえどもそう簡単に戻ることはできない遠い国だ。神である龍神は不死の存在ではあるが、力の酷使、配偶者の死、さまざまな要因で魂は疲弊する。疲弊した魂を癒すために、奥の国で安らかな眠りにつくのだ。

「父上の御魂が摩耗したのは天を治める務めのためではない。あの女のせいだ……」

　青嵐は苦々しくそう答える。金色の瞳に、微かに憎しみの色が混じっていく。

　それを見て左白も右白も、しゅんと眉尻を下げた。

「青嵐様……。先代の奥様のことは、もうお忘れくだされませ……」

「お忘れくだされませ……」

　忘れられるわけがないと、青嵐は心の中で憎々しげに愚痴る。

〝先代の奥様〟というのは、つまり青嵐の母親のことだ。

　己の母親のことを〝あの女〟と言う青嵐の憎しみは、時を経てもいまだに消えることはない。

　青嵐の母は、蘭帝国の公主だった。

　人族の公主として育てられた青嵐の母親は気位が高く、自然に囲まれた蓬莱山での暮らしにもなかなか慣れずに不平不満ばかりを口にするような有様だった。

　気の優しい青嵐の父は、我儘ばかりの妻の心をどうにかなだめ、ともに過ごしてきたが、青嵐が生まれてしばらくするととうとう妻は出ていってしまった。

　理由は至極単純で、自分が産んだ子が気持ち悪いからだという。

　生まれてきた青嵐の頭には龍の角が生えていた。それが気持ち悪いと、まず育児を放棄し父親にすべて投げた。

　だがともに暮らせばどうしても青嵐のことが目に入ってしまう。異形の角はどんどん大きくなり、醜くなるばかりで気が滅入る。

　そして青嵐が五歳になり、本来の龍の姿に変ずることができるようになると、もうだめだった。

『なんと醜い！　お前が私の腹から生まれたと思うだけで死にたくなる!!　もう二度と私の前に現れるでない！』

　龍に変じた青嵐を前に、母はそう言って家族を捨て、蓬莱山から去っていった。

　どうやって渤海を渡ったのかわからないが、蘭帝国の公主である青嵐の母親は強い神通力を持っており、宙ちゅう歩ほという固有道術で空中を歩くことができた。

　神通力を持つ者の中には、固有道術という特別な力を扱える者がいる。

　修行で身につける通常の道術とは違い、生まれながらに持った特別な力だ。青嵐の母親はその道術をもって、蘭帝国へと戻ったのだろう。

　そうして青嵐と父親は捨てられ、蓬莱山に残された。

　青嵐の父親は、母を追いかけはしなかったが、責めもしなかった。ただ、父は妻に出ていかれてからふさぎ込みがちになり、青嵐が天を治める力を得たとわかるとすぐに奥の国に還ってしまった。

　それから青嵐は、自分の眷属である左白と右白と三人だけで暮らしている。

　母を、人を憎みながら。

　青嵐は、人族の女を信用していない。人を妻に娶めとりたいとも思わない。

　蘭帝国から花嫁が送られてくるたびに思い出すのは、母との苦い記憶と父の寂しそうな背中だ。

「……私は絶対に、人の女を妻にはしない」

　青嵐が小さくそうつぶやくと、頭の上に生えた二本の鹿のような角がすらりと伸びた。

　螺ら鈿でん細工のような白濁した輝きを放つ角を青嵐はさらりと撫でる。

　母が気持ち悪いと疎んだ角は、霧に濡れてひんやりと湿っていた。
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　花嫁が来たと青嵐が知らされた頃、煉花は蓬莱山の麓ふもとにある門の前で、四肢ししを地面につき頭を垂れていた。

　煉花の後ろでは、ここまで煉花を連れてきた蘭帝国の兵士たちが、煉花が逃げ出さないよう見張るかのようにずらりと並んでいる。

　別に逃げるつもりもなければ逃げる手段もないというのに、と煉花は地面に伏しながら思った。

　そうこうしていると、雨がぽつぽつと降ってきて、すぐに大雨となった。雷の音も轟とどろく。

　後ろにいた兵士たちは濡れるのを嫌って、乗ってきた船へと戻っていった。

　彼らは雨風を凌しのげる屋根付きの船の中で、龍神が花嫁を迎えに来るのを待つらしい。

　ただ煉花ひとりだけ、門の前で雨風にさらされながらぼろぞうきんのように濡れて待ち続ける。

　蓬莱山の雨は冷たく重い。

　もう顔を上げることすらできないほどの強い雨と風、そしてその冷たさが煉花の体温を容よう赦しゃなく奪ってゆく。

　雨風にさらされながら煉花は、ここでも役立たずなのかと、歪に唇をゆがめた。

　今まで煉花は誰にも必要とされなかった。だからこそ、誰かに必要とされたいという思いが人一倍強かった。今もその思いは変わらない。

　自分が龍神の花嫁になることで、国に恵みの雨が降るのだとしたら救われる人は多いだろう。なにもできない卑いやしい自分でも、誰かのためになれるなら、龍神の花嫁になることなど怖くないと思った。

　だが、それすら叶わないらしい。

　ならば、ここでこのまま眠りにつくのも悪くないのかもしれない。

　煉花は疲れていた。

　それはこの蓬莱山の雨風のせいではない。

　もうずっと、心が疲れていたのだ。

　求めても手に入らないとわかっているのに求め続けるのは、ひどく疲れる。

「……いつまでそうしているつもりだ」

　凛りんとした男の声が聞こえた。

　気づけば先ほどまで体を打ちつけていた雨がやんでいる。風もやんで、体に当たるのは穏やかな日の光のみ。

　どうやら煉花はずいぶんとこうして地面に平伏したまま、気を失っていたらしい。天気はすでに晴れ上がっていた。

　煉花はぼんやりとした頭で顔を上げた。

　きらりきらりとなにかに反射したような光が煉花の目に入る。そのまぶしさに思わず目を眇めた。

　この光はなんだろうかと思った矢先に答えは目の前に現れた。

　綺麗な、青白銀の鱗だ。玉のように磨かれた鱗が連なっていて、その鱗に陽の光がちかちかと反射していた。

　その様があまりにも美しく、煉花はただただ呆ほうけたようにそれを見つめた。

「なにをしている。後ろのやつらはとっくに帰ったぞ。お前も早く去るのだな」

　底冷えするような、冷たく重い声。

　先ほど目覚める時に聞いた男の声と同じだ。

　鱗に魅入っていた煉花は、さらに顔を上げた。鱗が連なった先にあるものを確かめるために。

　そしてそこには―――。

　煉花は、思わず息をのんだ。

　煉花の視線の先には、蛇のような、獣のような生き物がいた。

　顔だけで煉花の身の丈の半分以上はある。裂いたような大きな口には鋭い牙が見えており、その口の周りには空色の長い髭ひげが風になびくようにして揺れている。

　金色の瞳は美しいが、瞳は憎々しげに煉花を捕らえていた。

　そして顔の上には、鹿のように枝分かれした大きな角が二本。

　どのような力でかわからないが、蛇のように長く太い体をふわふわと宙に浮かせて軽くとぐろを巻いている。

　初めて目にしたその姿に圧倒されながらも、煉花は気づいた。

　今目の前にいるのが龍神であることを。

　そして、煉花は安あん堵どした。その異形の姿を見て、目の前にいる者が人ではないことに安堵したのだ。

　煉花は、ずっと誰かに必要とされたかった。

　しかし父にも母にも疎まれて、そばにいてくれた姉ですら、とうとう煉花を見捨てた。

　どんなに煉花が欲しても、人は煉花を見てくれない。

　今までずっと人に愛されないことの積み重ねだった。

　だが、今煉花の目の前にいるのは人ではない。

　人の愛を求めることに疲れ果てていた煉花は目の前の相手が人外であることに安堵して、だからこそ純粋にその龍の美しさに、目を奪われた。

　そして龍は煉花と目が合うと、唸うなるように声を出した。

「いつまで呆けてる。去っていった者たちを追って早く出ていけ」

　それほど大きな声ではないのに、空気が大きく震えた。煉花の肌にもピリピリとした振動が走る。

　魅入ってしまっていた煉花はハッとして顔を上げ、それから龍神の言葉を反はん芻すうしてゆっくりと後ろを振り返る。

　龍神が言うように、後ろにいたはずの兵士たちがいなくなっていた。渤海に船が一隻も浮かんでいないのを見るに、どうやら煉花を置いて蘭帝国に戻ったようだ。

　置いていかれたことに、もう国には戻れないということに寂しさを感じたが、一瞬だけ。

　もともと煉花は龍神の花嫁として嫁ぐために来たのだ。蘭帝国に戻るつもりはない。

　煉花は、改めて龍神と向き合った。

「私は、龍神様の花嫁になるべくまいりました。船に乗って帰るつもりはありません」

「……なに？」

　一瞬、間を置いて龍神がそう返す。意外だとでもいうように、少し戸惑って聞こえた。

「私の名は、煉花と申します。妻としておそばに」

　名乗って額ずくが、なぜか向こうはなにも言ってこない。長い無言に戸惑いながらも、煉花は声がかかるのを待ち続けた。

「……私の姿を見なかったのか？」

　しばらくしてようやく龍が口を開いた。

「申し訳ありません。突然のことでしたので、許可もなく御身を見てしまいました。今後はそのようなことがないよう気をつけますので、どうかご容赦を……」

「いや、そういうことではなく……。わかった。もう一度顔を上げて私を見ろ」

　龍神にそう言われて、煉花は戸惑うように顔を上げた。

　再びきらりきらりと反射した陽の光が目に入る。そしてその光の中に、青銀色の龍がいる。綺麗な金の瞳を煉花は見つめた。

「……私が、この姿が、恐ろしくないのか？　醜いだろう？」

　小さな声だった。つぶやくような龍神の声。

「醜い？　なぜでしょう。龍神様は、私が今まで見てきたものの中で……最も、美しくていらっしゃいます」

　世辞ではなく、これは煉花の本音だ。

　龍神は思ってもみなかったことを言われたのか、その鋭い目を見開いた。

　煉花は、戸惑っている様子の龍神を見て不思議で仕方がなかった。

　なぜそんな顔をするのだろうか。美しいものを、美しいと言っただけなのに。

　絶句したような龍神の姿に、煉花も戸惑う。

　謝罪をした方がいいかもしれないと思い始めたが、なぜか声が出ない。

　いや、声どころか、瞼まぶたを、顔を上げているのも難しい。

　長い間、雨風にさらされていた煉花の体力はすでに限界だった。

　ふっと意識が途絶えて、煉花はその場で倒れ伏した。

　意識を手放す瞬間、龍神が慌てたようにこちらに近づいてくるのが見えた気がした。




◆




　荒れ狂うような嵐がやみ、穏やかな風に雲が流されて陽の光が見えていたはずなのに、今再び天に雨雲が立ち込め始めていた。

　蓬莱山の天気は、龍神である青嵐の心がそのまま反映する。

　一時晴れたはずの天気が急に曇っているのも、青嵐の心が戸惑っているからに他ならなかった。

「ご安心くださいませ、青嵐様。気を失っただけのようです」

「ようです！」

　倒れた煉花の肩を抱き支えながらどうしたものかと息をつめていた青嵐は、眷属の言葉を聞いてほっと胸を撫で下ろした。

　今の青嵐は煉花を支えるために龍の姿から人の姿へと変じていた。

「しかし早く屋敷の中にお連れしないといけませぬ！　人の体は脆ぜい弱じゃくです。濡れた姿のままでは体を壊しまする！」

「体を壊しまする！」

　続いて聞こえた左白の声に、青嵐は眉根を寄せた。

「屋敷の中!?　いや、しかし、こやつは人間だ……。私の屋敷に入れるなど……」

「なにをおっしゃいます、青嵐様！　花嫁として参った女性、つまり青嵐様の妻ですぞ！　妻！」

「妻ですぞ！　妻！」

　左白の言葉をいつものように右白は繰り返す。妻という言葉が何度も繰り返され、青嵐はなんとも居心地が悪い。

「つ、妻などと、私は認めていない……」

「では、このままこの女性を放置するつもりですか！　なんとヒドい！　青嵐様がこんなに無情な龍だったなんて！」

「こんな無情な龍だったなんて！」

　左白、右白に同時になじられて、青嵐は言い返す言葉もなく、あきらめのため息をついた。

「……わかった！　とりあえずは連れてゆく。だがこの女の体調が回復したら追い出す」

　捨て台詞ぜりふのように悔しそうに言うと、左白と右白はちらりと目配せをし合って、大きくため息を吐き出した。

　まったく青嵐様は仕方のない方だ、とでもいうように。

「はいはい、わかりましたわかりました。とりあえず急いでお運びしないと！」

「急いでお運びしないと！」

　左白と右白がそう言って、青嵐に支えられている煉花をふたりがかりで抱えようとする。だが――。

「……大変です！　青嵐様！　この方、青嵐様の袖をしっかり握っていて離しません！」

「離しません！」

　左白に言われて見やれば、煉花が青嵐の袖をひしりと握りしめている。

　袖を引っ張るも、煉花の手から抜けない。

　すがるように袖を握り、青白い顔で眠る煉花を見つめると、庇護ひご欲とでもいうのだろうか、一瞬今まで感じたことのないなんとも言えない心地がし、思わず戸惑いで青嵐は瞳を揺らした。

「これは青嵐様が直接お運びするしかありませんね」

「お運びするしかありませんね」

「わ、私が、このまま抱いて運べと言うのか!?」

　ふたりの眷属の方を見れば、によによと笑みを浮かべている。

　先ほど感じたなんとも言えない心地が思い出されて、青嵐は眷属から視線を逸らした。

　すると今度は再び眠る煉花が目に入る。

　水に濡れて体温を奪われた煉花の顔色は青白く、唇の色も悪い。このままにしていれば、左白らの言う通り、その儚はかない命を失うだろう。

「……体調が戻れば、蘭帝国に返すからな」

　誰に言うでもなく青嵐はつぶやき、肩を支えていた手をそのまま背中に滑らせ、もう片方の手を太ももの下に置いて煉花を持ち上げた。

　抱き上げてみると、その軽さに青嵐は目を見開いた。

　恐ろしいほどに軽い。よく見れば、手足も細すぎるような気がする。

　あまりにも儚く脆もろそうで、壊してしまわないかと彼女を抱く手が緊張で少々強張った。

「本当に公主なのか？　ろくなものを食べてないような感じだが……」

　今までここに花嫁として来ていた公主たちと違いすぎる。

　彼女たちは派手な化粧をして臭いほどに香をつけ、自分が最も尊い女だとでも言いたげな態度だった。

　だが、今目の前で眠る煉花は違う……。

　しかし問いかけても、彼女は眠りについていて答えない。

　気づけば青嵐は、寒くないようにと優しく煉花を抱き寄せていた。
















第二章　蓬莱山の空







　額にひんやりとした冷たさを感じた。

　それはどこか優しく柔らかな感触で、気持ちがいい。

　だけど、その冷たさがすっと離れていく。

　それがあまりにも寂しく感じて、煉花はとっさに離れていこうとするものを掴つかんだ。

「……まだ、もう少し」

　そう思わずつぶやきながら。

　すると、煉花がとっさに掴んだ柔らかいものが、びくりと微かに震えた。

　緊張しているのが伝わる。

　その緊張に反応して、まどろみの中にいた煉花はようやく意識を取り戻し始めた。

　重い瞼をゆっくりと開けると、そこには微かに眉間に皺しわを寄せながら、戸惑うように瞳を揺らす男人がいた。

　髪は朝日のように清らかな銀色で、磨き上げた大理石のような白い肌。

　喉仏や体つきから男性であることはわかるが、その中性的な美しさにいまだ覚かく醒せいしきれてない煉花が言葉を失っていると、その男が形の整った薄い唇を開いた。

「……そろそろ離してもらえるか」

　静かなのに、なぜか迫力のある男性の声。

「離す、というのは……」

　と、ぼんやりとした意識で尋ねて、ふと視線を自分の手元にやって、煉花はハッと息をのんだ。

「す、すみません……！」

　いつの間にか目の前の男の手を掴んでいたようで、煉花は慌てて手を離した。

　男性の肌に直接触れるという経験を煉花はあまり持ってない。

　気恥ずかしさに、顔を赤らめながら自分を責め、遅れて今自分が置かれている現状について思いを巡らせた。

　そもそも、この人は誰で、自分はどうしてここで寝ていたのか。

　恐る恐る周りを見渡すと、上半分に格子で草木を模した幾何学模様を形作る建具が目に入った。細密なその模様の隙間から陽の光が差し込み、爽やかな風が吹き込んでいる。

　別の方を見れば、汚れひとつない白塗りの壁に格子のはめられた優美な窓や、開き戸があった。派手さはないが洗練された立派な屋敷の一室。煉花の知らない場所だ。

　戸惑いながら記憶をたどる。

　最後に見たのは、美しい龍の姿だ。

「あの、私、私は、龍神様の、は、花嫁として蓬莱山に来たのですが、あの、ここはどこですか？　龍神様はどちらに？」

　煉花が慌ててそう尋ねる。

　尋ねられた男はあまりの勢いに驚いたのか、反応は返ってこない。煉花は不安を感じてさらに口を開いた。

「やはり、龍神様も、私などいらないと返されたのでしょうか……」

　そう思わず続けた言葉は、思いのほかに煉花を悲しくさせた。

　初めて龍神の姿を見た時に美しいと感じた気持ちに偽りはない。

「……まだいらないとは、言ってない」

「え？」

　目の前の男の言葉に思わず煉花が顔を上げると、その金の瞳と目が合った。

「私が、龍神だ」

　どこか不服そうにそう言って龍神はむすっと口を閉ざした。

　煉花は、ぱちぱちと瞼を瞬かせる。

「あなたが龍神様？　えっと、私が以前お見かけしたのは、もっと、こう……」

「醜かったと言いたいのか？」

　煉花の言葉の先を言わせないという感じで、龍神が言葉を続ける。

　煉花は驚きで目を見開いた。

「まさか！　醜いなどと、あり得ません！　ただ、今のお姿と比べると……」

　と言ってから煉花は一度口を閉ざす。

　そして龍神を見つめてからためらうように口を開いた。

「もう少し大きくていらっしゃったので」

　龍の姿と人型の姿、違う部分はたくさんあるのだが、煉花にとってはその大きさばかりが目に入っていたらしい。

　煉花がそう答えると、今度は龍神が面食らったように目を見開いた。

「……少し、大きく？　それだけか？　もっと他に言うことがあるだろう。牙が怖いとか、角が不気味だとか……」

「？　不気味だなんて、そんなこと、思うわけがございません。畏れ多い気持ちにはなりましたけれど……。なにか私、おかしなことを申してますでしょうか……？」

　互いになにを言っているのだろうといった具合で見つめ合う。

　そこへ我慢できないとでもいうように子供のような笑い声が響いた。

「ふふふ！　確かに！　青嵐様の龍のお姿は、大きいですね！」

「大きいですね！」

　横から違う声が聞こえてきて慌ててそちらに顔を向けると、同じ顔をしたふたりの男の子がいた。

　ふたりは、煉花と目が合うとにぱっと目を細めて笑った。

「奥方様、お初にお目にかかります！　私は青嵐様にお仕えしている左白というものでございまする！」

「青嵐様にお仕えしている右白というものでございまする！」

　あっけにとられたように煉花は龍神の眷属の双子を見つめる。

　そして遅れて気づいた。

「……あ！　奥方というのは、も、もしかして私のことでしょうか!?」

「もちろんでございまする！　花嫁として嫁ぎに来られたのでしょう？」

「来られたのでしょう？」

「そ、それは、そうですけれど、私はそのような立派な者では……」

　煉花は答えながら、次第に声が小さく細くなってゆく。

　国に雨を降らせるために、花嫁として龍神のもとにやってきた。煉花は正直、それより先のことを深く考えていなかった。

　花嫁として選ばれたのも、姿絵に描かれた姿が醜いからという理由だ。つまり蘭帝国では不必要だから送られたようなもの。

　ついと、再び龍神に視線を向けた。

　なにを考えているかわからない表情で、煉花のことをつぶさに見ている。

　その麗しい姿に、煉花は羞しゅう恥ちのあまり顔を赤らめた。

　意識を失う前、龍神に、この美しい人に、なんと言っただろうか。

『妻としておそばに』

　煉花は確かに朦もう朧ろうとする意識の中でそう言った。

　龍神からしたら、突然見知らぬ女が、妻にしろと無理やり押しかけてきたようなものではないか。

　煉花は体勢を変えて、床に平伏し龍神に頭を下げた。

「りゅ、龍神様、申し訳ありませんでした。私のような小汚い女が、おこがましくも、龍神様の妻になろうなどと……」

「ええ!?　花嫁として来たのではないのですか!?」

「ないのですか!?」

　双子の戸惑う声が聞こえるが、それに構っていられる心の余裕が今の煉花にはない。

「……やはり私が醜い故に国に帰りたくなったか？」

　龍神が発した『帰る』という言葉に、煉花は国での日々を思い出す。姉の顔も。

　自分でも意外なほどに、帰りたいという思いが湧かなかった。

　そもそも、もとからあそこに帰る場所などなかったのかもしれない。

　姉の役に立てれば、少なくとも姉のそばぐらいなら居場所があると思っていたが。

「先ほどから申しております通り、龍神様は、美しくていらっしゃいます。それに私には、帰る場所もございません」

　思いつめたような煉花の言葉に、龍神が眉をひそめる。

「……もともと体調が戻るまではここで養生させるつもりだった。弱った体のまま追い出すほど私も非道ではない。いたいなら……いればいい」

「ありがとうございます」

　龍神の言葉にほっとして胸を撫で下ろす。

「そなた、名を煉花といったな？」

「は、はい」

　確かに最初に名乗ってはいたが、それを覚えていてくれたのかと嬉しい驚きで顔を上げる。

　龍神は立ち上がって煉花に背を向けたところだった。

「……なら、そなたのことは煉花と呼ぶ。それと、龍神様などと呼ばれるのは慣れてない。私のことは青嵐と呼べ」

　少し緊張したような、戸惑ったような声色で、顔だけを煉花の方に少し向けて龍神がそう言う。

　気まずく視線を泳がせる青嵐の顔が、窓から差し込む陽の光のせいなのか、少し赤らんでいるように見えた。




「んぎゃ！　煉花様！　そのようなことは我々が！」

「んぎゃ！　我々が！」

　早朝、お台所で米をとぐ煉花を見て、双子の眷属は悲鳴をあげた。

「このぐらいやらせてください。こちらに置かせてもらっている身の上です。なにもしないなんてことできません……」

　申し訳なさそうにそう言うと、再び米をとぎ始める。

　といでいる米は、蓬莱山に自生している陸りく稲とうで灰汁あくが強い。きちんととがないとえぐみが出る。

　蓬莱山に四季はなく、常に春の暖かさだ。しかし、それでも井戸から汲んだばかりの水は冷たい。

「ですが、煉花様は今や青嵐様の奥方様！　この家の女主人でありまする！」

「女主人でありまする！」

　双子の言葉に、米をとぐことに集中していた煉花は思わず顔を上げた。

「お、女主人だなんて、畏れ多いことです！　龍神様に失礼にあたります……！」

　あわあわと答える煉花を見て、双子がにやにやと笑みを浮かべる。

「いやいや、これがなかなか、青嵐様ったら、結構乗り気なご様子でありまする」

「乗り気なご様子でありまする」

　双子にそう言われて、煉花は青嵐のことを考えた。

　最初に会ってから十日ほど経過しているが、その間あまり青嵐の姿を見かけてはいない。となれば、もちろん会話らしい会話もない。

　最近では青嵐の食事も煉花が用意することもあるが、一緒に食事をしたことは一度もなかった。

　煉花はここに来てからずっと、与えられた部屋でひとり食事をとっている。

　それで乗り気、と言うのは当然信じがたい。

　双子が煉花を気遣って、そう言ってくれているのだろうと、煉花は理解した。

　気を遣わせてしまったことを申し訳なく思いながらも、誰かに気にかけてもらえたのは久しぶりで、それが少しばかり嬉しい。

「いいのです。気を遣わなくても、私は、私の身のほどを、わかってますから」

「いやいや煉花様はわかっておりませぬ。青嵐様は色々とこじらせているので、素直じゃないだけなのです。本当は一緒に食べたいんですよ。その証拠に煉花殿が用意した食事は毎食欠かさずすべて食べておりまする」

「え……そうなの、ですか？」

　煉花はいつも、自分が作ったものなど食べないだろうと思いつつも、青嵐の食事を用意していた。

　確かに皿は空になって返ってきているが、食欲旺盛な双子が食べたのだろうと思っていた。

「青嵐様が料理を口にするなんて、すごいことですよ！　というか、なにかものを口に入れてるのを見たのは初めてかもしれませぬ！」

「初めてかもしれませぬ！」

　双子が感心するように力説するが、さすがにそれは言いすぎだろう。

　そう煉花が思ったことが双子に伝わったのか、左白が片眉を上げた。

「おやおや？　信じておりませぬな？　しかしこれは事実。神は、我々と違って食べなくても生きていけるのです。正確に言えば蓬莱山の霞かすみを食べて生きているので、なにも食べなくてもよいということではないのですが。しかし、わざわざ我々と同じ食事をとらなくてもいいのです」

「さ、さすが龍神様ですね……」

　食事をとらなくても生きていけるとは。

　しかしあの浮世ばなれした美しさを間近に見ているため、妙に納得できる。

「ですので、今まで私どもがなにか作っても絶対に食べませんでした。特製のイモリの黒焼きも作ってみたのに、嫌そうな顔をして……それなのに煉花様のお料理には手をつけられたのです」

　しみじみと双子は言うが、青嵐が嫌そうな顔をした理由がなんとなくわかって、煉花は少しだけ苦笑いを浮かべた。

　最初ここに来た時、双子は煉花のために食事を用意してくれたのだが、それはとても料理とは言えない代しろ物ものだった。

　真っ黒になったイモリの串焼きに、生焼けの魚、そこら辺の雑草をちぎって煮込んだだけの汁物。

　戸惑いつつも、双子が一生懸命用意してくれたものだということは伝わったので、汁物をひと口だけ飲んだ。だが、少々、というかやはり、なんとも言えぬ苦味が舌を伝い、喉の奥に流し込もうとした途端、体が拒絶反応を起こし吐いてしまった。

　煉花は申し訳なく思いながらも、まだ体が本調子ではないからと食事を下げてもらった。

　すると双子は、白蛇の姿になって残った食事をあっという間に平げたのだ。あの時の衝撃は今でもはっきりと思い出せる。

　突然白蛇に変化したことはもちろん、その食欲も衝撃的だった。

　そして妙に納得した。彼らの本性は蛇。故に、あまり食事の味に頓とん着ちゃくしないのだ。だからこそ、少々野性味あふれる食事でも気にしない。

　その時は、龍神も双子と同じようなものを食べているのかと思っていたが、どうやら違うらしい。

　それにしてもあの美しい龍神が、自分の作った拙つたない料理を口にする姿は想像しにくい。

　昔から姉に言われて使用人のようなことをしてきた煉花は、料理も自分の仕事だった。だから手馴れてはいるが、今まで料理がうまいと褒められたことはない。

　故に、味には自信がなかったのだが、それを食べてくれているのだとしたら嬉しい。

「……お料理だけでも、龍神様のお気に召していただけたのならよかったです」

「料理だけじゃないと思いますぞ？　わざわざ食事をとらずとも生きていける青嵐様が、煉花様の作ったものを食べている。これはまごうことなき愛ですよ！　愛！」

「それは……どうでしょうか……」

　さすがにそれだけで愛と断定するのは早計ではと煉花は思う。なにせ比較の対象が、双子の作った野性味あふれる料理なのだから。

「ふむ。となると、煉花様の手を煩わずらわせるのは気が引けますが、お料理をされるのは悪くないのかもしれませぬ」

「悪くないのかもしれませぬ」

　双子が思案するように顎の下に手を置いた。煉花がなんの話かと首を傾かしげると、ふたりは続けた。

「頑かたくなでわからずやな青嵐様の御心を解きほぐすには煉花様の愛情のこもった手料理が一番でありまする。……我々もおいしいものが毎日食べられますし」

「おいしいものが毎日食べられますし」

　どうやら後半が本音らしく、ふたりは涎よだれを垂らしてだらしのない笑みを浮かべた。




　魚の出汁だしを使ったキノコとクコの実入りの粥かゆに、裏の湿地で採れたと思われる山菜のお浸し。香ばしく焼かれた黄金魚には、真っ白な大根おろしが添えられている。

　双子が育てている家鴨あひるの卵で作られた出し巻き卵には、瑞みず々みずしい三つ葉が飾られていた。

「毎日毎日、手間だな。人というのは」

　目の前に整えられた朝あさ餉げを前にして、青嵐はそうつぶやいた。

　これらを用意したのは、最近蓬莱山にやってきた煉花という人族の女だ。

　料理というものをまったく知らない青嵐でも、これらを毎日用意するのは大変な労力だとなんとなくわかる。

「自分の分だけ用意すればいいものを。……あの女のように」

　青嵐は憎々しげにそう言いながら、母親のことを思い出した。

　青嵐と父親に食事は必要ないが、母には必要だった。

　母は蓬莱山に嫁ぐ際に、十人ほどの使用人を引き連れていたため、食事はもちろん身の回りのことはすべて彼らが行っていた。

　青嵐とも父とも距離を置いていた母は、食事をする時もひとりであった。

　まだ幼い青嵐は、母が食べているものが気になって仕方がなかった。

　自分も食べてみたかった。母親と同じことがしたかったのだ。

　そして幼い青嵐はきっとそのうち一緒に食べることもあるだろうと、愚かにも信じていた。

　しかしいつになっても母親から声をかけられることはなく、青嵐が食事をする母親の近くに寄っていくと、嫌そうな顔でこちらを見て、『食事がまずくなる。あっちへおいき』と追い払われただけだった。

　昔の記憶がよみがえり、青嵐は物憂げな表情を浮かべた。

　何十年も前の、忘れたい記憶のはずなのに、なぜ忘れられないのだろうか。

　答えの出ない問いを心の中にしまい込み、青嵐は箸を運ぶ。

　パリッと焼かれた川魚の皮を破ると、ふっくらとした白い身が湯気とともに出てきた。魚の香ばしい匂いが、青嵐の鼻孔をくすぐる。

　添えられた大根おろしとともに魚を口の中に運ぶと、思わずおいしさに唸った。

　蓬莱山でしか獲れない黄金魚は、良質な脂を多くその身に抱えている。身を口の中に運ぶと、脂の甘みが口の中に広がり、大根の辛みとよく合う。塩加減もちょうどいい。

　うまいなと青嵐は素直にそう思った。そして、また自然と箸が伸びる。

　青嵐は、食事を必要としないが、味を楽しむことはできる。

　いや、楽しむことができるのだと、煉花の作った食事を食べて初めて知った。

　でも、なにか、物足りない。

　味については文句のつけようもないとわかっているのに、なにかが違う。

「青嵐様！　ちょっと失礼いたしまする！」

「失礼いたしまする！」

　双子の明るい声が聞こえたかと思うと、戸がパンと音を立てて開かれた。

「なんだ、騒々しい……」

　と言いながら、顔を上げる。食事を邪魔されて少々気が立ち、目を眇める。

　とはいえ、図太い神経をもつ双子のことだから軽く流すだろうと、そう思って。

　しかし青嵐が睨にらんだ先にいたのは煉花だった。

　青嵐と目が合った煉花は、怯おびえたように肩をすくめてから、頭を下げた。

「も、申し訳ありません。お食事中に大変失礼をいたしました」

「あ……いや、別に、構わん」

　なんとも居心地悪く感じながら、青嵐はそう言う。

　その横から双子たちの「青嵐様、奥様にそんな怖い顔をするのはどうかと思いますぞ」と呆れたような声が聞こえてきた。

　双子たちに対してなんとも言えない憤りを覚えたが、今は煉花のことが気にかかる。

「顔を上げよ。私は怒っていない……」

　頭を下げ続ける煉花に、青嵐がそう言葉を続けると、やっと煉花が顔を上げた。

　彼女の空色の瞳と目が合った。

　彼女の目から先ほどのような怯えた色がなくなったことに思った以上に安堵し、そして安堵している自分に少しだけ戸惑う。

「大変失礼しました。あの、昨日漬けておいた蕪かぶを添えるのを忘れてしまっていたもので」

　そう言って、煉花は手にしていた小鉢を持ち上げた。

　梅の花が描かれた丸い小鉢の中に、半月型に切られた蕪が綺麗に並んでいる。

「それなのに、あの態度はないですよ。青嵐様」

「あの態度はないですよ」

　双子がまたやんややんやと口を出す。

　恨めしげな視線をそちらに向けるが、双子はどこ吹く風だ。

　青嵐はあきらめて、煉花に向き直った。

「わざわざすまない」

「いえ、私が悪いのです」

　煉花は失礼しますと言って、青嵐のもとに近づくと、食事の膳の中に小鉢を置く。

　それではと頭を下げてその場から去ろうとする煉花を見て、青嵐はなにか焦燥感のようなものに駆られた。そして――。

「あ、あの……なにか、ございましたか？」

　煉花の戸惑った顔がやけに近い。

　青嵐は一瞬身構えて、そして気づいた。

　自分が煉花の手首を、まるで行かないでほしいとでもいうように掴んでいることに。

　煉花の戸惑いは、青嵐に突然手首を掴まれた故だ。

「これは……！」

　青嵐はなにか言おうとしたが、なにを言うべきか言葉が見つからない。

　己自身でさえ、なぜこのようなことをしているのか、皆目見当がつかないのだ。

「ほう！　青嵐様、これはこれは……！」

「これはこれは……！」

　戸惑う青嵐の耳に双子の妙に浮き足だった声が聞こえる。

　思わず双子を見れば得意満面の笑顔だった。

　なんとなく腹立たしい。

「奥様、どうやら青嵐様は、一緒に食事をとりたいようですので、この左白、御膳をこちらに運んでまいりまする！」

「この右白、御前をこちらに運んでまいりまする！」

「!?　私はそんなことを頼んだ覚えはない！」

　双子から思ってもみなかったことを言われて青嵐が声を荒らげるも、双子は先ほどからにやにやと笑うのみ。

「しかし、青嵐様は、頼んだ覚えはないと仰せですが、その手はなんですか。行くなと言いたげに奥様の手を取っておりまする！」

「手を取っておりまする！」

　ハッとして青嵐は慌てて煉花の手を離した。

「別にこれは、そう言うつもりではなく……」

「ぐふふ、この左白、皆まで言わずともわかっておりまする。奥様の御前はすぐそこにありますのでしばしお待ちを」

「しばしお待ちを」

　ふたりはそういうや否や、すたすたと素早くこの場から去っていった。

　おそらく御膳をこちらに運ぶために。

　残された青嵐と煉花は、あっけにとられた様子で双子が去っていった戸を見る。

「ま、まったく、あやつら、いらぬことを……」

　青嵐はぶつぶつ言ってみるが、なんとなく気まずい。

　口では否定しているものの、煉花の手を取ったのは事実。その意味することを、青嵐自身ものみ込めないでいた。

「あ、あの、青嵐様とお食事をともにするなど、そのような畏れ多いこと、本当によろしいのでしょうか？」

　ぼそぼそとか細い声が聞こえて青嵐が隣を見ると、煉花が不安そうに瞳を揺らしてこちらを見上げていた。

　だめに決まっていると言ってやろうと思うのに、なぜか口が動かない。

　ここまで来ればさすがの青嵐でも、なんとなくわかった。

　もしかしたら、自分は彼女と一緒に、食事をしたいと思っているのかもしれない。

「……そなたさえいいのなら、私は構わない」

「でしたら、ご一緒させてください。……誰かと一緒に食事をするのは久しぶりです」

　思ったよりも嬉しそうな声が彼女から聞こえて、青嵐は自分でも意外なほどに安堵した。

　たかが人間の女にこのように心を乱すなどあってはならない。そう思うのに、浮つくような心地を止めることができない。

　そうこうしていると、双子たちは煉花の御膳を運んできた。

　双子の計らいで、煉花は青嵐からかなり近いところに座ることになり、煉花は始終恐縮したように身を縮めていた。

　青嵐は青嵐で、なんとなく気恥ずかしさを覚えて、まともに煉花の顔が見られない。

　そんなふたりに対し、双子たちは「これは新婚」「どこからどう見ても新婚」などと言って、によによと笑みを浮かべ続けている。

　これまた居心地が悪くて青嵐は双子をひと睨みすると、「あとはお若いふたりで」と言いながら彼らは部屋を後にした。

　あっという間に再び青嵐と煉花のふたりきりだ。

　双子がいたらいたでやりにくかったが、いないならいないでなんだか気まずい。

　しかも距離がずっと近くなったことで、気恥ずかしさが増す。

　それを紛らわすために、青嵐は再び食事に箸をつけた。

　食事をしていればそのうち気持ちも落ち着くはずだ。

　そう思った青嵐は、とりあえず煉花が持ってきてくれた蕪の漬物を口に運ぶ。

　甘い蕪に、よい塩あん梅ばいに塩が染みている。

　噛めば噛むほど、蕪の甘みが口に広がり、口角が上がった。

「うまいな……」

　思わずつぶやいていた。それほどおいしかった。

　もしかしたら、今まで食べたものの中で一番かもしれない。

「それは、よかったです。少し塩えん味みが強いので、粥とともに召し上がるとちょうどよいかもしれません」

　煉花の言葉に青嵐は粥に手を伸ばす。

　この粥もまた、優しく甘い。米の甘みが舌の上でとろけてゆくようだった。

　あまりにもおいしくて、青嵐は続けて焼魚、お浸しと次々に口をつける。そして気づいた。

「そなたがここに来てから、なにか別の味付けをしたのか？　明らかに、先ほど食べた時よりもうまいのだが」

　蕪が特別おいしいのかとばかり思っていたのだが、どうやらそうではないと、ひと通り食して青嵐は気づいた。

　煉花が来る前に食べた時もおいしくはあった。だが、今ほどではない。

　この短い時間に、自分の目を盗んで、なにか入れたのだろうか。

　そう思って、匙さじにすくった粥をまじまじと見た。

　茶色がかった粥の中に赤いクコの実が浮いている。見た限りでは、特に変化は見られない。

「いえ、特になにもしておりませんが……」

　煉花も不思議そうに答えて、首を傾げながら粥を一口。そして目を見開いた。

「……確かに、いつも食べているものよりもおいしいような気がします」

　煉花も驚いてそう言った。

　なにも手を加えてはいないのにどうしてだろうかと、ふたりして目の前の食事を見ては首を傾げる。

　少しの間そうしていると、パン！と再び勢いよく戸が開いた。

　戸口には、再び双子がいた。

「聞き耳を立てていれば、なんともじれったいでありまする！　お二方、本当にその意味に気づいてないのでありますか!?」

「お二方、本当にその意味に気づいてないのでありますか!?」

「お前ら、聞き耳を立てていたのか」

　青嵐は呆れ顔でそう言うが、なぜか興奮している様子の双子たちは意に介さず、ずんずんと青嵐のそばへと歩み寄った。

「いいですか、青嵐様！　食事というのはですね！　好ましく思っていたり、親しみを感じていたりする相手と一緒に囲むと、一層おいしくなるのです！」

　拳こぶしを握って詰め寄る双子の迫力に、青嵐はわずかに後ろに傾く。

「な、なにを言ってるんだ？　意味がわからんのだが」

「なぜわからんのでありますか!?　さっきも申しましたでしょう!?　つまり青嵐様と煉花様は、お互いに好ましく思い合っているということでありまする！」

　異論は認めんとでも言いたげに双子はフンと鼻息を吐き出した。

　その言葉に青嵐はあっけにとられて目を点にする。

「な、なにを、そんな……」

　反論をしようとしたがうまく言葉が続かなかった。

　双子の言葉が真であるなら、すべてのつじつまが合う、ような気がした。

　味付けもなにもが変わっていないはずの食事が劇的にこんなにおいしくなったのだ。

　ふと、再び幼き頃の記憶がよみがえる。

　母が食事をするたびに、自分も食べたいと思ったあの頃。しかし気難しい母は、ともに食事をすることを許さなかった。

　故に青嵐は、隠れて母が食べているものをこっそりと口にしたことがある。

　念願の人の食べ物。母と同じもの。きっと、なにがとはわからないが、ものすごいものなのだろうと期待していた。

　しかしいざ口にしてみても、それほど特別とは感じなかった。

　それから青嵐は、人の食事についてはあきらめた。別に食べなくても生きていける身の上。わざわざ食すこともないと、そう思うことにした。

　幼き日のことを思い出した青嵐は、ああ、そうだったのかと気づいた。

　あの時の青嵐は、人の食べ物を欲していたわけではなく、母と一緒に、食事をしてみたいだけだったのだ。

　当時の青嵐は母を求めていた。

　いつか頭を撫でてくれると信じていた。

　いつか優しい言葉をかけてくれると願っていた。

　いつも不機嫌そうな母の顔に笑みが浮かび、抱きしめてくれると、そう夢見ていた。

　今でこそ憎しみの対象としてしか見られないが、当時は母を、愛していたのだ。

　だからこそ、一緒に食事をしたかった。同じものを食べたかった。

「ああ、誰かと一緒に食べるというのは、こんなに素晴らしいことだったのですね」

　しみじみとほっと息をつくような声が青嵐の隣から聞こえた。

　見れば煉花が優しく微笑み、粥の入った碗を見ていた。

　その笑みに、青嵐はなぜか鼓動が高鳴った。

　煉花といて、食事がおいしく感じたのはどうしてだ。先ほど煉花を引きとめた自分の行いが示す意味は？

　誰かと食事をするとよりおいしくなる、と言った双子は他に、なんと言った？

　好ましい相手と一緒に、と言ってなかったか？

　かーっと青嵐の顔が赤くなる。

　そんな青嵐に気づいた煉花が顔を上げる。

　ふたりはしばし見つめ合い、煉花がなにかに気づいて慌てて頭を下げた。

「あ、申し訳ありません！　不ぶ躾しつけにお顔を拝見してしまいました。どうかお許しください」

「い、いや、別に……それは、別に、いいんだが……」

　もごもごと青嵐が視線を泳がせながらどうにか返す。

　やけに顔が熱い。

　そんな青嵐を見て、双子はハアと深いため息をついた。

「ああ、もう本当に、はっきりしない主あるじでありまする！　こんなにも我らが背中を押して差し上げているというのに、じれったい！」

「じれったい！」

　双子は腕組みしながらふたりのやり取りをそう評したのだった。




　煉花が蓬莱山に来てから幾日かが過ぎて、ふたりで食卓を囲むのが日常となった。

　お互いおしゃべりが得意な性分ではないため終始無言ではあったが、ごはんはおいしく、ふたりに不満はなかった。言葉はなくとも、この温かい時間をお互い好いていることがなんとなく伝わっているような気がしていた。

「体調はどうだ？　まだつらいか？」

　ある日、青嵐が煉花にそう尋ねた。食事が終わり、ふたりでなんとはなしに丸窓から晴天を見ていた時のことだ。

　その言葉に煉花はハッとして、青嵐に顔を向ける。

「体調は……その……まだ、少し怠だるさがあります」

　煉花は後ろめたい気持ちを抱えながらそう答えた。

　本当は、ほとんど体調に問題はない。だが、もう体調が回復したと言えば、蘭帝国に返されてしまう。

　もともと、煉花の体調が回復するまでだと言われていた。

　しかし青嵐と生活をともにするうちに、このままここにいたいという思いが強くなるばかり。

　青嵐がなにも言わないので、もしかしたらこのまま一緒にいられるのかもしれないと思っていたのだが、そう都合よくはいかないらしい。

　青嵐が、改めて体調について聞いたということは、つまり、そういうことなのだ。

　煉花はそう悟って、思わず少し怠さがあると嘘をついてしまい、青嵐の優しさに付け入ろうとする己の卑劣さに悲しくなった。

「そうか……まだ、本調子ではないか。少し外でも一緒に歩こうかと思ったのだが……」

「えっと、外を一緒に……？」

　思ってもみなかったことを言われて煉花は瞬く。

「ああ、ずっと屋内にいては体が弱る。たまには外の空気でも吸う方がよいかと思って」

　優しげにそう言う青嵐の瞳に嘘は見えない。本当に煉花のことを思って言ってくれているように見える。

　蘭帝国に返すために体調のことを聞いたのではないのだろうか。

　疑問を覚えたが、煉花はまだ直接聞く勇気はない。

「どうした？　やはり、少し歩くだけでもきついか？」

「あ、いいえ、その、ぜひ、ご一緒させてください」

　青嵐の言葉に、煉花はそう答えた。




　ふたりが屋敷の外に出ると聞いた双子は、喜色満面で色鮮やかな衣を何着も持ってきた。もちろん、煉花に着せるためだ。

「夫婦ふたり、初めてのお出かけでありまする！　奥様を綺麗に飾り立てて、青嵐様を骨抜きにさせましょうぞ！」

「させましょうぞ！」

　なにやら張り切る双子に押されて、煉花は着せ替え人形のごとく、あっちがいいかこっちがいいかと衣を当てられている。

　今まで見たこともないような艶あでやかな色の衣に目が回りそうだった煉花も次第に慣れてきて、衣を吟ぎん味みする余裕ができると、とある衣に目を留めた。

「あの、あちらのものは……」

　そう言って、煉花が指した先には、薄黄色の地に紅色のかわいい藍あいの花が刺繍された衣があった。

「これは、確か青嵐様がお生まれになった時に、蘭帝国から贈られたものでありまする。こちらが気に入りましたか？　確かに花の刺繍は見事ですが、少々地味なような気も……」

「地味なような気も……」

「地味、でしょうか？　この色、とても綺麗です。……まるで、青嵐様の瞳のよう」

　青嵐の瞳の色は、金色。色素の薄い瞳は宝石のように美しい。

　薄黄色の着物に、青嵐の瞳を思い出した煉花はうっとりするようにそう言った。

　双子は一瞬目を見開くも、すぐにニンマリ笑顔になった。

「なるほど、そういうことでしたらぜひこちらをお召しくださいませ！　青嵐様もお喜びになりまする！」

　かくして煉花の着るものが決まると、これ以上青嵐を待たせるわけにはいかないと、慌てて身支度をして屋敷の玄関へ向かう。

　そこには、すっと背筋を伸ばして立つ青嵐の背中が見えた。皺ひとつない長ちょう袍ほうがなめらかに輝く。

「あの、青嵐様、大変お待たせしました」

　煉花が緊張してそう声をかけると、青嵐がゆっくりと振り返った。

　煉花の姿を認めると微かに目を見開き、驚いたような表情を見せる青嵐だが、言葉がない。

　似合っている、などといった言葉を期待しているわけではないが、青嵐にどのように思われているのか気にならないわけではない。

　煉花は、まじまじと見つめてくる青嵐の瞳に耐えかねて、恥ずかしそうに下を向いた。

「……ああ。それほど待っていない」

　ぎこちないふたりの会話に微妙に空いた距離。

　煉花の後ろからやってきた双子は、これはいかんと青嵐に忍び寄るとその背中を押した。

　突然の衝撃に青嵐は微かによろめき、手前にいた煉花が支えるようにして手を青嵐の胸元へ。

「す、すまない……」

「いいえ、こちらこそとっさのこととはいえご無礼を……」

　目と鼻の先で、煉花と青嵐が謝罪を口にする。

　お互いがお互いしか見えない距離。

　しばらくして耐えられなくなった青嵐はわざとらしく顔を逸らす。

　その視線の先には、満足そうにうんうんと頷く双子がいた。

　思わず青嵐はキッと睨み上げる。

「お前たち、いい加減にしないと、さすがに怒るぞ……」

「申し訳ありませぬ！　ちょっと手がぶつかってしまったでありまする！」

「ありまする！」

「ちょっとぶつかっただけの衝撃ではなかったが？」

　しかし相も変わらず双子にこたえた様子もなく、青嵐はあきらめてため息を吐き出した。

　その様を見ていた煉花は、さすがにいたたまれなくなって頭を下げた。

「申し訳ありません。青嵐様、ご不快な思いをさせてしまいました」

「いや、そなたが謝ることではない」

「そうでありまする、奥様。悪いのは、不器用な青嵐様なのでありまする。それより青嵐様、奥様にほら、なにか言うことがあるのではないですか？」

「なにか言うこと？」

「奥様のお姿を見て、なにか思うことがあるでしょう？　こちらのお衣装は奥様自らお選びになりまして、そのお選びになった理由が、なんといいますか、ふっふっふ」

　右白はもったいぶるようにそう言った。左白もふっふっふと笑うだけだ。

　その双子の話しぶりを横で聞いていた煉花は、途端に恥ずかしくなってきた。

　畏れ多くも、龍神の瞳の色に合わせた仕立物を着たいというのは、おこがましすぎたのではないかと、そんなことを思う。

　はらはらと落ち着かない気持ちでいると、視線を感じた。

　顔を上げると、つぶさに煉花の姿を見る青嵐がいた。

　彼の視線に当てられて、煉花はいたたまれなくなって再び顔を伏せる。

「衣装を選んだ理由……？」

「ほら、この色。青嵐様の瞳の色なのですよ！　奥様が、青嵐様の瞳の色に合わせてこちらを選ばれたのです……！」

　楽しそうな双子の声。

　穴があったら入りたい。ゆでた蛸たこのように顔が赤くなるのを感じて煉花はますます下を向く。

「……私の瞳の色に合わせてくれたのか？」

　煉花がうつむいていると青嵐の声が降ってくる。

　煉花は、もう逃げ道はないとばかりに口を開いた。

「はい。その、青嵐様の綺麗な金色の瞳を思い出しまして……」

　なんとか、恥ずかしさに耐えながらもそう言った。

　目の前にいる青嵐がどのように反応するのか見るのが怖い。でも、このまま顔を伏せていては、失礼にあたるかもしれない。

　思い切って顔を上げると、口元を左手で覆っている青嵐がいた。

　よく見れば、顔がほんのりと赤くなっているのだが、自分のことでいっぱいいっぱいになっている煉花は気づかなかった。

　互いに無言で動揺を隠せずにいると、双子たちが青嵐の腰のあたりをちょんちょんとつついた。

　ほら、早く言った方がいいですよ、と言わんばかりに。

　双子に小突かれて、やっと青嵐はハッとして口を開いた。

「その、よく似合っている」

「あ、ありがとうございます」

　再び沈黙。

　まさか似合っていると言われると思っていなかったので、煉花は余計に動揺してしまう。

　社交辞令のようなものだと思いながらも、それでも嬉しかった。

「はあ、まったく、青嵐様はここまで我らがお膳立てしないとならないので、本当に手のかかる主でありまする」

「ありまする」

「お前ら……」

　うんざりしたような青嵐の声に怯えたふりをして、双子がふたりの周りをくるくると回る。

「煉花、こやつらに構っていては日が暮れる。さっさと行くぞ」

　青嵐はそう言うと、煉花の手を取って歩き出した。

　あまりにも自然に手を取られて、煉花は呆ぼう然ぜんとした顔でつながれた手を見る。

　青嵐と触れ合っている手が熱い。

　煉花はずっと、誰かと手をつないでみたかった。まさか、こんなところでこんな形で突然、望みが叶うなんて。

　両親に疎まれていた煉花には、親と手をつないで歩いた記憶すらない。

　幼子が母親と手をつないで歩くのを見るたびに、胸が締めつけられるような心地がした。

　大切な誰かと、手をつないでみたかった。

　そして今、長年の煉花の願いが突然、叶えられた。

　優しく煉花の手を包むのは、白く骨張った男の人の手。

　なんて、温かいのだろうか。

「どうした？　痛かったか？」

　ぎょっとしたような青嵐の顔が煉花を見ていた。

　どうしてこんなに慌てているのだろうと煉花が不思議に思って瞬きすると、ぽたりとなにかが頬を伝う感触がした。

　これは……。

「あ、私、泣いて……？」

　青嵐につながれていない方の手を頬に当てると涙で濡れた。

「すまない、双子がうるさいので、思わず……。軽々しく肌に触れてしまった。それに力の加減がわからぬ故、痛かったかもしれない」

　青嵐が煉花の手を離そうとしたので、思わずそれを握り返した。

「離さないでください」

　とっさに出た声は想像以上に大きい。

　はしたなくも大きな声に、自分でも恥ずかしくなったが、青嵐が手を離さないでいてくれたことになによりもほっとする。

「あの、私、嬉しくて……。こうやって、大切な方と手をつないでみたくて……」

　泣き笑いの表情でそう言えば、青嵐もハッとした顔をした。

　そして、つなぐ手に力がこめられる。

「……そうか」

　青嵐はそうつぶやくと、その鋭利な美貌に笑みを浮かべた。

　誰もがハッと息をのんでしまいそうに美しい。

　煉花は再び恥ずかしくなった。

　相手は龍神だ。どうして龍神に対して、手を離さないでほしいなどと、幼子のような我儘を言ってしまったのか。

「いえ、あの、我儘を申しました！」

　と今度は煉花が手を離そうとするが、青嵐の握る力が強くなり離せない。

「……私も、このままがいい」

　ぽつりとこぼれた彼の言葉。

「え？」

　青嵐の言葉の意味がわからずに、煉花はぽかんとして彼を見上げる。

　再び互いに見つめ合うと、青嵐が恥ずかしそうに視線を下げた。

「蓬莱山は人の国と比べて地面をならしてない場所が多い。足元が不安定だから、手をつないでいた方が安心だ」

　あくまで安全に歩くために必要ということらしい。

　その言葉を聞いて煉花は笑顔を作った。

「ありがとうございます。本当に青嵐様はお優しい方です」

　青嵐の優しさに嬉しくなる半面、どこか、別な理由を期待していた自分に気づく。

　なんておこがましいのだろう。そしてなんと愚かなのだろう。また、期待してしまうとは。

　今まで、煉花がどんなにつながりを求めても、誰も見向きもしなかった。

　あんなに尽くしていた姉でさえ。

　青嵐とつながっていない方の手でとっさに左耳についた耳飾りを撫でた。

　姉がくれた赤い珊瑚の耳飾りはひんやりと冷たくて、自分の身をわきまえろと言っているようだった。




　それからふたりは屋敷のほど近くをゆっくりと歩いた。

　特別なものはなにもないが、常春の蓬莱山は、緑豊かな美しい場所だ。

　少し歩けば、盛りを迎えた花々が目に入る。

　それらを見ながら、なにも語らずただただ手をつないでゆっくり歩く。

　食事の時もそうだが、ふたりはあまり会話をしない。一緒にいるだけで、なんとなく温かい気持ちになってしまい、それで満足してしまっていた。

　しかし、それは煉花が勝手にそう思っているだけで青嵐は違うかもしれない。

　気の利いた話のひとつもできないのはどうなのだろう。

　こうやって外に連れ出してくれた青嵐に対して失礼かもしれないと思い始めた。

　煉花がかつていた蘭帝国の後宮では、妃たちが皇帝の興味がありそうなことを探り合っていた。

　自分がなにかしたところで皇帝の気を引けるとは思っていなかった煉花は、妃たちの努力する姿をどこか遠い存在のように感じていたが、今なら彼女たちの気持ちが少しだけわかる。

　なにか話題を見つけて青嵐を楽しませてあげるべきではないだろうか。

　彼に、自分と一緒にいると楽しいと、思ってもらいたい。

　一度そう思ってしまうと、そればかり考え始めてしまった。

　ぐるぐるぐるぐるとなにを話すべきか思い悩むが、そう簡単に気の利く話題が見つかるかといえばそうではない。

　そうこうしているうちに、蓬莱山の景色を楽しむ余裕がなくなった頃、隣を歩く青嵐が立ち止まった。

　煉花も一緒に止まり、どうしたのかと青嵐を見上げる。

「やはり体がつらいか？　先ほどから上の空のようだが」

　煉花が、なにかおもしろい話題を見つけなくてはと思い悩みすぎていたことを気取けどられたらしい。

「あの、体は問題ありません。た、ただ、私なんぞと一緒にいても青嵐様が退屈ではないかと、思いまして……」

「退屈だと思ったことはない。……そなたは私といて退屈か？」

「退屈だなんて、滅相もございません！　ただ、私は恥ずかしながらあまり教養がないものでして……。青嵐様が退屈しないようなお話をすることができかねておりましたから……」

　どんどん声が小さくなる。自分で言っていて誠に情けない。

「別に、話したいことがなければ話さなくてもいいと思うのだが」

　なにを気にする必要がある？とでも言いたげな青嵐の言葉だが、煉花の気は晴れない。

「しかし、口下手な私と一緒にいても、楽しくはないでしょう？　蘭帝国では、話題の豊富な賢い妃の方が愛されます……」

「そうなのか？　うるさいよりは、静かな方が好ましいが。そういえば今までこちらに花嫁になってやると偉そうにやってきた公主どもはうるさくてかなわなかったな。……母もそういう人だった」

　青嵐は声を強張らせてそう言った。

「お母様も、ですか？」

　青嵐の母親は、百年以上前の蘭帝国の公主だ。大変美しい公主だったと蘭帝国でも語り継がれている。

「ああ、母も人族の国の公主だ。気位ばかり高く……いい思い出はなにもない。私は母に捨てられたようなものだったからな」

　吐き出すようにそうこぼす青嵐を煉花は気づかわしげに見た。

　捨てられたようなもの、と語る青嵐があまりにもつらそうで、思わずつないだ手に力が入る。

　おこがましいかもしれないが、彼の気持ちがわかるようだった。煉花も同じような境遇であったから。

「公主というのは、人族の中でも特別な存在なのだろう？　だいぶ甘やかされて育つと聞いた。日常のこまごまとしたことはすべて公主に仕える者たちが行う故に、自分自身はなにもしない。現に母は、ただ綺麗でいること以外なにもできない女だった」

「そう、でしたか……」

　あまりにもつらそうに話すので、煉花は胸が締めつけられるような思いがした。

　彼のつらさを全部失くしてしまえたら、どんなにいいだろうか。

「煉花は変わっているな。私の知っている人族の国の公主とは、違う」

　青嵐のその言葉に、煉花は思わず息をのんだ。

　龍神の花嫁は皇族から出す決まりがある故に、煉花は公主として蓬莱山に嫁いできている。たが、実際は公主ではなく、妃のひとりでしかない。

　青嵐の口ぶりは今までになく柔らかく、煉花を疑っているわけではなさそうだったが。

　もし、煉花が公主ではないとわかれば、どうなるのだろうか。

　背中に汗が滲む。

「あ……その、私は。公主の中でも位が低かったので……それでかもしれません」

「なるほど。そういうのもあるのか。人族のことはよくわからないが、身分というものがあるのは知っている」

　ふむと、納得したように頷く青嵐を見て、煉花はうしろめたさを感じた。

　蘭帝国に帰りたくないがために体調が悪いとうそぶき、素性を悟られないためにまた嘘を重ねている。

　彼の前では誠実でありたいと思うのに、彼に嫌われてしまうかもしれないと嘘をつかずにはいられない。

　そんな弱い自分がひどく悲しかった。

　そして同時に、嘘をついている自分に少なからず動揺していた。

　煉花は姉から『私に嘘をつくな』と言われてきた。

　嘘をついたら嫌われる。そう信じていた煉花は一度も嘘をついたことがない。

　誰に対しても。

　でも、嘘をついていないのに、結局は姉に遠ざけられて蘭帝国から追い出された。

　そして平気で嘘をつき、弱者を虐しいたげる者が、あの国では幸せそうに生きている。

　嘘にまみれ、人を平気で虐げる人々に絶望して蓬莱山にやってきたが、己もそんなひとりなのだと実感する。

「あまり悩むな。話したいことがないのなら、ないでいい。私は、なにもしなくとも、そなたといると、どうやら心地よいらしい」

　さわさわと軽やかな春風が吹いて、煉花の髪を揺らした。

　青嵐の笑みも晴れやかで、雲ひとつない今の晴天によく似合っている。

　こんな笑顔を向けられたら、また勘違いしてしまいそうになる。

　手をつないでくれたあの時に胸をよぎった期待の芽が、また顔を出す。

　青嵐が、己を愛してくれるのではないかと。

　煉花は今まで、人に愛を求めては裏切られてきた。親に愛を求めて裏切られ、姉につながりを求めても断ち切られた。

　青嵐を初めて目にした時、安堵したのは彼が人ではないからだった。

　人にあらざる者だからこそ、たくさんの人に裏切られてきた煉花でも安心できたのだ。

　それなのにまたなにかを期待し始めてしまった。

　懲りない愚かな自分が憎らしい。

　蘭帝国を出る時に、もう誰にも期待しないと、望まないと誓ったというのに。

「青嵐様が心地よいと感じていただけているのなら、これ以上の幸せはありません。私も、青嵐様とともにいると、とても晴れやかな気分になるのです」

　煉花はそう答えて笑った。

　また嘘をついてしまった。

　勝手に期待をして、嘘を重ねる己が、晴れやかであるはずがないというのに。




◆




　煉花とふたりで外をふらりと歩くのが、青嵐の日課となりつつあった。

　青嵐は生まれてからずっと蓬莱山にいる。どこもかしこも見慣れた景色だというのに、煉花とふたりでいると今までとはまったく違ったものに見えた。

　相変わらず話すことは少ないが、それでも楽しい。

「これは、恋ですなぁ」

「恋ですなぁ」　屋根の上に座り、黄昏たそがれをひとり見ていた青嵐の耳に、双子の得意げな声が入る。

　うるさいとひと言言ってもいいが、もう慣れた。それになにを言っても双子は黙らない。

「……それにしても、少しばかり気がかりなことがある」

　青嵐がそう話し始めると、双子たちがおや？とばかりに耳を傾けた。

「煉花の顔にたまに影が差す。なにか、つらい思いをしているのではないだろうか」

「は！　あの青嵐様が、お相手のことを思って、気を回しておられるとは！　成長なさいましたなぁ！」

「成長なさいましたなぁ！」

　その言い方は少々馬鹿にしすぎではないだろうかと、青嵐は双子を睨む。

「私でもそれぐらいのことは考える」

「うーむ、奥様が気を病む理由ははっきりとわかりませんが、やはり故郷が恋しくなってきたのではないですか？　ここに来てからしばらく経ちまする。そろそろ懐かしく思う頃でありまする」

「なるほど、確かにそうかもしれない。煉花がいつも耳につけている耳飾り。あれは、姉からの贈り物だと聞いた。顔に陰りが浮かぶ時はだいたいあの耳飾りを撫でている気がする」

「なるほど。なるほど。ならば、少し気晴らしをするのがよいのではないですか？」

「よいのではないですか？」

「気晴らし……？　気晴らしとはいっても、なにがあるというのだ？」

「まあ、ここは大自然の恵み以外に特にこれといって楽しいことはありませぬからね！」

「ありませぬからね！」

「……人族の国から、なにか雑技団でも呼ぶべきだろうか」

「いやいやそれだと、煉花様は余計に故郷を思い出されるのでは？」

「では一体どうすればいいんだ！」

「まあまあ青嵐様、落ち着いてください。まずはできることを考えましょう。蓬莱山でできることは限られますからね。青嵐様にしかできない特別なことでもすればいいとは思うんですが」

「私にしかできないこと？」

　青嵐は腕を組むと、眉間に皺を寄せて真剣に考え始めた。




「煉花、たまには夜に出かけるのはどうだろうか」

　夕餉の時間の折、少しそわそわした様子で青嵐が煉花をそう誘った。

「夜ですか。それもよろしいですね」

　煉花は笑顔で応じる。

　青嵐が誘うといつも煉花は嬉しそうに頷いてくれる。それが青嵐をなによりも安心させる。

「では、今夜行こう。ちょうど満月で、夜とはいえ明るいのだ」

　そうして夜に出かけることになった。

　食事を終え、準備を済ませて玄関で待っていると、煉花がやってきた。

　今日の装いもまた美しかった。

　清楚な薄紅色の衣には、銀糸で百合の模様が描かれている。

　月明かりに照らされたらさぞや映えることだろう。

　蓬莱山にある女性ものの衣服は、すべて蘭帝国からの貢物だ。

　年に数回、蘭帝国から陶磁器や衣に美術品などが運ばれてくるのだ。女性ものの衣が使われることはないだろうと思っていたのだが、誠に先のことはわからない。

　意外にも双子たちは貢物の手入れをきちんとしていたこともあり、状態も悪くない。この点については、双子には大いに感謝している。

「よく似合っている」

　最初は少しばかり抵抗があったのだが、素直に褒め言葉を口にするのにも慣れてきた。ただ素直に思ったことを口にするだけなのだから、抵抗感がある方がおかしい。

　煉花の可憐な姿に目を細めていると、煉花の左耳を飾る赤い珊瑚の耳飾りが光った。

　左耳に光る真っ赤な珊瑚の耳飾りだけが、妙に浮いて見える。だが、それは姉からの贈り物らしいので、無理に外すように言うつもりはもちろんない。

　ただ、その耳飾りを見ると妙に不安になる。

「青嵐様？　どうかなさいましたか？」

　名を呼ばれて耳飾りから目を離す。首を傾げてこちらをうかがい見る煉花と目が合った。

「いや、なんでもない。では、行こうか」

　耳飾りを見て不安に思うのは、きっと耳飾りに固執する煉花の姿が、故郷に帰りたいが故なのではないかと考えてしまうからだろう。

　青嵐はそう結論づけて、煉花の手を取った。

　望郷の思いは止められぬだろうが、今の日々もまたよいものだと思ってもらえればそれでいい。

「あ！　奥様！　お忘れ物です！」

　双子の騒々しい声が響いた。

　双子らは煉花に駆け寄って、それぞれ懐からかんざしを取り出す。

　右白は、深紅に染めた絹布を使って作った花のかんざし。左白は、大きな真珠をあしらった清楚なかんざし。

　それぞれ趣の違う美しいかんざしを、双子はずいと煉花に掲げてみせた。

「かんざしをお渡しするのを忘れていたであります。ぜひこちらをお使いください」

「ぜひこちらをお使いください」

　双子はそれぞれが違うかんざしを掲げているのを互いに見やり、不満そうに顔をしかめた。

「左白、その真珠のかんざしよりも、こちらの華やかな深紅の花かんざしの方が奥様にお似合いでありまする」

「右白、その派手な花のかんざしよりも、満月のように静かに輝く真珠のかんざしの方が奥様にお似合いでありまする」

　だいたい意見が一致する双子ではあるが、たまには違うこともあるらしい。

　言い合う双子を煉花は困ったように見つめていたが、とうとう双子は煉花に意見を求めた。

「奥様どちらの方がよろしいでありますか？」

「ど、どちらも、私にはもったいない素晴らしいもので……」

　双子の迫力に押されてしどろもどろになる煉花は、困り果てたように青嵐を見た。

「あの、青嵐様はどちらがお好みでしょうか？」

　双子も、決めてくれとばかりに青嵐を見やる。

　彼はつまらなそうに息を吐き出して双子の頭の上にこつんと拳を落とした。

「痛！　青嵐様、ひどいでありまする」

「ひどいでありまする」

「ひどいのはどちらだ。あまり煉花を困らせるな」

「でも青嵐様だって、綺麗なかんざしを挿した奥様を見たいのでは!?」

「見たいのでは!?」

「それは……」

　そうだと思うが、しかし、どちらが煉花に似合うかと聞かれても困る。

　今まで女性の飾り物に気を留めたことがないのだから。

　困り果てた青嵐は、双子が差し出すかんざしをふたつとも奪い取った。

「あ！」

　双子たちが非難するように言うが、気にしない。

「もう行く。お前たちに構っていたら夜が明けてしまう」

　青嵐はそう言うと、煉花を連れて屋敷を後にした。

　そうして夜道をふたりで歩く。

　月が明るい夜故に、思ったほど暗くはない。とはいえ昼間と比べたら視界は悪く、煉花と青嵐の距離は自然と近くなる。

　昼間のように花や小鳥は見えないが、満天の星が頭上を覆う。

　ふたりは、夜空がよく見える高台に上ると、一緒に空を見上げた。

　大中小の星々があたりを照らす。星の光の輝きに、夜の帳とばりは微かに緑がかっている。

　青嵐にとってはもちろん見慣れた星空なのだが、隣を見れば瞳を大きく見開いて驚嘆したように夜空を見つめる煉花がいて、思わず頬が緩んだ。

　蓬莱山に来た頃の彼女は、表情が硬かった。だが、今では青嵐に対して少し抜けたような顔を見せる。

　それこそが、彼女が蓬莱山での暮らしに慣れてきた証のような気がして嬉しい。

「なんて、美しいのでしょうか」

　ほう、とため息交じりに称賛を送る煉花の瞳には、夜空の星々が映っている。

　それがまた美しいと、青嵐は彼女の瞳に魅入った。

　ここで、星空よりも煉花の瞳の方が美しいと言えればいいのだが、不器用な青嵐にそこまではまだ難しい。

「気に入ってくれてよかった。蓬莱山に宝石の類はないが、上を見れば玉より輝くあまたの星々がある」

「本当に、素晴らしいです。星空を見せてくださるために、夜の散歩に誘ってくださったのですか？」

「それもあるがそれだけではない。もうひとつ、ぜひ見てもらいたいものがある」

「もうひとつ？」

　青嵐は頷くと、瞳を閉じた。体中に巡る神通力を額に集中させる。

　すると頭に鹿のような二本の角が伸びていく。青嵐は確かな手ごたえを感じながらさらに角に力を送り込み、そこから夜空へと意識を向ける。

　青嵐の持つ天を治める力。それは雨風はもちろん、天空のあらゆるものに干渉する。

「あ、なにか、緑の光が見えてきました」

　煉花が夜空を指さしながらそう言った。

　青嵐はうまくいったようだと胸を撫で下ろし、力を収めた。

　伸びた角はスッと消え、煉花と一緒に夜空に浮かぶ薄い緑の光を見上げる。

「なんて不思議な光景。青嵐様は、夜空に絵を描くことができるのですね」

「驚くのはまだ早い。私が見せたいものは、この後だ。煉花、極きょっ光こうというのを知っているか？」

「極光……？　あ……！」

　青嵐に問われて、煉花が首を傾げると、夜空の様相がまた変わった。

　先ほど夜空に描かれた薄緑色の光の他に、薄紅色や青色の光が加わったのだ。しかもそれは披ひ帛はくがはためくように夜空をゆらゆらと揺れる。

「なんて、美しいの……」

　ため息をつくように煉花がそう言った。

　満天の星空の中に、色鮮やかな光の披ひ帛はくが踊り子のように舞う。

　目を輝かせて星空に魅入る煉花を見て、青嵐は満足そうに微笑んだ。

　夜の散歩に誘ってよかった。これで少しは、望郷の思いが薄れ、気も晴れてくれるといいのだが。

　そう思って煉花の様子を見ていると、視線を感じ取ったのか、煉花も青嵐を見た。

　目が合うと、煉花は動揺したように瞳を揺らし、すぐに視線を外した。そして耳飾りを軽く撫でる。

　先ほどまで、楽しそうにしていた顔が陰った。

　まただ、と青嵐は思った。

　またあの悲しそうな顔。そんな顔をしてほしくなくて誘ったというのに。

「……故国に、帝国に戻りたいか？」

　たまりかねて青嵐がそう尋ねると、煉花はハッと顔を上げて青嵐を見た。

「青嵐様は、私に帝国に戻ってほしいのですか？」

　つらそうな顔でそう言われ、青嵐は戸惑いつつも口を開く。

「戻ってほしいとは思っていない。だが、体の回復が遅いようだし、故郷が恋しい故かもしれぬと思うと……」

　もし戻りたいのなら戻ってもいいと言うべきだとは思うのに、言葉が続かない。

　戻ってほしくないのだ。

　思っている以上に、自分が煉花に心を寄せていることに青嵐は改めて気づく。

　煉花はしばらく戸惑うように瞳を揺らしていたが、意を決したようにして口を開いた。

「青嵐様、私、本当はもう体調に問題はないのです。それに公主でもありません。皇帝の妃のひとりでした。私は、青嵐様を欺あざむいていたのです」

　思ってもみなかったことを言われて、青嵐は目を見開いた。

「……なに？　公主では、ない？」

「はい。公主様方が青嵐様を恐れてしまったため、皇帝の手がついていない妃の中から私が選ばれました。そして、私をここに置いてくださるのは私の体調が戻るまでだと青嵐様が仰せだったので、私は戻りたくない一心で、体調がよくないと嘘を……」

　眉間に皺を寄せ、己を責めるように煉花はそう言った。

　それを聞き、青嵐はわなわなと唇を震わせた。

「本当に体は、問題ないのか？」

　青嵐が、重ねてそう確認する。

　その声は思ったよりも大きく、煉花はびくりと肩を震わせた。そして「はい」と頷く。

　青嵐は安堵して、息を吐き出した。

「そうか。それならよかった。皇族の血筋でなくとも、神通力を持つ者はいるのだったな」

「おりますが……」

　不思議そうな目を向ける煉花に気づいた青嵐が、慌てて口を開いた。

「ああ、すまん。また言葉が足りなかった。蓬莱山は神の山だ。普通の人では蓬莱山の空気を吸うだけで神気に当てられ体を壊す。だが、神通力が使えるならば別だ。神通力を宿す者は、神気にも耐えられる。蘭帝国の皇家は神の末まつ裔えい。故に強い神通力を持つ。だから龍神の花嫁は公主から選ばれてきたが、絶対というわけではない。蓬莱山の空気を吸っても問題なければいいのだ」

　青嵐はほっとしたことで、妙に饒じょう舌ぜつになった。

　満足げに微笑むが、反対に煉花の顔は曇る。

「青嵐様は、私をお責めにならないのですか？　こんなによくしていただいたというのに、私は青嵐様の善意に付け込む卑怯者でした。青嵐様が、私の体を気遣ってくださっているのをわかっていたのに、ずっと、嘘を……」

　後悔を滲ませた声で煉花は言葉を続ける。

　青嵐は、ここでやっと気づいた。

　時折、煉花が気落ちした様子だったのは、嘘をついた自分自身を恥じていたからなのだと。

　優しい彼女のことだから、誰かを欺くことに強い抵抗を感じたはずだ。

　彼女の心の葛藤に気づけずにいた己の愚鈍さが恥ずかしい。

　青嵐は顔を何度も横に振った。

「そんなこと私は構わぬ。そなたに嘘をつかせたのは、愚鈍な私の責だ」

「いいえ、違います。青嵐様はなにも悪くはありません。私が悪いのです。私は、いつも正しくないから……」

　そう言って煉花が、つらそうに赤い耳飾りを撫でた。

　その姿を見て青嵐は、まただと思った。

　煉花は己を卑下するきらいがある。他人を尊ぶ彼女の姿勢は美点ではあるが、その分己を卑下する。それは今までの生活の節々に感じられていた。

　双子がなにを言っても、自分で屋敷の掃除や物の手入れをやろうとする。

　どんなにしなくてもいいと言っても、煉花は頑なだった。

　まるで、それをしないとここにいる価値がないとでも言いたげに。

　煉花に価値がないなどあり得ないというのに。

　少なくとも青嵐の中では、もう彼女は特別なのだから。

「煉花、そなたに悪いところなどない。そなたは……」

「青嵐様、私、国に戻ります」

　青嵐の話を遮るように言った煉花の言葉に息をのんだ。

「なぜ、戻る？」

「私のような卑怯者が青嵐様のおそばにいてはいけません。私は、罪深い人間です」

　一体彼女になんの罪があるというのだろうか。

　青嵐は、煉花の思いつめた様子に愕がく然ぜんとした。

　そなたに罪などあるものかと、わかるまでずっと訴えかけたくなる。だがそうすれば煉花をより萎縮させてしまうだろう。

　青嵐は大きく息を吸い込み、ゆっくりと吐き出した。気持ちを落ち着かせるために。

「……煉花、よく聞いてほしい」

　そう言って、青嵐は煉花の肩に自分の手を置く。

　向き合うような形になり、距離も近い。だが、これだけはきちんと伝えておかなければならない。

「青嵐様？」

「私はそなたに国に戻ってほしいと思っていない」

「青嵐様は、同情をなさっているのですか？　国に戻っても居場所がない私を可哀相だと思って、そう言ってくださっているのですか？」

「違う。同情ではない。これはただ、私の願望だ。そなたにここにいてほしいと思っている私の願いだ」

　青嵐はまっすぐ瞳を見つめるが、煉花は受け入れがたいのか、ふと視線を下げた。

「……青嵐様は、どうしてそんなにお優しいのですか？　どうして私の欲しい言葉をくださるのですか？　実を申せば怖いのです。あまりにも今が幸せで、恐ろしいのです」

「なにを恐れることがある？」

「私は今まで期待しては裏切られる日々でした。故にもう、誰にも求めはしないと誓ったのに、青嵐様があまりにもお優しくて……。ですから怖いのです。この優しさが、温かさが失われてしまったらと思うと、もう私は耐えられそうにないのです」

　そう語る煉花の目から涙が流れる。

　悲しみの雫は夜の星々の光を反射して、流れ星のように落ちてゆく。

　その流れた星ほし屑くずを、青嵐は親指の腹ですくいとった。

「ならば、なにも恐れることはない」

　青嵐は煉花の頬に手を添える。こちらを見てもらいたくて、そのまま顔を自分に向かせた。

　涙に濡れる煉花の瞳と目が合う。

「……私は誰かに優しくされることに慣れておりません。こんなふうにされたら、勘違いしてしまいます」

「どう勘違いするのだ」

「ですから、青嵐様が私のことを……特別に想ってくださる、とか、そういったおこがましい勘違いを……」

「ならばそれは勘違いではない。煉花、私はそなたのことを特別に想っている。でなければ、私が、わざわざ夜道に誘い、極光を呼び寄せたりはせぬ」

　しかし青嵐の言葉が信じられない様子の煉花は首を振る。

「青嵐様、どうか、これ以上は」

「私を見てくれ。今までそなたを裏切った者と私は違う。私はそなたを裏切らない。そなたが信じ切るまでなんでもしてみせよう。煉花、言ってくれ、私はなにをすればいい」

「なにをだ、なんて……」

　怯えたような表情を浮かべる煉花に、己の心が伝わるよう、青嵐は彼女の瞳を覗き込む。

「愛しているのだ。離れたくない。そばにいてほしい。そなたは、どう思ってくれている？」

　青嵐の真剣な眼差しが煉花に注がれる。

　驚いたように目を見開いた煉花は、しばらくして顔をくしゃりとゆがめた。

　再び目から大粒の涙が流れ、その涙を隠すように煉花は青嵐の胸に顔を寄せる。

「私も、お慕いしております……」

　やっとの思いで紡ぎ出されたであろうその声は、とても小さなものだった。

　しかし青嵐の耳にしっかりと届く。

　青嵐はずっと、ひとりで生きていくつもりだった。

　しかし誰も娶らぬと決めていたあの頃の己が、今はもう想像できない。

　彼女なしでは生きていけぬと、そう思った。

　青嵐は、震える煉花の肩を抱きしめる。

　これから先、なにがあろうと彼女を守ると、そう誓いながら。




◆




　心を通わせた青嵐と煉花は、翌週、祝言をあげた。

　青嵐と煉花、そして龍神に仕える双子の蛇の化身しかいない小さな式。

　煉花は戸惑いながら、今自分が着ている赤い婚礼衣装を撫でた。

　赤色に染められた絹の衣は、風のように軽く、磨かれた玉のようになめらか。

　金糸で刺繍された鳳ほう凰おうの紋様はとても細密だ。

　あまりにも豪華な衣装に、煉花は気後れしそうになる。実際少し前の煉花ならば、己なんぞがこのような晴れやかなものを着るのはふさわしくないと、逃げ出していたかもしれない。

「煉花、よく似合っている」

　低音の優しい声がして、煉花はそっと顔を上げる。

　長い銀髪を後ろにまとめ、同じ赤の婚礼衣装をまとう青嵐がいた。

　青嵐の衣装には、煉花の着る鳳凰の衣装と対になるように金糸で龍が刺されている。

　いつになく凛々りりしく見えて、くらくらするぐらい魅力的だった。

「あ、ありがとうございます。青嵐様も、よくお似合いです。本当に、素敵です」

　煉花が跳ねる心臓を抑えながらどうにかそう言うと、青嵐は愛しむように煉花を見つめて微笑んだ。

　その表情から、どれほど煉花を大事に想っているかが伝わるようで、煉花の顔がさらに熱くなる。

　青嵐と一緒にいられて嬉しい。嬉しいのだが、これでは自分の身がもたないかもしれない。目が合うたびに心臓が爆発しそうなのだから。

「なんと！　青嵐様が我々の後押しなしで気の利いたことを!?」

「気の利いたことを!?」

　双子たちの驚きの声が聞こえると、先ほどまで優しげに微笑んでいた青嵐がじろりと双子に睨みをきかせた。

「うるさい」

「煉花様、青嵐様は少々偏屈なところがありまするが、どうぞ末永くよろしくお願いいたしまする！」

「お願いいたしまする！」

　青嵐の睨みなどなんのその、双子は涙声で煉花に懇願する。

「そ、そんな……末永く、ずっと一緒にいたいと思っているのは、私の方で……」

　慌ててそう口にする煉花を見て、双子は煉花の膝のあたりに抱きついた。

「なんて寛大！　偏屈な青嵐様を受け入れてくださる奥様、とっても優しいでありまするー！」

「優しいでありまするー！」

　それらのやり取りを黙って見ていた青嵐から、ふんと不満そうな声が漏れる。

「こら、煉花との距離が近すぎるぞ。それと私は別に偏屈ではない」

　青嵐がそう言うと、双子たちはパッと顔を上げて、残念なものを見るような目で青嵐を見た。

「おお、なんとお心の狭い青嵐様……。あと、青嵐様は偏屈でありまする」

「偏屈でありまする」

「お前ら……一応私はそなたらの主なのだぞ……」

「もちろん、青嵐様は我らの主でありまする！　まったく世話の焼ける主でありまする！」

「世話の焼ける主でありまする！」

「もう、いい。せめてこんな日ぐらいは、静かにしてくれ……」

　真顔で返す双子に、青嵐は言い合う気力が奪われたのか、ガクッと肩を下げて小さく嘆いた。

　それを見ていた煉花は、いつも通りのやり取りが微笑ましくて、思わず頬が緩む。物静かな青嵐といつも元気で愉快な双子は、なんだかんだいって相性がいい。

「ふーむ、確かにそろそろ、よい頃合いやもしれませぬ！　おふたりの時間はこれからでありまするからね！」

「これからでありまするからね！」

　双子はそう言うと、ニンマリとした笑みを青嵐と煉花に向けたのだった。




　双子に言われるまま祝言の宴を切り上げると、煉花と青嵐はとある部屋に放り込まれた。

　双子が準備していたふたりのための新しい寝室である。

　そこで煉花と青嵐は、同じ寝台に微妙な距離を保ったまま並んで腰かけていた。

　新婚の夫婦の部屋には、赤いものを置く風習がある。

　ふたりが今いる部屋も、装飾品はもちろん、寝台の布団や枕も赤を基調としたものになっていた。

　それらの内装が、否応なく煉花に〝初夜〟というものを意識させる。

　煉花の動揺に気づいているのかいないのか、青嵐は寝室に持ち込んだ祝酒を小さな杯に注ぎ、口に含む。

　そのあまりにも艶のある姿に、煉花の頭がぼうっとした。

　思わず魅入っていると、青嵐がこちらを見た。そして目が合うと、彼は目を細める。

「そうだ、例のことなのだが……」

　酒杯を卓に置いてから、青嵐がぽつりと思い出したように言った。

「なんでしょうか？」

「私は、真珠がよいと思う」

「え？　えっと……真珠、ですか？」

　一体なんの話だろうか。

「そうだ。かんざしの」

　かんざし、と言われて、やっと煉花は気づいた。

「もしかして、極光を見せてくださった日の……かんざしのことですか？」

　あの日、双子がふたつのかんざしを出してどちらがいいか聞かれた。自分では決めかねてしまい、青嵐にその答えを投げたのだ。

　確かにその時は、うやむやに終わってしまってそのままだった。

「そうだ。双子に聞かれていただろう？　ずっと考えていたのだが、夜の散歩では真珠の方が映えると思うのだ。月明かりを綺麗に照り返すだろうから」

　青嵐の返答に目を煉花はぱちぱちと目を瞬かせた。

　実はあの時、青嵐がどちらのかんざしを選ぶのか、その答えを聞けなかったことを少しだけ残念に思っていた。

　かんざしはどちらも素晴らしいもので、煉花としてはどちらが選ばれてもよかった。

　ただ、青嵐がどちらを選ぶのかが気になっていた。

　彼はどちらが煉花に似合うと思ってくれるのか、純粋にそれが知りたくて。

　まさか、今、その答えが聞けるとは。

　あの時気になっていた答えを知って嬉しく思う。

　しかしそれ以上に……。

「ずっと、考えていてくださったのですか？」

　あれは先週のことだ。今、答えを言うまで、煉花にどちらが似合うか、ずっと考えてくれていたということだろうか。

　そのことに呆然とし、そして遅れてふつふつと嬉しさがこみあげてくる。

　ああ、この人は、離れている時も、自分を想ってくれているのだ。

　そう思うと、目の奥がにわかに熱くなる。

「そなたに聞かれていたからな。あの時は決めきれなくてすまなかった。毎日ずっと考えてみたのだが、夜道の散歩の際は真珠がよいと思う」

　晴れやかな顔でそう答える青嵐を見て、煉花は思わず頬が緩んだ。

　愛しさが泉のように湧き上がってくる。

「青嵐様は、本当にお優しいお方です」

　煉花が思わずそう口にすると、青嵐は意外そうに目を見開いた。

「優しい？　あまり言われたことはないが……」

「お優しいです。私みたいなつまらない女をそばに置いてくださるのですから」

　煉花がそう言うと、青嵐は不満そうに眉根を寄せた。

「そなたはつまらぬ女ではない。たとえそなたであろうと、そなたのことを悪く言うのは許さぬ」

「ですが……」

　煉花が何事かを言おうとすると、その唇に青嵐は親指を這はわせた。

　どきりと胸が高鳴り、煉花は口を噤む。

「私はもともと優しいと言われるような性分ではない。優しいと感じたのならば、それはそなただからだ。私はつまらぬ女に優しくはしない」

　青嵐は唇に置いていた親指を優しく沿わせて、そのまま煉花の頬を包み込む。

　煉花の肌に触れるか触れないかといった優しい青嵐の手に、煉花は顔を預けて瞼を閉じる。

　骨張った青嵐の手はごつごつしていて、少し冷たかった。

　真っ赤に染まった自分の頬に、その冷たさが心地よい。

　煉花がその心地よさに身をゆだねると、『私なんかが』と卑下する言葉が遠のいていくのがわかる。

　気づけば煉花は青嵐の胸元へと顔を寄せた。

　突然煉花が抱きついたような形になり、青嵐の体が硬くなる。だがそれは一瞬で、青嵐は優しく煉花を抱きとめた。

「青嵐様、お慕いしております」

　思わずつぶやいた煉花の素直な気持ちだ。

『私なんかが』と思う気持ちがまったくなくなったわけではない。でも、青嵐を想う気持ちは本物だった。

「私もだ。そなたのすべてが愛おしい」

　青嵐の吐息のような囁き声は熱く、ハッとして煉花が顔を上げると熱を帯びた瞳が目に入る。

　その少し潤んだような金色の瞳に吸い込まれるように、煉花は青嵐と唇を交わした。




　式をあげ、肌を重ね、青嵐と煉花は夫婦となった。

　夫婦となったふたりの生活は、とても穏やかに過ぎてゆく。

　煉花にとって日々があまりにも幸福すぎて、夢なのかもしれないと不安になる時もある。

　しかしそのたび青嵐が煉花を優しく包んでくれた。不安は感じさせないとでもいうように。

　そんなある日、煉花の姉から手紙が届いた。

『蓬莱山の生活はつらいでしょう。戻ってきてもいいのよ。戻ってきたら今までの無礼はすべて許します』

　というようなことが手紙には書かれていた。

　蓬莱山に来たばかりの頃ならば、この手紙を見たらすぐに帰ろうとしていたかもしれない。

　でも、今はもうそうではない。

　青嵐との静かで穏やかな時間は特別なもので、青嵐のいない生活などもう考えられないのだ。

　だから、煉花は姉からの手紙を文箱の奥に入れた。

　もう見ることもないだろうと、蓋ふたをして。
















第三章　予期せぬ帰郷







　青嵐との日々は穏やかでかけがえのないものだった。

　だが……。

「煉花、体調が悪いと聞いた。大丈夫なのか？」

　煉花が寝台の上で横になっていると、青嵐がやってきた。

　慌てて起き上がろうとすると、青嵐が止める。

「よい、寝てろ」

「申し訳ありません。なんだか、最近、体が重く感じて……」

　煉花はここ数日、ずっと寝込んでいた。

　食事をするたびに吐いてしまう。胃に重たい石でもあるかのように体も重くて、立つことすらままならない。

「そなたが謝る必要はない。しかしどうしたものか。双子も私も、人の病気については疎い……」

「ご迷惑をおかけして、申し訳あ……」

　また謝罪の言葉を口にしようとした煉花の唇を、青嵐が指で押さえる。

「だから、謝るな。謝るようなことではない。煉花は自分の体のことだけを考えてくれればよい」

　心配そうに瞳を揺らして青嵐が言う。

　その真しん摯しな瞳に見つめられ、煉花はこんな時であるにもかかわらず、少しだけ嬉しく思った。

　自分の身を案じてくれる人がいる。そのことがこれほど温かな気持ちにさせるとは。

　だが、体調が優れなくなった原因について、煉花はもしかしてと思うことがあった。そのことを考えると、どうしても気分が沈む。

「……ありがとうございます」

　煉花は嫌な考えを振り払うように、どうにか笑顔を作った。少しでも青嵐の心配が晴れるようにと思ったが、彼は険しい顔のままだ。

「もしこのまま体調が改善しないようなら、人族の国へ行って一番の名医に見てもらおう」

　青嵐がそう言って、煉花の手を握る。

　煉花は微かに頷いた。

　人族の国。煉花にとって、正直あまりいい思い出はない。

　だが、このままというわけにもいかぬだろう。

　煉花は瞼を閉じた。視界が暗くなると、先ほど考えないようにした嫌な考えがふつふつと湧き上がってくる。

　神通力がない者は蓬莱山で生きられない。

　以前、青嵐が言ったその言葉が、ぐるぐると頭の中を回っていた。




　濃い青色の広大な渤海のはるか上を奇妙な人力車のような乗り物が飛んでいた。

　屋根付きのその車を引くのは、左白と右白の双子。梶棒をしっかりと握りながら、たったたったと空を駆けていく。

　そして車の中には、ひと組の男女がいた。煉花と青嵐だ。

　煉花は顔色が悪く横になり、青嵐の方は煉花の手を握って心配そうにその傍らにいた。

　彼らは、蘭帝国に向かっている。

　煉花の体調が戻らず、医者に診てもらうために海を越えているのだ。

「右白、左白、もう少し速くかつ揺れずに進めないのか！」

「これでも全力疾走しながら揺れないように頑張っておりまする！」

　焦りを滲ませた青嵐の声に双子の必死の声が飛ぶ。

　青嵐が焦っている様を見て、煉花は申し訳なさそうに瞳を伏せる。

　ひと言、『私は大丈夫です』と言葉を添えたいのに、やはり体が重く、声を発することさえつらい。もともと具合が悪い上に慣れない浮遊感がより煉花の体調を悪化させているようだった。

　弱っていく己が本当に忌いま々いましい。

　そうこうしてやっと蘭帝国の皇宮に着いた。

　皇宮とは、後宮を内包する内廷と、皇帝や役人が執務などを執り行う外廷を含めた皇帝の宮殿全体のことをいう。

　煉花は以前、後宮で暮らしていた。今ではもうずっと昔のことのように感じるが。

　皇宮に着くと、煉花と青嵐は皇帝と会うことになった。

　出迎えた役人達が総じて不可解な面持ちであったのが気になったが、ふたりは内廷の中の最も広い宮に案内される。

　双子も一緒に行こうとしたが、青嵐に止められた。双子は車の番だ。

　双子がいたら面倒な事を起こしそうだという青嵐の判断である。

「……そなたが、龍神か？」

　ふたりが宮に着くなり、金色の玉座に座る男が煉花と青嵐に向かって訝し気にそう言った。

　蘭帝国の皇帝、その人だ。

「そうだが、なんだ。何か問題でもあるのか？」

　不躾な視線を向けられて不快そうに青嵐が返す。

「いや、失礼した。悪く思わないでほしいのだが、妹たちから聞いていた話とは容姿が違っていたものでな。我々も少々戸惑っていたのだ」

　皇宮の者達から奇異な視線を向けられていたように感じたのは、気のせいではなかったようだ。

　皇帝は困ったように笑みを浮かべてそう言うと、改めて姿勢を正した。

「では、改めて歓迎したく思う。龍神よ、我が国に来てくれたこと、誠に嬉しく思う」

　皇帝は若々しく自信に満ちあふれた顔で、ふたりを歓迎してみせる。煉花の体調は少し落ち着いてきていたが、皇帝の顔を見るとどうしても龍神の花嫁に選ばれた時のことを思い出して気分が滅入った。

　今では、青嵐と出会えたことに感謝しているが、あの時のことは今思い返してもよい思い出とは言えない。

「文にも記したが、妻の体調が思わしくない。診てもらいたい」

　青嵐がそう言うと皇帝は鷹おう揚ように頷いた。

「わかっておる。今医者を呼んでいるところだ。しばし待たれよ」

「どういうことだ。先に文を出していただろう？　すぐに診てもらえないのか？」

　蘭帝国に着いたらすぐに医者に診てもらうつもりだった青嵐は眉間に皺を寄せた。

　怒りや焦燥を滲ませた青嵐の口調に、皇帝と周りにいた高官たちは身を固くした。

「りゅ、龍神よ。あらぶらないでほしい。この国一番の名医を呼び寄せているのだが、まだ着いていないのだ。それに文が届いたのは昨日だ。龍神をお迎えする準備もあった故、少しばかり待ってほしい」

「迎える準備などいらん。私はただ妻を診てもらいたいだけだ」

　青嵐が言った途端にあたりが暗くなった。窓の外を見れば、空に分厚い雨雲がかかり始めている。

　龍神の力は強すぎる。彼の感情次第で、天気が移り変わってしまう。

　今の暗雲立ち込める空は青嵐の気持ちそのものだ。

　煉花の体調不良が続くにつれ、青嵐には余裕がなくなってきていた。

「青嵐様、私は大丈夫です。浮遊感がなくなりまして、気分がよくなってまいりました」

　煉花がそう言って青嵐を諫いさめた。

　ハッとしたように青嵐が瞳を見開く。

「煉花……。そうか。そなたがそう言うのなら……。すまぬ」

　自分自身も余裕がないことを自覚しているらしい青嵐は、そう言うと気まずげに謝罪した。

　そんな彼の仕草に煉花は少しだけ頬を緩める。

　余裕を失くしてしまうほど煉花のことを想ってくれる不器用な青嵐が、どうしようもなく愛おしい。

「ん!?　そなたが、龍神の花嫁である、橙煉花か……？」

　訝いぶかしげな声が聞こえてそちらを向けば、不思議そうに皇帝が眉根を寄せて煉花を見ていた。

「お久しぶりでございます。陛下。煉花でございます」

　煉花は拱きょう手しゅしてお辞儀をした。

　以前ならば、膝と手を床につけて頭を下げ、かつ皇帝の許可なく顔を上げることもままならぬ身分だったが、今の煉花は龍神の妻だ。下した手てに出すぎれば、青嵐に対しての侮辱にもなる。

「そなたが、橙煉花……？　だが、姿絵と……」

　はっきりと口にはしなかったが、絵姿と違うと続けたかったに違いない。

　皇帝は不躾な目でまじまじと煉花を見続ける。

　煉花はいたたまれず視線を下げた。

　煉花は皇帝の元妃ではあるが、交流はほとんどなかった。言葉を交わしたのは、煉花を蔑むように見て、蓬莱山に送ると告げたあの時だけだ。

　あの時、皇帝の隣には笑みを浮かべる姉がいた。

　煉花は目線を上に戻し、失礼にならないように皇帝の奥に控える女性たちを見る。

　龍神が来るというので、上級の妃をそろえて迎えに出たに違いない。

　おそらく、この中に姉がいる。

　そう思うと、ひやりと背中に汗をかいた。

　以前姉から送られてきた手紙には、『許す』と書かれていた。しかし、煉花からは手紙を返していない。姉がそのことをどう思っているか。

　久しぶりに煉花は、左耳につけた珊瑚の耳飾りを撫でた。

　青嵐と心が通い合ってからは、さわることが減ってきていたのだが……。

　不安になるとそれにさわる癖はなかなか抜けないらしい。

　身を固くした煉花の肩を優しく青嵐が抱く。そしてかばうように少し前に出て、皇帝を睨みつけた。

「姿絵がなんだ？　なにが言いたい？」

「い、いや、なにも……なにもない」

　そう言って皇帝は煉花から視線を外すと、わざとらしく咳せき払ばらいをした。

　これ以上この会話を続けたくはないらしい。それはそうだろう。龍神の花嫁選びを、姿絵の美醜で決めたなどと、龍神本人に知られるわけにはいかない。

「それよりも龍神よ、名医が来るまで蘭帝国を楽しんでもらいたく、私の方で少しばかりの宴うたげを用意した」

　皇帝は慌ててそう取り繕った。




◆




　龍神を出迎えるために集められた妃たちは、龍神の妻を見て目を見張った。

　それほどに、龍神の妻、煉花は美しかった。

　微小な宝石を一緒に縫い込められてきらきらと輝く萌もえ黄ぎ色の襦裙には、桃色の牡ぼ丹たんの花が大きく刺繍されていた。

　かなり上等な仕立ての襦裙を着ていることは、誰の目にも明らかだった。

　また、美しいのはなにも衣だけではない。

　煉花の黒々としたハリのある髪は、つややかに輝き深い宵よい闇やみの空を思わせた。

　体調が悪いのもあって肌は少々青白いが、肌理きめが細かく瑞々しい。

　蘭帝国の歴史上に残る美妃や寵ちょう妃きもかくやという美しさに、以前の彼女を知る妃たちは戸惑いの色を浮かべる。

　そしてなにより妃たちを驚かせたのは、煉花を宝物でも扱うようにそばに寄り添う龍神の姿だ。

　噂では公主が逃げ帰る恐ろしい形相をした者だと聞いていたが、実際はどうだ。

　銀の髪はまるでひとつひとつが宝石のように輝き、憂いを帯びた金色の瞳は鋭いながらも優しさが滲んでいる。

　龍神が何度も煉花をいたわるように視線を送り、優しげに声をかける姿が誠に麗しく、男も女も誰もが青嵐に見惚みとれていた。

　妃と同じように龍神を迎えるために控えていた公主たちも、龍神の優美な姿に呆然とした。

　彼女たちが龍神と会った時は、あのような姿ではなかった。

　蛇のような体に、鋭い牙と爪を持ち、恐ろしい声で唸る化け物。

　人とはかけ離れたおぞましい存在だったのに。

　一体、なにが起きているのかと公主たちは、内心でざわめく。

　あのような姿だと知っていたのなら、自分だって……と悔しそうに目を眇め、ちらりと煉花を見て、うまくやったものだと醜い嫉妬を抱く者すらいた。

　そして蘭帝国の者たちが様々な胸の内を抱えて、龍神とその妻を見ている中、ひと際憎悪を宿した瞳で煉花を見つめる者がいた。

　煉花の姉、雀玲だ。

　雀玲はその美貌で皇帝に見初められ、今では後宮の中でも皇太后、皇后の次に権威のある四大夫人のひとり、貴妃きひにまで上りつめていた。

　まだ皇帝の子は宿していないが、その寵愛は凄すさまじく、いつ子を産んでもおかしくない。

　煉花は気づかなかったが、皇帝のすぐ後ろのひな壇に座して煉花を見ていたのだ。そして奥歯を悔しそうに噛みしめる。

　煉花は今までずっと雀玲の下だった。そうでなくてはいけないのに、今ではどうだ。

　昔よりも、少し健康的にふくよかになり、肌や髪の艶もよく、おそらく雀玲よりも上等なものを着ている煉花。

　そしてなにより、隣にいる男の優美なことといったら……。

　雀玲は、煉花から青嵐に視線を移し、頬を赤らめた。

　後ろで軽く縛って流された銀の髪は滑らかに輝き、優美な眉の下にきりりとした鋭い眼差しがある。瞳の色は人をひきつけてやまない金色で、通った鼻梁と薄い唇に人を寄せつけない冷徹な印象を受けるが、それがまた美しいと言えた。

　そう、今まで見たこともないような美しさ。

　美しいという言葉では言い尽くせないほど、完璧なもののように雀玲は思えた。

　その完璧な美が、煉花の隣にいる。己ではなく、あろうことかなにも持っていない煉花の隣に。

　そんなことはあってはならない。

　あの美しさの隣にいるのは、己のような存在の方がふさわしい。

　雀玲の胸の内にどす黒い欲望がふつふつと湧く。

　煉花などより自分の方が魅力的だ。龍神も、雀玲のことを見ればすぐにその魅力に気づくだろう。今までずっとそうだった。これからもそれは変わらない。

　それにしても、と、龍神の隣で穏やかに笑う煉花を雀玲は盗み見る。

　珊瑚の耳飾りのおかげで、煉花が生きていることはわかっていた。

　ちょっとしたお仕置きのつもりで、煉花を陥れて花嫁にしてやったのは他ならぬ雀玲自身だ。

　絵師に賄賂を渡し、煉花の絵姿を本人とは似ても似つかない醜女しこめに描かせた。どんな時でも雀玲の言うことだけを黙って聞くべき煉花が、生意気にも他の妃と言葉を交わすという愚行をしたのだ。己の立場をわからせてやらねばならない。

　どうせ煉花も、龍神を見ればすぐに逃げ帰ってくる。戻ってくれば慈悲を見せて、こんこんと誰の言葉を信じるべきか説き伏せてやるつもりだった。

　だが、いつまで経っても煉花は戻ってこない。

　仕方なく手紙を送ってやったのに、返事もよこさない。

　手紙も返せないほど悲惨な生活をしているのかもしれないと思っていたら、まさかあのように幸せそうに笑っているとは。

「許せない。こんなの、間違ってるわ」

　雀玲は、濁った瞳で妹を見ながら、ひとり小さくそうつぶやいた。
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　皇帝が龍神のために用意した宴は華やかだった。

　卓上には国中の美味びみ美び食しょくが集められ、宴の中心では美しい踊り子たちが華麗に舞っている。

　舞でも見て暇をつぶしながら医者を待てということらしい。

　しかし青嵐はあまり興味がないようで、先ほどから煉花のことばかり気にかけていた。

「煉花、体調はどうだ？　つらくないか？」

　何度目になるかわからない確認に、煉花は思わず笑いながら頷いた。

「ええ、問題ありません。いつも気遣っていただいてありがとうございます」

「それならいいが。それにしてもいつまで待たせる気なんだ。こんなつまらないものを見るためにわざわざ来たわけではないというのに」

　そう不満そうに青嵐は言って、目の前の舞台に視線を移した。

　六人組の踊り子が、一糸乱れぬ動きで軽々と地面を蹴っている。鮮やかな色に染められた披帛が宙を舞って、実に艶やかだった。

　体調の悪い煉花でも思わず見惚れてしまうほど素晴らしい舞ではあるのだが、青嵐は気に食わないらしい。

　わかりやすく苛立っている青嵐を見ながら、煉花はフフと少し笑った。

　青嵐には申し訳ないが、煉花を心配する故のことだと思うと、なんともこそばゆい思いがする。

「煉花ちゃん」

　鈴を転がすような声が聞こえて、煉花の思考が止まった。

　首を動かして声がした方を見れば、予想通りの人物がいた。

「お、お姉様……」

　煉花の口から硬い声が漏れる。

「陛下に許可をいただいて、挨拶に来たわ。だって、私たち姉妹ですもの」

「……煉花の姉か？　耳飾りをくれたという」

　煉花の声に反応して青嵐も雀玲を見た。

　雀玲はふわりと花開くような笑みを浮かべてから拱きょう手しゅし、頭を下げた。

「偉大なる龍神様にご挨拶を」

　甘く柔らかな声。懐かしいその声に、煉花にどっと不安が押し寄せた。

「本日は、体調不良の妹をこちらに連れてきてくださってありがとうございます。煉花はなにをやらせても愚鈍ですから、龍神様も手を煩わされているのではないですか？」

　穏やかににこにこと雀玲が言うので、思わず煉花は顔を陰らせた。

　そんなことを青嵐の前で言わないでほしい、そう叫びたいのに声が出ない。

「愚鈍？　そのようなことを思ったことはない」

　思ってもみなかったことを言われたと言いたげな青嵐の声に、煉花は思わず目を見張る。

　青嵐は、不快そうに眉間に皺を寄せて雀玲を見ていた。

「まあ、そうですか。ふふ、龍神様は本当に寛容な方でございますのね。本当に、素敵なお方」

　軽やかに笑って、小首を傾げる雀玲。

　その姿を、煉花は何度見たことか。雀玲の仕草ひとつひとつは本当に可憐で、そのたびに両親や使用人たちは姉の虜とりこになっていた。

　もしかして、青嵐も……。

　そう思うとどうしても煉花の顔が強張る。

　これ以上ふたりの会話が続いてほしくない。だが、怖くて動けない。

　もし、青嵐から甘くて優しい声が雀玲に向かって放たれたら……。

　嫌な予感ばかりがぐるぐると頭の中を駆け巡る。

「別に寛容というわけではない。先ほどから、お前はなにが言いたいのだ？」

　苛立たしげな青嵐の声に、煉花はハッとした。

　青嵐は、明らかに不機嫌そうだ。

　雀玲も、乱暴に言葉を返されたことに驚いたようで、目を見開いている。

「煉花の姉だからその口の利き方を許したが、先ほどから愚鈍だのなんだの、我が妻を愚ぐ弄ろうすることは許さぬ」

　さらに続いた青嵐の言葉は辛しん辣らつだった。

　煉花も雀玲もしばらく唖あ然ぜんとしていたが、雀玲はすぐに持ち直して微笑んでみせた。

「……嫌ですわ。そう怒らないでくださいまし。私も言葉がよくなかったですわね。たぶん可愛い妹をとられたような気がして、意地悪を言ってしまったのですわ」

　どうにかかわいらしく動揺を隠して雀玲は笑う。

　彼女の言葉を信じたのかどうか、青嵐は眉間の皺を緩めた。

「……そうか。で、なにをしにここに来た？」

「ただ、久しぶりに妹と話をしたいと思いましたの、いけないでしょうか？　できれば、妹とふたりきりで話がしたいですわ」

「それは構わんが……」

　そう言って、青嵐は煉花と視線を合わせた。

「煉花、姉がそなたと話したいそうだが、どうする？　私はそなたがよいならそれでよいが……」

　あの姉に冷たく返すことができる人がいるということが衝撃で、煉花はいまだに動揺していた。

　呆然としていると、艶やかに笑う雀玲と目が合った。

「煉花ちゃん、少しふたりで内緒の話がしたいの。いいわよね？」

「は、はい……お姉様」

　姉と離れて、青嵐と暮らして、少しは強くなったような気がしていたのだが、押しに弱いところはまだまだ変えられないらしい。

　いざ姉を目の前にすると、彼女の言葉の圧力に勝てない。

「それでは、少しお借りしますね。龍神様」

　雀玲は、目を細めて笑うとそう言った。




　煉花は雀玲に連れ出され、空の棚と小さな円卓があるだけの殺風景な部屋に案内された。

　宮女も宦かん官がんも誰もおらず、ふたりきり。

　雀玲は、煉花に向き合うようにして卓に座るとさっそく口を開く。

「ねえ、煉花ちゃん、あなたすごいわね」

　すごいと言っているが、顔は冷たく、まったくそうは思っていないようだった。

　煉花は、微かにうつむいて口を開く。

「なにが、でしょうか？」

「龍神様が、あのような美男だと知っていて花嫁になったのでしょう？　やり手ねえ」

　雀玲の言葉にバッと顔を上げた。

「わ、私は、そんなつもりでは！」

「黙って。今は私が話をしてるでしょう。本当に煉花ちゃんは、イラつかせるのが得意ね。龍神様も心が広いわ」

「…………」

　煉花は反論が浮かばなかった。

　姉に言われると、そうかもしれないと思えてくる。

　だって、姉はいつも正しい。そう言われ続けてきたのだから。

　煉花がなにも言えないでいると、雀玲はいやらしい笑みを浮かべる。

「ねえ、煉花ちゃん、私ね、お願いがあるの」

「お願い、ですか？」

「そう。ねえ、私に龍神様をくれない？」

「え……」

　姉が言っていることが理解できず、小さな動揺の声だけが漏れた。

「龍神様は義理堅い方でしょう？　私のことを好きになっても、あなたがいる限り、私を妻にしてくれそうにないから、あなたから離縁してほしいのよ。それで私と結ばれるように言ってあげて」

「お姉様、なにをおっしゃっているのですか？」

　そう尋ねる声が震えた。

　なにかの冗談だと思いたいが、姉の顔を見る限り、冗談で言っているようには見えない。

「なあに？　聞こえなかったの？　本当にグズね。もう一度だけ言ってあげるからよく聞いて。龍神様と離縁して。それで代わりに私が龍神様の妻になってあげる」

「そ、そんなこと、できません。そもそも青嵐様が選んだのは、私で……」

「馬鹿ねぇ、煉花ちゃん。私とあなたがいて、どっちがいいって聞いたら、みんな私を選ぶに決まっているでしょう？　今までだってずっとそうだったじゃない。龍神様も一緒よ。龍神様だって、本当はあなたと別れて、私と添い遂げたいと思ってるはずだわ」

　さもそれが当たり前のように、雀玲は笑みを浮かべて言ってのけた。

「そのようなこと……」

　ありませんと、続けたいのに唇が震える。

　姉が言うのならそうかもしれないと思えてくる。

　実際今までずっと、姉の言う通りにしてきた。姉は正しいから。

　ならば、このまま青嵐のことも、あきらめなくてはいけないのだろうか……。

　でも、それは。それだけは……。

　青嵐と出会い、過ごした日々がよみがえる。

　初めて食事をともにした日。ふたりで手をつないだあの道。空に輝く光の披帛に、青嵐の告白。

『今までそなたを裏切った者と私は違う。私はそなたを裏切らない』

　かつての青嵐の言葉が鮮明によみがえり、ハッとした。

　青嵐は『裏切らない』と、そう言ってくれた。

　それなのに、煉花が信じ切れずに、裏切っていいわけがない。

　煉花はスッと息を吸う。そして雀玲をまっすぐ見た。

「龍神様が、私と離縁してお姉様と一緒になりたいと考えているようには思えません。そもそも、お姉様は龍神様のことをなにも知らないではないですか。私は、お姉様よりも龍神様のことを知ってますし、お慕いしております。絶対に離縁なんてしません」

　そう告げた煉花の声はやはり震えていた。

　今まで神のように崇あがめてきた姉に逆らうのだ。無理もない。

　だが、逆らった。震えながらも、逆らってみせた。

　煉花が思うほど力強く拒否できたわけではないが、雀玲には十分に衝撃的だったようで、目を見開いて固まった。

　今までずっと煉花は、雀玲の言いなりだった。このように言い返してきたことなどない。

「お前……この私に逆らうつもり!?　父上にも母上にも見捨てられたお前をかわいがってやったのを忘れたの!?」

「……お姉様には感謝してます。でも、私は、それでも青嵐様と離れることはできません」

　先ほどよりも幾分落ち着いて言葉を返す煉花に、雀玲はとうとう睨むように目を細める。

「……煉花の分際でずいぶん言うようになったわね。いいわ。なにもわかってないようだから、後でたっぷりと、お前の無力さを教えてあげる。後悔してももう遅いわよ」

　そう言って、雀玲は去っていった。

　姉の背中を見送る煉花の手は震えている。

　初めて姉に反抗した。

　いまだに心臓の音は落ち着かないが、でも、言いたいことを言えた。

　長く深く息を吐き出すと、どうにか震えが止まる。

　これでよかったのだ。

　煉花は心からそう思えた。
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　雀玲は、忌々しい気分で皇帝と妃たちのいる座席に戻ってきた。

　煉花がまさかあのような反抗的な態度をとるとは夢にも思っていなかった。

　はらわたが煮えくり返るようだ。

「どうだ、妹とは話せたか？」

　雀玲が戻ると、皇帝が笑みを浮かべて歓迎してくれた。

　今までは彼こそが天下一の男と信じていたが、龍神の美しさを目の当たりにした後ではどうしても劣って見えてしまう。

「ええ、陛下。お時間をいただいてありがとうございます。充分お話しできましたわ」

「それにしても、あの時絵を描かせた絵師は罰しないとならぬな。嘘を描きおって……。あのような美女を醜女と偽るとは……。許されることではないわ」

　好色な皇帝は鼻息を荒くする。

　美女と聞けば、龍神の妻にも手を出しそうな皇帝に、周りの妃たちは呆れの色を浮かべた。雀玲も呆れていたが、途中で気づいた。

　これは、使えるかもしれない。

「陛下は、妹をお気に召したのですか？」

「まあ、あのような美女であるからな」

　そう言って皇帝は鼻の下を伸ばして、酒をひと口飲んだ。

　雀玲はますます笑みを深めた。

「では、煉花をぜひ、皇帝の妃としてお召しくださいませ」

「妃に？　……いや、しかし、今や龍神の妻だ。そう簡単に手は出せまい。しかしもう手に入らぬと思うと惜しい気持ちが強くなるな……」

「陛下、我慢はせずともよいのではないですか？　確かに龍神様は偉大ですが、陛下も、この国を治める偉大なるお方です。できないことなどございませんわ。それにもともと龍神様の花嫁になるのは公主様だったはず。それが間違いで煉花になってしまいましたが、見てくださいませ。公主様方のあのお顔を。誰もが龍神様に見惚れておりますわ。今なら、龍神様の花嫁を募ればたくさんの方が手を挙げてくださるでしょう」

　雀玲は、西の席に座る公主たちを示した。どの公主たちも、宴の中心にいる踊り子より、龍神を見ていた。

「ふーむ。確かにそのようだな」

　皇帝が興味深そうに顎を撫でながら頷く。

「煉花の代わりに、公主様方を何人も送り出せばよいのではないでしょうか。そして煉花は返してもらう。龍神様も、ひとりの美女よりも複数の美女の方がお喜びでしょう。ね、陛下。そう思いませんか？」

　雀玲自身が龍神に嫁ぐことはできないが、少なくとも煉花の幸せを壊せる。

　雀玲は妹が惨めに嘆く姿を想像して笑みを浮かべた。

「ふうむ。確かにそれは悪くないぞ。もともと龍神の花嫁は公主と決まっていた。それに、あの煉花なる者は神通力をあまり持っていないと聞いた。ならば、龍神の妻には役不足とも言える……」

　皇帝がつぶやくようにそう言うと、雀玲は首を傾げた。

「それは、どういった意味ですか？」

「蓬莱山は神域だ。並の人間は蓬莱山で生きられぬ。蓬莱山で龍神とともにいられるのは、強い神通力を持つ者に限られるのだ。皇族は知っている通り、神通力の強い者が多い。故に公主から花嫁を選ぶことが多かった」

「神通力がないと生きられぬというのは、具体的にどのような……？」

「詳しくは知らぬが、常人が蓬莱山に住まうとすぐに体を病み、そのまま死んでしまうらしい」

「へえ、それはそれは……」

　とてもよいことを聞きました、と雀玲は内心で思って、口角を引き上げて笑う。

　もっと確実に、妹を、煉花を不幸の底に陥れることができるかもしれないと、そう考えて。
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　結局、煉花たちが蘭帝国に来たその日のうちに、国一番の名医はやってこなかった。

　そのため、後宮に勤める医官らが煉花を診ることになったが、はっきりとしたことはわからなかった。ただ正常な脈の動きとは違うらしい。

　原因ははっきりせず、明日到着するであろう国一番の名医頼みとなった。

　そうして青嵐と煉花は皇宮にひと晩泊まることになった。

　予想外だったのは、ふたりに別々の部屋が与えられたことだ。

　青嵐は客間に、煉花は医官が常駐している後宮に。

　煉花の体調不良の原因がはっきりしないうちは、医官の目が届く場所に置いた方がいいという理由である。

　煉花と分かたれた青嵐は、与えられた部屋の窓からひとり空を眺めた。

　蓬莱山よりも星々がずいぶん遠く感じられる。星の光が弱い。

　蓬莱山の星空の方が美しいと思い、それは今、隣に煉花がいないからかもしれないと思い至った。

　同じ景色でも、煉花がいればもっと素晴らしく見えたかもしれない。

　ほんの少し離れただけだというのに、すでに寂しい。なんだか、魂を半分持っていかれたかのようだった。

　考えてみれば、煉花と心を通わせてからは、片時も離れたことがない。

　こうやって別々の場所で寝るのも久しぶりだ。

「龍神様！　龍神様！」

　戸の外から名を呼ぶ声が聞こえた。しかも女の声だ。

　こんな時間にと思いながら、青嵐が戸を開けると煉花の姉がいた。

「どうしたのだ？」

「煉花の体調不良の原因がわかったのです！」

　焦ったような雀玲の声に、青嵐は目を見開いた。

「なに……!?　本当か？」

「煉花は、蓬莱山の神気にやられて体を壊しているようなのです」

「神気に……!?　そんな、馬鹿な。今回体を病むまでは、なんともなかったのだぞ？　そもそも神通力のない者なら、三日と持たぬ」

　神域である蓬莱山の空気は、神気と呼ばれている。神気は、神である青嵐にとってはなんでもないが、神通力のない人が吸えば毒になる。

「理由はわかりませんが、でも、我慢強い妹のことです。体調が悪いことを隠していたのかもしれません。実は、妹は神通力をまったく持っていないのです。そんな妹が神気に耐えられるとは思えません」

「神通力を持っていない？　神通力を持つ名門の家の出だと聞いたぞ」

　顔色を青白くさせて青嵐が言うと、雀玲は申し訳なさそうに唇を噛んだ。

「確かに煉花は私と同じ名門の橙家の娘です。ですが、小さい頃から簡単な道術さえ使えぬ有様でした。名門に生まれながら神通力に恵まれない者は稀まれにおります。おそらく妹は、その稀だったのです……」

「そ、そんな馬鹿な……！　なにかの間違いではないのか!?」

　確かに煉花からも、神通力が弱いとは聞いていた。しかし、蓬莱山でも普通に生活しているように見えたので、まったく持っていないわけではないと、そう思っていた。それなのに……。

「いいえ、残念ながら、間違いではありません、妹と小さい頃から一緒にいる私だからこそ、知っております。妹に神通力はありません」

　目に涙をためて、雀玲はそう言った。

　煉花に神通力がない。となれば、あの体調不良は、蓬莱山に住んでいるからこそ。もしこのまま、蓬莱山に住み続けたら……。

「ああ、どうか龍神様お願いします。勝手なことを申しているとわかっておりますが、どうか妹を返してくださいませ。龍神様とともに蓬莱山にいれば、妹は死んでしまいます」

「死……そんな……馬鹿な……」

　懇願するように訴えかける雀玲の言葉を反芻した。

　死ぬ。そうだ。蓬莱山にいれば、煉花は体を病んで死んでしまう。

　いや、蓬莱山だけではない。蓬莱山でずっと過ごしてきた青嵐からも、神気は発せられている。

　蓬莱山にいなくても、青嵐の近くにいるだけで煉花は苦しむことになるだろう。

　龍神の頭の中は混乱を極めた。

　煉花とともにいたい。だが蓬莱山での生活は、青嵐のそばにいることは、煉花の体を苦しめる。

「龍神様。煉花を大事に思っているというのでしたら、どうか妹を解放してください。それが妹のためなのです！」

　そう必死に訴えかけてくる雀玲の声がどこか遠くに聞こえる。

　煉花と一緒にいたい。でも死んでしまっては、もう二度と会えない。

　それだけは嫌だ。それだけは……。

　では、なにを迷うことがある。もうやるべきことは決まっているではないか。

　青嵐は、顔をうつむかせたまま強く拳を握る。

　先ほどまで星々が輝いていた空に、どんよりとした黒い雲が浮かび始めた。

　青嵐が無意識のうちに呼び寄せてしまった、悲しみの雨雲だった。
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「青嵐、様……？　どうしてここに？」

　青嵐と別の部屋となり、ひとり寂しく露台、部屋の外に張り出した屋根のない板敷の場所に立っていると、頭上に銀の鱗をもつ龍が見えた。青嵐だ。彼は煉花のすぐ近くまでくると、人型に戻ってふわりと露台に降りてきた。

　先ほどまで星の輝いていた夜空が途端に雲に覆われて、不思議に思ったところだった。

「話がある」

　硬い声で青嵐はそう告げた。

　ただごとではない様子が見て取れる。

「なにか、お茶を……」と言って離れようとする煉花のその手を青嵐が握った。

「いい。長居はしないつもりだ」

　煉花は嫌な予感がした。とてつもなく嫌な予感だ。

　煉花がなにも言えないでいると、青嵐が口を開いた。

「煉花、私はそなたと離縁しようと思っている」

　そう告げた青嵐の顔は凍りついたかのように青白い。

　紡ぎ出された言葉の意味がわからずに、煉花は口をぽかんと開ける。

「え……？」

　口から漏れた煉花の疑問符に、青嵐はつらそうな表情を浮かべた。

「すまない」

　そう答えた青嵐の顔を見て、先ほどの言葉が自分の聞き間違いでないことを理解する。

「ど、どういうことですか？　青嵐様」

「そなたのためなのだ。そなたの身では、蓬莱山の生活に耐えられぬ」

「……ッ！」

　青嵐にそう言われて、煉花は腑ふに落ちた。

　体調を悪くしたあたりからずっと考えていたこと。

　煉花が体を病んだのは、神通力がない故なのではないかと、ずっと心の底で思っていた。

　煉花には神通力がない。小さい頃から簡単な道術も使えず、固有道術も発現しなかった。

　龍神の花嫁が公主から選ばれるのは、神通力のない者が蓬莱山の空気を吸うと体を病むためだ。

　その話を青嵐から聞いた時、煉花自身も不思議に思った。神通力がないはずの煉花が、どうして平気でいられたのか。もしかしたら、実は多少なりとも力を持っていたのかもしれないと、今の幸福に目がくらみ楽観視していた。

　だが、煉花の体調は急激に、前ぶれもなく悪くなった。

　多少なりとも力を持っていた？　違う。そんなことあり得ない。煉花はいつも無力で、やはり奇跡など存在しないのだ。

　それでも、それを認めてしまえば、青嵐と一緒にいられなくなる。それが恐ろしくてずっと目を逸らしていた。

　これほど力のない己を憎らしいと思ったことはない。

　煉花は力がない故に、家族から見放され、虐げられてきた。

　そして今度は、愛する人まで奪われようとしている。

「青嵐様……！　私は死んでも構いません……！　どうかおそばにいさせてください」

　両親に疎まれたことには耐えることができた。でも、青嵐と別れることは耐えられない。

　煉花が必死の思いでそう言い募ると、青嵐はハッとしたように目を見開く。

　しかしすぐに苦しげに眉根を寄せると煉花から視線を外した。

「どうか、どうか青嵐様！」

　縋すがるように煉花が青嵐の胸の中に飛び込んだ。

　いつも、優しく抱擁してくれる青嵐の腕を期待した。

　きっとこのまま抱きすくめて、一緒にいると言ってくれるとそう信じて。

　しかし……。

「悪いがそなたの願いは聞き届けられぬ」

　青嵐は煉花の肩を掴み、彼女と自分の距離を無理やり離した。

　煉花が目を見開いて見上げると、厳しい顔をした青嵐がいた。

「煉花、そなたに話していないことがある。私の母は、私と父を捨てて人の国へと帰った。そしてその後、父は後妻を娶らなかった。なぜかわかるか？」

「それは……奥様を忘れられなかったからではないですか？」

「違う。父が後妻をとらなかったのは、私のためだ。龍神は子を、一子しか儲けることができない。それはたとえ新しい妻が子を欲しがったとしても、もう龍神の子を宿すことはないということだ」

「え……？」

「新しく子を持ちたいのなら、先に産んだ龍神の子を葬り去らねばならない。つまり、私を殺さねば、新しい子を作れぬのだ。だから、のちの諍いを恐れて父は妻を娶らなかった。だが、おそらく私の龍神としての力が弱かったら、父は後妻を娶って私を殺し、新しい子を求めたかもしれない。実際、祖先の中ではそのようにして強い力を継いできた歴史がある」

　龍神が今まで見たこともないような冷たい表情で、淡々とそう話す。

　一体、なぜそのようなことを今話したのだろうか。煉花の思考が追いつかぬまま龍神はさらに口を開いた。

「理解してくれ、煉花。私は、龍神だ。天の理ことわりを治めるために、世継ぎを作らねばならぬ。強い力を持つ子をだ。子の力は、母親の神通力の強さと無関係とはいえない。つまり……そなたをこのまま妻として受け入れることはできぬ」

　そう言葉にした龍神の顔は、煉花よりもつらそうに見えた。

　青嵐にこんな顔をさせたいわけではない。

　彼の幸せそうな、少しはにかんだような笑顔が好きなのだ。

　煉花は、青嵐の悲痛な顔を見ながら、青嵐との今までの暮らしを思い出していた。

　穏やかで、静かで、満たされた日々を。

　今までで一番幸福な期間。思い出すだけで幸せとはいかなるものかを教えてくれる。

　もうよいのかもしれない。

　己には十分すぎるほどの奇跡だったのだ。

「はい……我儘を申して、申し訳ございませんでした」

　煉花はそう言って顔を伏せた。瞳を閉じると大粒の涙がぽたりと床に落ちていった。

　青嵐が、涙を拭おうとするように煉花の手に指を添えたが、煉花はそれを遠ざけた。

「青嵐様。優しくするのはどうか、おやめください。……離れがたくなります」

　煉花がうつむくと、青嵐は唇を噛んだ。

　悲しげにうつむき合うふたりの上から、ぽたぽたと、とうとう雨が降りだした。
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「煉花ちゃん。大丈夫？　離縁されてどれほどつらい思いをしているかと心配で様子を見に来たのよ」

「お姉様……」

　龍神が去った後、部屋の隅でひとり涙にくれていると、姉の雀玲がやってきた。

　口では心配と言いながら、いやらしい笑みを浮かべている。

「でもよかった。龍神様のこと、あきらめてくれたみたいで。龍神様も、泣いて縋られたらどうしようと悩まれていたから」

「え……？」

「ああ、ごめんなさいね、煉花ちゃん。私はそのつもりがなかったのだけど、龍神様がね、私の方が好きだっておっしゃられて……。煉花ちゃんにはもちろん申し訳ないとは思ったけれど、でも龍神様には逆らえないでしょう？」

　雀玲は眉尻だけは下げてどうにか申し訳ない顔を作ろうとしているが、愉悦を隠しきれずにいた。

「青嵐様が、お姉様を？」

　最後にした龍神との会話を思い出した。

　強い龍の子を産むためには、強い力を持った妻が必要。

　雀玲の神通力は、名門橙家の中でも群を抜いて強かった。

「煉花ちゃん、許してね。でも、しょうがないことだから。あ、そうそう、煉花ちゃんに会いたいとおっしゃる男の方がいるのよ」

「私に、会いたい？」

「そう。ほら、青嵐様に捨てられて、あまりにも可哀相でしょう？　だから、放っておけないとおっしゃってるの」

　雀玲がそう言うと、戸口から新たに人影が現れた。

　その顔を見て煉花は愕然とした。

　突然現れたのは、皇帝その人だった。

「煉花よ。このたびはまことに難儀だったな。それにしても龍というのは、むごいことをする。一度妻と認めたものをこうもあっさり離縁しようとは」

　皇帝が妙に明るい口調でそう言うと、ぶわりと酒の香りが漂う。顔も赤い。

　思わず一歩後ずさった。よくない予感がする。

　助けを求めて雀玲を見ると、彼女はすでに煉花のそばを離れ、部屋から出ようとしていた。

「煉花ちゃん。青嵐様のことは私に任せて。煉花ちゃんも……楽しんでね」

　雀玲はにやりと薄ら笑いを残してから、戸を閉めて去っていった。

　慌てて皇帝の方に顔を向けると、だらしなく鼻の下を伸ばし、煉花を下から上まで舐なめるように見ていた。

　雀玲の言う『楽しむ』がなにを指すのか、煉花にはわかった。

　ゾクリと恐怖で背中に寒気が走る。

　逃げなくては、と本能が囁き、再び後ずさるが背中が壁に当たる。

　皇帝は、煉花に触れようと手を伸ばしてくる。

　煉花が視線を走らせると、窓が見えた。

　窓には絹紗の薄い布が仕切りとして貼られているが、外は露台があり、そこから階段で地上に下りられる。

　外はすでに大降りの雨となっているようで、激しい雨音がする。だが、この場から逃げるためには外に行くしかない。

　煉花が窓の方へ向かおうとしたところで手首を強く掴まれた。

「い、痛い！」

「どこに行くつもりだ。この私が慰めてやろうというのに」

　酒臭い息が顔にかかる。

「嫌！」

　煉花はたまらず、皇帝の手から逃れようと力いっぱい腕を振り回した。

　激しく拒絶を示した煉花に驚いたのか、手首が解放される。

　だが、その勢いで、皇帝の顔に煉花の手が当たってしまった。

　もちろん煉花の力など大したものではない。顔に手が当たったとしても、怪我と呼べるようなものにもならないだろう。

　だが、皇帝に手をあげるのは、蘭帝国では重罪に値する。

「朕ちんの情けを受けぬばかりか、その態度はなんだ！」

　皇帝は酒で赤らむ顔をさらに赤くさせ激げっ昂こうした。

　煉花は、皇帝の怒声に怯ひるみそうになる体を叱しっ咤たして窓に向かう。

　頭に飾っていたかんざしを抜いて、窓の仕切りの布を引き裂くと、そこから飛び込むようにして外に出た。

　まずは露台へ、そしてそこから階段を駆け下りていく。

　雨で濡れて足が滑ったが、柔らかい草地であったことも幸いして、綺麗に受け身をとる。

　顔を上げると、部屋の中にいる皇帝の鬼の形相が見えた。

　煉花は皇帝から逃げるために走った。無我夢中で走り続けた。

　暗闇の中、慣れない場所で、今自分がどこにいるかもわからない。

　煉花を捜す声が聞こえてくる。皇帝の宦官たちだろうか。

　龍神の花嫁を捜せとその声が言っている。

　煉花は彼らに見つからぬように、暗がりを求めて走る。

　しかし前方から煉花を捜す者たちの足音が聞こえ、引き返そうとすれば反対側からも声がした。

　煉花は、とっさにそばにあった幌のついた荷車の中に忍び込む。

　入るとすぐに腐ったような生臭いにおいが鼻についた。

　この荷車は、塵ごみ捨すての車だ。

　ここに入ったことを一瞬後悔するが、外から宦官たちの声が聞こえ、煉花はそのまま身を丸めた。

　早鐘のように鳴る自分の心臓がやけにうるさく感じる。

　そしてずっと祈り続けた。

　どうか、このまま誰にも見つかりませんように、と。

　両手を組んで体を丸め、臭くて暗いところで、ひとりずっとただただ祈っていた。




　そうこうしているうちに、煉花は意識を失っていたらしい。

　ガタリと体が揺れて、目を覚ました。

　帆の隙間から陽の光がかろうじて入ってはいるが、あたりは暗い。

　ここはどこだろうと手を動かすと、大きな瓶のようなものがある。蓋を開けてみると、ウッと思わずえずきそうになるほどの異臭が漂い、慌てて煉花は蓋を閉じた。

　この臭いで、煉花はにわかに昨日のことを思い出した。宦官から逃れるために、塵捨ての荷車に入り込んだのだ。

　今、がたがたと揺れているのは、荷車が移動しているからだろう。

　幌の隙間から、外の景色を見るとすでにそこは皇宮ではなかった。

　意識を失っている間に、塵捨ての荷車に乗って皇宮から出ることに成功していたらしい。

　とはいえ、このままここにいては、塵を捨てる際に見つかってしまう。

　煉花は外の様子をうかがい、周りに人がいないのと運び手がまっすぐ前を見ているのを確認して静かにゆっくりと荷車から降り、急いで家屋の陰に隠れた。

　急に軽くなり不審に思ったのか運び手は立ち止まったが、ちょっと周りを見ただけでそのまま去っていく。

　煉花は、ふーと息をついて胸を撫で下ろした。

　皇帝から、逃げることができた。

　そうほっとしたのもつかの間、すぐに不安が押し寄せる。

　これから、どこに行けばいいというのか。

　だが、あのまま皇帝のものになるのは耐えられない。

　離縁はされたとしても、煉花の心はまだ青嵐にあった。

「うっ……！」

　煉花は吐き気に襲われ、そのまま胃の中のものを吐いた。

　逃げることに必死だった時は忘れていたが、煉花はひと晩塵の山の中にいた。

　臭いが服や髪に染みているようで、息をするだけで生臭い。

　その臭さが、もともと体調の悪い煉花をより一層気持ち悪くさせた。

「どうして……蓬莱山から、離れたのに……」

　蓬莱山の空気が、神通力のない煉花にとっては毒ならば、蘭帝国に戻っても体調が戻らないのはなぜだろうか。まさか、もう手遅れだということなのだろうか。

「とりあえず、ここから移動をしなくては……」

　そう思って煉花は立ち上がった。

　だが、ぐらりと強い眩暈めまいに襲われる。

　そのまま煉花は倒れ込むようにして意識を手放していた。
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　煉花が次に目を覚ましたのは、寝台の上だった。

　まず目に飛び込んできたのは、天井いっぱいにつるされた植物の実や葉。木と土で造られた室内にこれといって特徴はないが、本や薬瓶、木箱などが雑然と置かれているためか独特な雰囲気を感じた。

　宙を舞うわずかな埃ほこりが木の格子窓から入る陽の光に反射してきらきらと光る。

　そしてゴリゴリというなにかを擦り砕く音が聞こえてきた。

「おや、起きたかのう」

　しわがれた声が聞こえて顔を向けると、白鬚を蓄えた老人がいた。

　老人は薬や研げんでなにかを擦りつぶしながら煉花に目を向けた。そして目が合うと、にっと人好きのする笑みを浮かべる。

「あ、あの、私……」

　慌てて上体を起こそうとすると、老人が首を振った。

「ゆっくりでいい。慌てなさんな。別に取って食うたりはせん。ここは『安あん楽らく堂どう』といって、民間向けに開いとるわしの医院だ。そなたはうちの孫が連れてきた患者よ」

「医院……」

　そういえば先ほどから独特な漢方の草の匂いがする。

「あ……！　起きられたのですか!?」

　別のところから若い男の声が聞こえてきた。

　顔を向ければ、二十代ほどと思われる男がどこか人懐こい犬のような、くしゃりとした笑顔を見せていた。

　なんとなく左白と右白の双子を思い出した。

「あ、あの、あなたは……」

「私は、秀しゅう祐ゆうといいます。ここで祖父の手伝いをしている者です。昨日、あなたが倒れているのを見つけてここまで運んできたのですが、目が覚めてよかった。顔色も昨日と比べればずいぶんとよくなりましたし」

　若い男は煉花のことをまじまじと見て、満足そうにうんうんと頷いた。

「それは、大変お手数をおかけしました！　えっと、どうしましょう。なにかお渡しできるものは……」

　そう思って、お礼に代わるものを持っていないか探ろうと服に手を伸ばす。確か、佩はい玉ぎょくなどを身につけていたはずだ。

　しかし、煉花が今着ているのは、簡素な紺の上着。佩玉も見当たらない。

「そなたの服や持ち物は、綺麗にしてそこに置いておる。臭いや汚れがひどかったので洗っておいたのだ」

　老人にそう言われて寝台の横を見ると、たたまれた服と帯や佩玉などの装飾品が綺麗に並べられていた。

「本当に、なにからなにまですみません。えっと、この佩玉で、お礼になりますでしょうか」

　煉花が慌てて佩玉を渡そうとすると、老人は首を振った。

「こんな立派な玉をつけた佩ではもらいすぎじゃ。受け取れんよ」

「えっと、でも、他にお渡しできるものが……」

　そう言って、今度は帯を取ろうと手を伸ばす。

「構わん構わん。先ほども言っただろ。孫が連れてきたんだ。代金も孫からすでにもらっている」

「あ、では、こちらの品を秀祐様に」

「いやいやいや、こちらが勝手にしたことですから！　こんなものいただけませんよ」

　秀祐は慌てて両手を振る。

「でも、このままというわけにもいきません」

「いえいえいえ、本当に大丈夫ですので！」

「でも……」

　煉花と秀祐が押し問答をしていると、老人は大きくため息をついた。

「お嬢さんや、孫の気持ちも汲んでくれんかね。恰好をつけたい時というのもあるものさ。いらないと言うのなら甘えておきなさい。それに、お嬢さんはこれからなにかと物入りになるだろうからね。それはまだとっといた方がいい」

「物入り？」

　老人の言葉に煉花は首を傾げた。

「おや、気づいてないのかい。お嬢さん、お腹に子を宿してるよ」

「え……お腹に、子……？」

　と、口にしながら目を見開く。

「こりゃ初耳って顔をしてるね。つわりはなかったのかい？　見たところ、すでに腹の子は三月育っている」

「つわり……」

　もしかしたらあの気持ち悪さは、蓬莱山の空気に体を病んだのではなく、つわりだったのではないだろうか。

　そう思うと、腑に落ちる。

　吐き気などに襲われるようになったのは祝言の後しばらくしてから。時期的にも、おかしくはない。

「……今思えば、はい、つわりだったのだと、思います。でも私、子がいると思わず、色々と無茶を……！　あの、お腹の子は、無事なのですか!?」

　昨日に至っては雨の中を駆け回り、生臭い塵溜めで夜を明かした。

　煉花が青ざめた顔で老人に詰め寄る。

「安心しなさい。赤子は無事じゃ」

「無事……よかった」

　煉花はほっと息を吐き出し、お腹を撫でた。

　それほどお腹はまだ出ていない。でもここに子がいるという。

　まだ実感はないが、腹を撫でる自分の手が妙に温かい。

　いまだ体がだるい上に胃も重たく気持ちが悪い。だがこれがつわりだと、お腹に宿った命によるものなのだと思うと、厭いとう気持ちが薄れてゆく。

「……腹の子の父親はわかっているのかい？」

　腹の子の父親は、青嵐しかいない。煉花は青嵐としか愛し合ったことはない。

　しかし、青嵐は煉花に子が宿ったことを知らない。体調不良の原因を、神通力がないからだと思っている。

　青嵐から聞いた話が脳裏によぎる。

　龍神の子は一子しか生まれぬ運命。もし力の弱い子が生まれた場合、殺されることもあるという。

　そして、龍神の力は、母親の神通力の強さと無関係ではないと。

　子が腹にいると聞いた時に感じた温かい気持ちが、一気に冷めてゆく。

　もし、煉花に子供が宿ったと知ったら、青嵐はどうするだろうか。

　煉花の体調不良はつわり。つまり、蓬莱山の空気に病まないほどには神通力があったのだ。だが、決して煉花の力が強いとは言えない。

　雀玲の話では、龍神は雀玲を選んだという。神通力の強い姉ならばもっと強い子を産める……。

　雀玲の話をそのまま鵜呑うのみにしたわけではない。

　少しの間ではあるけれど、青嵐とともに過ごしてきた。青嵐が、力が強いからと、それだけで雀玲を選ぶとは思えない。

　だけど、龍の子は、一子しか生まれない。

　もし煉花の産んだ子が、龍神としての力が弱ければ、どうなるだろう。

　煉花の産んだ子を青嵐は殺しはしないだろうか。

　青嵐は優しい。優しかった。だからそんなことをするはずがないと思う反面、怖い。煉花の考えが甘かったらと思うと……。

　お腹に両手を当てた。ここに子がいるとわかった途端、今までの自分ではいられない気さえした。

　この子を守らねばと強く思う。

　この子を失う可能性が、少しでもあるのならば……。

「父親はわかってます。でも、父親にこの子のことを知らせるつもりはありません」

　煉花は老人にそう告げた。

　青嵐に知られて子の命が危険にさらされるというのなら、隠す。隠したい。

「そうか。……この子の父親とはうまくいってないようだな。昨日のそなたの有様はひどかったしの。なにかしら事情があるのだろう」

「あ、あの、私……」

「構わぬ、なにも言わなくていい。深く詮索せんつもりだ。だがな、このままというわけにはいくまい。お腹の子のためにもまずは自分の身を第一に考えねばならぬ。ゆく当てはあるのか？」

　老人に言われて、ハッと煉花はこれからのことを考える。

　皇帝から逃げて、青嵐からも逃げなくてはならない煉花に、行く当てなどない。

「すみません。ありません……」

「なるほどの……」

　煉花がうつむいていると、老人は思案げに口ひげを撫でた。

「実はの、先日皇帝から呼び出されたのだが、ちょうど外で診療をしていたため到着が遅れてしまってのう。皇宮に赴いたが、もう用はないと門前払いされてしまったのよ。急ぎ戻ってきた故足代だけでも結構かかったというのに、金子ももらえず金欠だ。だからの……もしお前さんがよいなら、ここにおってもいい」

「どういうこと、でしょうか？」

　お金がないのはわかったが、それでここにいてもいいというのは、よくわからない。

　煉花が首を傾げて尋ねると、老人はにっと再び人好きのする笑みを浮かべた。

　そして老人のそばにいた秀祐は、こう言うとわかっていたとばかりに微笑んで口を開く。

「つまり、おじい様が言いたいのは、その佩玉は高価すぎるけど、しばらく面倒を見る代金だと思えば妥当ってことですよ」

「そういうことだ。わしも金欠にならずに済んでありがたい」

「よろしいのですか!?」

　思ってもみなかった提案に、煉花は目を見開いた。

　体が健康であったなら、飛び上がって老人と秀祐の手を握りしめ、感謝を捧げていたかもしれない。

「構わぬ。むしろそうしてもらえると助かるわけだ」

「ありがとうございます！　あの、私は、煉花と申します」

「わしは、白はく易いだ。まずは無事に赤子が生まれるように己が身を大事にせい」

　老人はそう言うと、優しく目を細めた。
















第四章　皇宮の暗雲







　白易の世話になって半年後、曇りなく澄みきった満月の夜に煉花は男児を産んだ。

　額の上、生え際のあたりにふたつの小さな瘤こぶのようなものがついた赤子だった。おそらく角にあたるものなのだろう。

　わかってはいたが、やはり青嵐の子であった。

　生まれたばかりのしわしわの赤子の手を握り、煉花は晧こう月げつと名をつけた。

　そしてそれから、二年が経過した。

　今の煉花は、子育てをしつつ、白易の仕事の手伝い――薬草の採取、買いつけ、白易が処方した薬の受け渡しなどをしながら生活をしている。

　家は、白易が開いてる医院『安楽堂』の二階の一室を借りている。もともと安楽堂の二階は白易の住居になっており、物置と化していた一室を掃除して使わせてもらっているのだ。

　別のところに居を構えている秀祐は、子供とふたりでは狭すぎるのではと心配し、嫌でなければ自分のところへ来てはどうかと声をかけてくれたが、煉花はそれを断った。

　寒さに震えることなく子供と一緒に足を伸ばして寝られれば十分で、これ以上甘えられない。

　白易と秀祐の厚意に、今までも甘えすぎなほど甘えてしまっているのだから。

　特に白易は、普通の家族というものを知らない煉花に、子との関わり方を教えてくれた。

　親から与えられる愛を知らない煉花が、戸惑いながらも晧月と向き合っていけるのは、人生経験豊富な白易の支えがあったからに他ならない。

　どんなに感謝をしてもし足りない。

　煉花は白易の恩に報いたいと、自分が持つ宝飾品を何度も渡そうとしたが、最初に治療費として渡した佩玉以外は頑として受け取ってくれなかった。

　金銭的なことを言えば、白易の暮らしはそれほど楽ではないことは煉花も知っている。

　白易はこの国では有名な名医で、貴族の者が大金をはたいて彼を呼ぶことも少なくない。都の中心である皇宮ともそれほど離れていない場所に医院を構えているため、たまに皇族からもお呼びがかかることもある。

　だが、それ以上に白易は貧しい者たちにただ同然で薬を処方することもあるため、あまり裕福とは言えなかった。

　そんな白易が誇らしくもあり、もどかしい。

「母様、あれ、なあに？」

　煉花が物思いにふけりながら町を歩いていると、くんと袖が少し引っ張られる感覚がした。

　生成りの布を頭に巻きつけた晧月が煉花の袖を引っ張っている。

　白易に頼まれて薬を患者に届けに出る煉花に、晧月もついていきたいと言うので一緒に連れてきていた。

　その晧月がきらきらと目を輝かせて指し示す先をたどると、五つの赤い小さな玉の串刺しを売り歩く者がいた。

「あれは、糖タン葫フー芦ルーね。サンザシに飴あめをかけたものよ」

「飴……!?　甘いのだよね!?」

　晧月は満面の笑みを浮かべ、煉花を見上げた。

　つぶらな金色の瞳は、青嵐譲り。頭に巻いた布からはみ出す黒髪は、煉花と同じ髪色だ。さらさらとした黒髪は手ざわりがよくて、煉花は気がつくと我が子の頭を撫でてしまう。

　晧月も撫でられるのが好きで、気持ちよさそうな顔をするからなおさらだ。

　だが外に出る時はその美しい髪を隠すように布を巻いている。

　晧月の角を隠すためだ。

　生まれた時は瘤程度であったが今では人の親指の先ぐらいまで成長しており、誰かに見られれば不審を抱かれる。

　白易らも、晧月が生まれた時にはなんらかの病気ではないかと心配していたが、煉花が原因はわかっているから問題はないと言うと、ふたりは瘤の話には触れなくなった。晧月の父親について、なにか察したのかもしれない。

　聡さとしいふたりは黙してくれるが、他の人に角を見られたら大騒ぎになる。

「甘いお菓子ね。食べたいの？」

「うん！　食べたい……！」

　晧月は掴んだ煉花の袖をふりふりと引っ張ると甘えた声を出した。

　そのかわいらしい仕草に、いつも煉花は参ってしまう。

「ふふ、晧月は本当に食いしん坊さんね。いいわ、買ってあげる」

　晧月は、よく食べる子だった。

　龍神は食さなくても生きていけると聞いていたこともあり、我が子も食に対して欲がないのかと思っていたが、そうではないらしい。晧月はなんでも食べたがるし、たくさん食べた。

　そして食べたら食べた分だけ成長するのか、生まれて二年だというのに、見た目はすでに五歳ほどの幼児と同じ程度に成長している。

　精神的な成長も早く、晧月と話していると、大人と話しているような心持ちになることも多かった。

　今まで子供の世話をしたことはなかったが、これが普通でないことは煉花にもわかる。

　晧月は龍神の血を引いている。

　そう考えると、人と同じでないのも当然と言えた。

　人とは少し違う部分に戸惑うところもあるが、それ以上に晧月のかわいらしさで日々の生活は満たされている。

　成長が早すぎる以外には心配事もなく、いたって健康で、白易お墨付きのわんぱく坊主だ。

　初めての子育てに悩む暇もないまま、とてつもない速さで成長を遂げていく息子に翻ほん弄ろうされる毎日だった。

　煉花は、糖葫芦をひと串買って晧月に与えると、手をつないで歩を進める。

　糖葫芦が気に入ったのか、晧月の機嫌はとてもよく、鼻歌を歌い始めた。

　暖かな日差しを浴びながら手をつなぎ、晧月のかわいらしい歌声を聴いていると、これほど幸せでよいのだろうかという気分になってくる。

　昔ならば、よいことがあれば、きっと後にすごく悪いことが起こるに違いないと、まだ起こってもいない不幸に怯えてしまっていただろう。

　その頃の己が、もう遠くに感じる。

　長のど閑かな空気を満喫していると、前方で馬の走る音が聞こえた。馬車だ。

　この町中で馬車を走らせることができるのは、皇宮に通えるような貴族ぐらい。

　煉花は顔を下に向け、外套についている頭巾を深くかぶせて顔を隠す。

　煉花は皇帝を怒らせた重罪人だ。今は落ち着いたとはいえ、当初はしばらく追手を出されていた。

　皇宮に仕えるような官吏は煉花の顔を覚えているかもしれないので、出かける際はこの頭巾つきの外套が手放せない。

　煉花が顔を伏せてやり過ごしている間に、馬車は慌ただしく過ぎていった。

　ちらりと見ると、馬車には病人がいることを示す札がかかっている。療養のために後宮からやってきた公主でも乗っているのかもしれない。

　またか、と煉花は思った。

　最近、皇宮で湿気による病を患う者が増えてきている。

「まぁた、皇宮からの病人だよ」

「一日中雨が降るんだ。病にもなるさ」

　近くで通行人たちの会話が耳に入る。

「でも、皇宮には、空を晴らすことのできる妃がいるのだろう？」

「いるらしいが、自分とその周囲しか晴らさないらしい。しかも財宝と引き換えだとよ。なんともがめつい妃様がいたもんだ」

「なんだそれ。皇帝陛下はなにも言わんのかい」

「言えるわけがないさ。だって、この雨を一時的でも晴らせるのはその妃だけなんだから。今や、皇帝陛下や皇太后様もその妃の言いなりだとか」

「はあ、天下の皇帝陛下が情けないもんだねえ。で、その妃、名をなんていうんだい？」

「確か、橙家の……雀玲妃という大層な美女らしい」

　唐突に聞こえた姉の名に、ハッと煉花は顔を上げた。

　橙家の雀玲といえば、姉しかいない。

　姉に天を晴らす能力があると聞いたことはない。

　だが神通力を持つ者は、固有道術と言われる特別な異能力を得ることがある。煉花と別れてからその能力を会得したのかもしれない。

　いや、それよりも気になるのは、雀玲がいまだに後宮にいるということだ。

　雀玲は、青嵐の花嫁として望まれたと聞いていたが、やはりあれは嘘だったのだろうか。

　ということは……。

「蓬莱山で、まだおひとりでいらっしゃるのかしら……」

　綺麗な金色の瞳が思い出された。

　涼しげな眼差しの奥に、優しさを滲ませたあの瞳を。

　一日たりとも、青嵐のことを思い出さない日はなかった。

　力のない煉花を遠ざけた青嵐との別れは、心に苦く刻まれている。

　あれほどつらく悲しい思いをしたことはないと言えるほどの夜だった。

　でも、それでも彼への想いが消えることはない。

　おそらくそれは、一生……。

「母様？　どうしたの？」

　不安そうな晧月の声が聞こえてきてハッとして見下ろすと、晧月がうかがうように煉花を見ていた。

「ごめんなさい。つい、ボーっとしてしまったわ」

　煉花がそう言うも、晧月はむっつりと唇を尖らせた。

「さっきそこを通ったやつらのせいだよね？　あいつらが通ると、いつも母様は元気がなくなるもん。あいつらは悪いやつらなんだ」

　晧月の言葉に煉花は目を瞬いた。

　派手な馬車が通るたびに、身を隠すようにする煉花の様子に気づいていたのだ。

　先ほど思い悩んだのは青嵐を思い出してのことではあったが、晧月は貴族の車のせいだと思っているらしい。

「違うわ。先ほどの馬車とは関係ないの。それに、彼らだって別に、悪い人たち、というわけではないの。ただ……少し、母様は会いたくないだけで……」

　と言いながら、自分の口の下手さ加減に呆れた。

　このような歯切れの悪い言い方では、おそらく息子は納得しないだろう。

　晧月は賢い。時には煉花以上に物事を察知する鋭さがある。

　煉花の予想は見事に当たり、晧月はさらに唇を尖らせた。

「母様が会いたくないなら、悪いやつなんだよ！　あそこに出たり入ったりしてるやつは、みんな悪いやつなんだ」

　晧月はそう言うと、ある場所を見上げた。視線の先には黒い雨雲が広がっている。

　あの雨雲の下には皇宮……皇帝が執務を執り行う外廷と、妃たちが集う後宮がある。煉花もかつて住んでいた場所だ。

「晧月、本当に、別にそういうわけではないのよ」

　煉花はそう言ってみるが、晧月の顔は晴れない。

　晧月は誰に似たのか頑固な性格だ。一度こうだと決めつけると、ずっとそう思い込むところがある。

　変な誤解をさせてしまったかもしれないと、小さくため息を落として息子と一緒に空を見上げる。

　それにしても、また雨雲だ。先ほどの通りすがりの人々の会話でもあったが、最近、皇宮の周りにだけ雨が降っていることが多い。

　あまりにも局所的に雨が降り続けるため、皇宮では湿気によって体を病む者が増えてきた。

　安楽堂でも、通常であれば梅雨の時期にしか出回らないような薬がよく求められるようになっている。

「ぼく、お母様を悲しませるものはみんな大っ嫌いだ。あんなところ、なくなっちゃえばいいのに」

「晧月、なにを言ってるの？」

　息子の強い言葉にハッとしてたしなめるも、晧月はずっと雨雲を睨んだまま。

　息子に変な誤解を与えてしまったことを煉花は小さく悔いたのだった。




◆




　しばらく不機嫌そうだった晧月だが、すぐに別のものに興味を移して、最終的にはご機嫌で帰路についた。

　ふたりで安楽堂の暖簾のれんをくぐる。

「白易先生、ただいま戻りました」

「せんせい、もどったー！」

　晧月はそう言うや否や、白易に駆け寄って勢いよく抱きついた。

　ここの主である白易はそれを全身で受け止めて、しわくちゃの笑みを浮かべる。

「戻ってきたか。どうだった外は」

「母様が、お菓子かってくれた！　白易にもあげるよ。はいこれ」

　そう言って渡したのは、先ほどあげた糖タン葫フー芦ルーの串のみ。サンザシの実は全部平らげている。

「晧月！」

　息子の振る舞いを煉花が咎とがめるも、白易は問題ないとばかりににっこりと微笑んだ。

「よいよい。子供はこのぐらい生意気でなくちゃいかん」

　そう言って愛おしそうに晧月の頭を白易は撫でた。

　白易は晧月を本当の孫のようにかわいがってくれている。

「あ、戻られたのですね。おかえりなさい、煉花さん、晧月君」

　軽やかな声が聞こえて顔を向けると、人のよさそうな笑みをこぼす秀祐がいた。

　白易の孫であり、倒れていた煉花を白易のもとに運んでくれた恩人。

　白易譲りの、いや白易以上に穏やかな気質で、どんな時でも穏やかな笑顔を絶やさない日向のような人だ。

「秀祐様ー！　ねえねえ、のどが渇いた！　なにかのみたい」

「そう言うと思って、奥に甘草の煮汁を冷やしたものを用意しておいたよ」

　白易と同じように秀祐も晧月には甘い。

「やった！　ありがとう秀祐様！」

　晧月は顔を輝かせて奥の部屋へと走っていった。

「晧月、走らないで！」

　煉花が言うが、もう晧月の姿は見えない。本当にわんぱくに育ってしまった。

　改めて煉花も秀祐にお礼を述べると、彼の服装に目をとめた。見慣れぬ袍を着ている。

「秀祐様は、これから往診ですか？」

　足の悪い患者の診察のために、白易の弟子でもある秀祐が外に出向くことはあるが、今日はいつもよりも上等の服だ。

「ええ。皇宮に行ってきます。薬の調合が終わったので」

「皇宮に？　先日も薬を納めたばかりだったような」

「ええ、そうなのですが、足りないようでして……。きっとあの雨雲のせいでしょう」

　また雨雲。

　皇宮に雨が降り始めてから、すでに数か月経過している。ここまで来れば、誰もがこれはただの雨ではないと気づく。

　おそらく、何者かによる呪いか道術か。少なくとも誰かが意図して行っているのは明白だ。

　そして呪いにしろ道術にしろ、天の気候を操れる者は限られる。

「あの雨は……やはり龍神様が降らせているのでしょうか」

　煉花がつぶやくと、白易も秀祐も思わず口を閉じた。

　晧月の父親について、煉花に直接聞いたわけではないが察しはついている。

　なにせ、晧月の頭には小さいながらも角が二本あるのだから。

「……龍神様が降らせているかどうかはわかりませんが、皇宮では、そうだと思われているようです。今度龍神様に使者を送って許しを請いにゆくという話を聞きました」

　秀祐がそう言うと、煉花は瞳を伏せた。

　どうして、なんのために皇宮に雨を降らせているのかはわからない。だが、このようなことができるのは、青嵐ぐらいだろうと煉花も思っている。

「そうですか……」

「だ、大丈夫ですよ。煉花さんと晧月君は、僕が必ず守りますから」

　少々上ずったような声がして、煉花は顔を上げた。

　真摯な瞳で煉花を見つめる秀祐がいる。

「その、煉花さんが晧月君の父親を忘れられないことはわかっています。ですが、ほんの少しでもいいので、僕とのことも……その、考えておいてくれないでしょうか」

「？　秀祐さんのことを？」

　的を射ない話に煉花は首を傾げると、秀祐は顔を赤らめた。

「あ……！　もちろん、その、僕とのことを考えていなくても、ふたりを守ると言った言葉に嘘はありません！　本当です！　ですが、その、ほんの少し、その……」

　言葉を重ねるごとに、秀祐の語気は弱くなっていき、顔色はどんどん赤くなっていく。

「秀祐様、私は薄情ではありません。秀祐様にはいつも感謝しております。私がここにいられるのも、秀祐様のおかげですから」

　煉花は笑顔でそう返した。

　秀祐と白易にはいつも本当に感謝している。なにも考えていないなどあり得ない。ふたりがいてくれたからこそ、煉花と晧月は生きてこられたのだ。

　しかし煉花の心からの言葉に、秀祐は目をぱちくりと瞬かせた。

「あー……その、そういうことではなく」

　と遠慮がちに声を出す。

　これはなにか間違っただろうかと、煉花は不安そうに見つめる。

「す、すみません。私、なにか間違ったことを申しましたでしょうか？」

「ええ、まあ、でも、煉花さんのそういうところも含めてのことなので……はい。まだ時間もありますし、私は気長に待っていますから。大丈夫です」

　はははと笑いながら、秀祐は頭をかいた。

　その様子が気にかかった煉花はさらにひと声かけようとしたが、「薬を届けに行ってまいります」と、秀祐が戸口に向かうので口を閉ざす。

「それでは、また」

　振り返った秀祐の顔はいつもの秀祐だった。見た者がほっこりするような優しい笑みを浮かべている。

「あ、はい、その、いってらっしゃいませ」

　煉花が見送ると、秀祐はそのまま行ってしまった。

「秀祐にしては頑張っておったのにのう」

　ふたりのやり取りを見ていた白易がニヤニヤとしながらそう言った。
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　煉花のいない蓬莱山は、青嵐にとって色を失くしたつまらぬ場所に変わってしまった。

　彼女がいた時はあれほど美しく見えた星々も輝きを失い、今では見たいとも思わない。

　いや、星だけでなく、花も木も風も、すべて輝きを失くした。もうなにも見たくない。

　このまま永い眠りに落ちてしまえたら、どんなによいか。

　だが、青嵐には役目がある。天を治めるという役目が。

　その役目を放棄すれば、人族の多くが悲しむことになるだろう。

　そしてその中にはもちろん煉花も含まれる。

　ただただ煉花のためだけに、今の青嵐は天を治めていた。

　そして、そんな青嵐のもとに、珍しく人族からの使者がやってきた。

「龍神様、どうか怒りをお静めくださいませ！」

「どうか！」

　人族の使者たちが地面に平伏し、青嵐に許しを希こいねがう。

　後ろには煌きらびやかな装いをした女たちがいた。おそらく新しい花嫁だろう。

　突然のことに青嵐は面食らった。

「怒り……？　なんの話だ」

「皇宮に降る、大雨のことでございます」

「大雨？」

「はい。ここ数か月、皇宮にずっと雨が降り続けております。その雨を止めていただきたいのです。龍神様のお怒りは十分に理解しております。望むものはなんでもご用意いたしますので、どうかご容赦くださいませ」

　望むもの、と言われて青嵐が無意識に思い描いたのは、輝くような黒髪をなびかせる元妻のこと。

　晴れ渡った空のような青の瞳を細めて控えめに微笑む煉花。彼女の声は春に吹くそよ風のように軽やかで心地よい。

　彼女と暮らした日々は、至福の時だった。

　これ以上望むものはないといっても過言ではないほどの、愛にあふれた日々。

　だが、もうそれは戻ってこない。永遠に。青嵐がそう決めたのだ。

　最後に見た煉花の傷ついた顔が目に焼きついて離れない。

　別れたくなかった。そばにいたかった。ずっと、一緒にいたかった。

　だが、彼女が体を病むとわかっていながら、そばにいたいという己の我儘を通せるわけがない。

　あのまま命を落としたらと考えただけで、青嵐の心の臓が止まりそうだった。

　彼女を永遠に失うくらいならば、離れていても、二度と会えなくとも、生きていてくれた方がよい。

　世継ぎをひとりしか持てず、より強い力を求めて子殺しをした龍神がいたのは事実だが、青嵐は煉花との子であれば力の強さなど求めていなかった。

　だが青嵐は、世継ぎのためと嘘をついて、彼女に別れを突きつけた。

　嘘をつかねば彼女と別れることができないと思った。彼女を失う恐ろしさに耐えられず、青嵐は煉花の想いを無視して嘘をつき彼女を傷つけたのだ。

　後悔が巡る。

　だが、再び同じことが起きても、おそらく青嵐は煉花と別れようとしただろう。

　彼女を死なせたくない。

「あの、龍神様、それで、どうでしょうか？　お許しいただけるでしょうか」

　使者の声で、現実に引き戻された。

　皇宮に降る大雨。

　それが青嵐の仕業だと思われているらしいが、違う。

　煉花を失った青嵐は、悲しみにくれながらもずっと務めを果たし続けている。

「許すもなにも、その雨と私は無関係だ。知らぬ」

「どうか、そのようなことをおっしゃらないでください。すでに何人もの妃たちが湿気の病にかかって、後宮から離れていきました。陛下ですら……！　お怒りを静めていただくとお約束していただけないうちは、我々もこのまま帰れませぬ」

「くどい！　何度も言っているが、私とは無関係だ！」

　言っても言っても青嵐の言葉を聞かない使者たちに思わず声を荒らげる。

「本当にお怒りではないのですか？　龍神様に捧げた花嫁、煉花様の件は、もうお許しになられたということでしょうか？」

「なんの話だ？　私が離縁したのは煉花が悪いからではない。私は煉花に対して少しも怒ってなどおらぬ」

「いえ、煉花様に対してではなく、陛下に怒っておられるのではないですか？」

「なぜ私が皇帝に怒りを向けることがある」

　青嵐がそう言うと、使者は戸惑うように目を見開いた。

「……煉花様のことをご存じないのですか？」

「なんの話だ？　煉花になにかあったのか？　皇帝には、公主以上に大切に扱えと言いおいたはずだが」

　青嵐が、視線をやると使者は再び頭を地面につけて平伏した。

「ええ、もちろんでございます。煉花様は、健やかでお幸せそうにお暮らしです。ご安心ください」

　焦ったように使者が返す。

　普段の青嵐ならば、その使者の焦りに気づき、疑問を抱いたかもしれない。

　だが、悲しみに暮れる日々を過ごしていた青嵐は、『お幸せそうにお暮らしです』の言葉に気をとられてしまった。

　使者の焦りに気づけず、「そうか……」と口にして遠くを見つめる。

　青嵐が望んで別れたはずなのに、煉花が己のことを忘れて健やかに暮らしていると聞くと、言いようのない寂しさを覚えた。

　そして寂しさを覚えてしまった己の身勝手さと愚かさに思わず自嘲した。

　これは自分で決めたことだ。それで傷つくなど、身勝手にもほどがある。

「龍神様のご意向しかと承りました。陛下には、このたびの雨雲については龍神様とは無関係でありましたこと、ご報告させていただきます」

「ああ、そうしろ。それと後ろの女どもも忘れず連れて帰れ。……もう花嫁はいらぬ」

「はい、仰せのままに」

　使者は平伏しながらそう返した。
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　青嵐に向けて送った使者は皇宮に戻り、皇帝に謁えっ見けんを果たした。

　玉座に座る皇帝は病に侵されており、頬がこけた顔には生気がなく、玉のような美しさを湛えた美丈夫はどこにもいない。

　隣にいる妃に背中を支えられながら、やっと座れていられる。そのような有様だった。

　そのやせ衰えた顔で、皇帝は戻ってきた使者を前にして口を開いた。

「して、龍神はなんと言った？　まだ雨雲が晴れぬが、怒りを静める気がないということか？　……やはり朕が直接いかねば、グ、ゴホ、ゴホ」

　そう言って立ち上がろうとした皇帝が、苦しそうに咳をして口に手をやる。

「陛下、なりません。そのようなお体で蓬莱山に向かってどうするのです？」

　隣にいた妃――翡翠の瞳が美しい緑妃が、皇帝の背中をさすりながら心配そうに言った。

「朕の体など……」

「いえ、陛下、実は龍神様は、このたびの雨雲と無関係であられるとの仰せなのです」

　使者として送った臣下がそう言うと、苦しげに呼吸をしていた皇帝が、訝しげに片眉を上げた。

「馬鹿な！　龍神は、愚かな朕をお怒りなのだろう!?　だからこその天災だ！　ああ……どうして朕は酒が入っていたとはいえ、龍神の花嫁に手を出そうなどと思ったのか……」

　何度嘆いたかわからないかつての罪を思い出し、顔をうつむける。

「陛下、気をしっかり持ってください。確かに陛下のされたことはひどいことです。本当に、もうずっと悔いてほしいと思っています」

　優しげに背中をさすりながら緑妃は辛辣な言葉を並べる。

　皇帝は、恨めしそうに妃を見た。

「でも、悔いてばかりではいけません。どうにかしなくては。それに龍神様も龍神様です。陛下だけを呪えばいいのに、皇宮全体を巻き込むのはどうかと思います」

　緑妃は鼻息荒く言い募る。

　その姿を見て、皇帝の表情が少しだけ和らいだ。

　病に侵されてから、妃も含めたくさんの者たちが皇帝から離れていった。

　その中で、皇帝にきついことを言いつつも、献身的に支えてくれたのが緑妃だった。

「……確かに、そうだな。悔いてばかりでなにもしないわけにはいかぬな。しかし、どうして龍神は無関係などと仰せになるのか……」

「陛下、そのことなのですが、龍神様は、陛下がしたことをご存じないようなのです」

「……なんだと？」

　臣下の言葉に皇帝はピクリと片眉を吊り上げる

　皇帝はかつて、龍神の花嫁だった煉花に手を出そうとして逃げられた。

　龍神は、煉花と離縁するがくれぐれも大切に扱ってほしいと言い残して蓬莱山へ帰っていった。

　その時にはすでに煉花が皇宮から逃げ出した後とも知らずに。

　皇帝は煉花を捜させたが、結局見つからず。

　それから二年ほどして皇宮に局所的な雨が降り始めた。

　それは呪いのように終わりのない雨で、木造の建物は湿気で朽ち果て、人は病に侵された。

　皇帝は、龍神がなんらかの手段で花嫁の件を知ったのだと思った。局所的に雨を降らせ続けるなど、天の理を操る龍神にしかできない。

　それなのに、龍神は無関係？　あり得ない。

「龍神様と我らの間の情報伝達手段は、我々が船で出向くか、龍神様がいらっしゃるかどちらかです。我々は煉花様のことを徹底して知られぬように努めてまいりましたし、龍神様からこちらへ接触することもありません。蓬莱山に籠られている龍神様が煉花様のことを知るすべはないのです」

「だが……このような異常気象を起こせるのは、龍神様をおいて他におらぬだろう？」

　皇帝の当然の指摘に使者は深く頷く。

「ええ、私もそう思っていたのですが、龍神様は嘘は申されていないご様子。そもそも龍神様がわざわざ嘘を言う利もありません。それに実は、とある医官から、有力な情報を得まして……」

「有力な情報？」

「はい。煉花様と龍神様が皇宮に来られた際、後宮の医官に煉花様を診てもらいました。実は、煉花様はあの時、子を身ごもっておられた可能性があるようでして」

「子供、だと!?」

　思ってもいなかったことを聞いて、皇帝は大きく目を見開く。

「はい。ころころとした脈が身重の女性の特徴と似ていたと。ただ龍神様の配偶者に対して安易に診断することを恐れた医官どもは、回答を濁らせていたとのことでした」

「なんということだ……」

　愕然として皇帝が嘆く。それは緑妃にとっても同じ。

「では、あの時の煉花様の体調不良は、神通力がない故の病ではなくて、身ごもっておられた故ということ？」

　緑妃は、顔を険しくさせてそう確認すると、使者は肯定するように頷く。

「はい。あの夜、逃げ出した煉花様は、そのまま身を隠しながらも子を産んだのかもしれません」

「となれば、龍神の御子……！　では、この雨雲は……」

　そう言って皇帝は天を仰いだ。

　屋内にいるため雨雲は見えないが、まだ雨が降り続けているのは知っている。

「この雨雲を呼んだのは、おそらく、煉花様がお産みになられた龍神の御子の力かと……」

　龍神の使者として送った臣下は、神妙な顔でそう言った。
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　いつものように、晧月とふたりで薬の買いつけに出かけた煉花が、ふと町の掲示板に目を留める。

　そこには煉花そっくりな顔の女性の人相書きが張られていた。

　とっさに煉花は頭巾を深くかぶり直して息をのむ。

　一時は落ち着いていたように見えた煉花の捜索がまた始まった。

　慎重に目線を上げると、周りを見渡している役人が何人かいるのが見えた。

　女性の顔を覗き込むようにして見回っているようだ。

　おそらく煉花を探すために。

　このままでは……。

　晧月の手をぎゅっと握った。

「晧月、今日はもう戻るわよ」

「え？　でも、まだお薬を買えてないでしょ？」

「だめなの。急いで戻らないといけなくて……」

「そこの女性、少し話をよろしいか？」

　晧月と話していたら、後ろから声をかけられた。

　恐る恐る振り向くと、予想していた通り役人の恰好をした男がいる。

　来た。来てしまった。

　煉花は息をのんで、一歩下がる。そして覚悟を決めると、晧月の手を引きそのまま走り出した。

「な!?　おい！　どこへ行く!?　止まれ！」

　後ろから声がかかる。だが、止まれと言われて止まるわけにはいかない。

「母様？　母様？　どうしたの？」

　怯えたような息子の声。でも、今は逃げなくてはいけない。

「お願い、晧月、いい子、だから……っ！　今は母様の言うことを、聞いて……っ！　お願いよ……！」

　煉花が祈るようにそう言うと、聡い晧月はなにか理解したのか、大人しく煉花についてきてくれた。

「そこの女を捕まえてくれ!!」

　男の声が追ってきた。

　前からも追手がやってくる。

　とっさに煉花は通りを右に曲がる。そしてそのすぐ先の角をまた曲がり、くねくねと追手を巻くようにして進む。

　だが、次の角を曲がったところで、役人と鉢合わせてしまった。

　帯刀している大の男が、すごむようにして煉花たちを見て顔をしかめている。

「大人しくしろ！」

　男の手が煉花たちに伸びる。

　どうする。どうやってこの場を切り抜ければいい。

　そう思って身構えた煉花だったが……。

「つ、痛い！　なにをする小僧！　噛みつくんじゃない」

「うーううに、うううにうううう！」

　晧月が、何事かを言いながら男の手に噛みついていた。

　男はあまりの痛みに、晧月を引き離そうと腕を振る。

　なかなか離れない晧月にいらだった男が、乱暴に腕を大きく振り上げた。

　その勢いで晧月は放り出され、そのまま宙を舞う。

「晧月！」

　煉花は晧月が地面に落ちる前になんとか抱き上げる。そして自分でもよくぞ動けたと思うほどの素早さで立ち上がり、晧月を抱いたまま駆けた。

　これほどの体力が自分にあったことに驚く余裕もないほど必死だ。

　もう町の中は危ない。

　なにも考えずただただ走る。

　安楽堂に戻ろうと思っていたが、役人から逃げているうちに、結局当初予定していた道とは反対の方向へと進んでしまっていた。

　ならば、もう、それならいっそ……。

　煉花は再び覚悟を決めた。

「母様、母様、どこに行くの？」

「都を、出るわ……！」

「白易せんせいや、秀祐もいっしょ？」

「一緒じゃない……！　一緒じゃ、ないの……。でも私が、いるからね……！　母様がいるから！」

「母様……」

　晧月の不安そうな声が聞こえる。

　しかし今は構っていられない。

　逃げなくては、もっと遠くへ。

　本当は、都からもっと早く出るべきだったのだ。

　白易の厚意に甘えてしまった。

　いや、本当は、青嵐に対する未練故だったのかもしれない。

　皇宮で造られる特別な船だけが、渤海を越えて、蓬莱山まで行ける。青嵐のもとへ行ける。

　都を離れたら、青嵐のもとへは二度と帰れない気がして、都から動けなかった。

　もう帰らないと自分で決めたはずなのに、心のどこかで甘えていたのだ。

　先ほどまで晴れ渡っていた天に雨雲が浮かび始めた。

　ゴロゴロと雷の音まで響いている。

　中心地から離れると町並みも変化してきた。

　中心地では所狭しと家屋や店が整然と並んでいたが、ここは違う。

　煤すすけた外壁に蔦つたがびっしりと絡みついた古びた家がぽつんぽつんと建ち並び、手入れのされていない木が無造作にその枝を伸ばしている。

　殺風景な場所だった。なにもない故に迷わず先に進める分、役人に見つかる危険性も高まる。

「いたぞ！　あそこだ！」

　声が聞こえて顔を向けると、役人がこちらに向かってくる。

「あのガキに気をつけろ！　手を噛まれるぞ！」

　先ほど手を噛まれた役人も追いついてきた。

「母様、逃げる必要なんてない！　僕がやっつけるから！」

　晧月を抱えながら駆けていく煉花に余裕はない。体力も限界に近かった。呼吸が苦しい。

「晧月……っ！　静かに、してて、お願い……っ！」「黙ってられるもんか！　母様は僕が守るんだから！」

　晧月のその言葉のすぐ後だった。

　――ズドン！

　近くで凄まじい音がした。

　思わず立ち止まった煉花の目前に火のついた大木が見えた。

　雷だ。雷が近くの木に落ちて燃えている。

　追ってきていた役人たちも、突然の落雷に驚き足をすくませた。

「火事だ！　落雷だ！」

「水だ！　水を持ってこい！」

　役人たちが騒ぎ、町人たちも集まりだす。

　幸い、木の周囲に燃え移りやすいものはない。火事が広がることはないだろうが、それでも火は恐ろしい。

　役人たちの視線は煉花から、目の前で燃える火に移っていた。

　逃げるなら今しかない。

　煉花はどさくさに紛れてこの場から離れようと踵を返す。

　だが、すぐにドンと固いものにぶつかった。

　見上げると、鎧よろいを着た大柄な男がいた。身なりからして武官だろう。

　腰を見れば帯刀している。煉花を追ってきたのだ。

　逃げられない……！

「母様から、離れろ！」

　突風が吹いた。

　あまりにも強い風に目を開けていられず、煉花はぎゅっと目を閉じる。

　ごうごうと風の音が耳にうるさい。

　次第に体中に小さい粒のようなものが当たることに気づく。

　体が冷えていくので、おそらく雨粒だ。

　突然、嵐の中に放り出された。そうとしか考えられない。

　一体なにが起こっているのか確認したくとも、目を開けることすらできない。ただ、息子だけは守らねばとその小さな体を強く抱きしめる。

　なにがあっても決して離さない。絶対に……！

「母様……守る……から」

　先ほどまで風の音しか拾えなかった耳に、息子のうわ言のようなつぶやきが聞こえた。豪風の音は鳴りやまないが、体に当たる雨が弱まってきた。

　恐る恐る目を開ける。多少は風雨が顔に当たるが、些細なもの。

　だが、己がいる場所の二歩より先が、荒れ狂う豪雨によってなにも見えない。

「私たちの周りだけ、雨風がやんでいる……？」

　状況を確認した煉花はそうこぼすと、胸に抱いた我が子を見た。

　風で飛ばされたのか、晧月の頭を覆う布は取り払われていた。

　綺麗な黒髪と、そこから伸びる二本の角。いつもと違ってその角が、光り輝いていた。

「ふっ、ふっ、ううう、ぐぐ、ふっうぐう」

　晧月の口からくぐもった声が漏れる。

　うまく息を吐き出せないのか、苦しげに短い呼吸を繰り返す。

「晧月!?　どうしたの!?」

　煉花は息子の名を呼ぶが、晧月は答えない。次第にぐったりと煉花に体を預けてくる。

　青白くなる唇とは反対に、晧月の角の光が増していく。

「まさか、力が暴走してる……!?」

　神通力を持つ者の中には、己の力に体が耐えきれず、暴走状態になってしまうことがある。

　おそらく先ほどの突風や雨は、晧月の力なのだろう。

　しかし、突然強い力を使ったことで、体に負担がかかってしまったのだ。

　力の放出を止めなければ、最悪命を落とす。

　煉花は、青ざめた。

「嫌、晧月、落ち着いて。お願い……！　晧月……！」

　神通力のない煉花だが、暴走状態になった時の対処法は知識としては持っている。

　だが、対処法を知っていても、煉花では無理なのだ。

　なぜならそれは外から神通力を送り込み、暴走を堰せき止めるという方法。

　つまり煉花が、自分の神通力を晧月に送り込まねばならない。だが、力のない煉花では、それは叶わない。

　煉花は唇を噛んだ。

　まただ。また大事な者を失くす。己が弱いばかりに。力がないばかりに。また――。

　煉花は嘆いた。

　でも、煉花は知っている。

　嘆いたところで、状況はよくならない。

　力が弱いから仕方がないと、今まで何度もあきらめてきた。

　だが、こればかりはあきらめきれようか。

　煉花は晧月をさらに強く胸に抱く。

　耳に、晧月の鼓動の音が響く。どくどくと動いている。

　そうだ、まだ生きている。

　死なせない。死なせない。

　煉花は晧月の小さな体を初めて抱いた時、誓った。

　己の命に替えても守ると。

　煉花は顔を上げ、天を睨みつけた。

「天よ！　世界の作り手よ！　どれほど私から奪えば満足か！　だが、もう嘆くばかりの私ではない！　なにがあろうとこの子だけは、この子だけは奪わせない!!」

　煉花は、呪じゅ詛そを吐く。

　今までずっと、降り注ぐ不幸を大人しく受け入れてきた。すべては己の至らなさが悪いのだと、そう言い聞かせてきた。

　だが、もう我慢ならない。

　煉花は声を張り上げて、体に眠る力を呼び起こす。

　今までにない、なにかを感じた。力だ。

　煉花は、ほんの一瞬感じたそれを縋るように追いかける。

　きーんと耳鳴りとともに左耳が妙に熱くなった。姉、雀玲からもらった耳飾りだ。

　しかし、そのようなものに構っている暇はない。

「お願い、晧月、目を、目を開けて……！　晧月……ッ！」

　かすかに感じ取った力を引っ張り出して、晧月に流し込む。

　だが、足りない。

　晧月の暴走を止めるには力が足りない。

　もっと、もっとだ。

　煉花は歯を食いしばった。腹に力を入れた。

　己の体はどうなってもいい。壊れてしまってもいい。晧月を救えるのなら……！

　――ピキン。

　煉花の最後の祈りとともに、なにかが割れたような音が聞こえた。

　左耳に感じていた熱が、消える。それとともに、体中から力があふれてきた。

　それは体中を巡ると、晧月の中に入っていく。

　煉花は、慣れない感覚に戸惑いながらも、晧月に力を流し込んだ。

「晧月……！　晧月……！」

　名を呼び続ける。晧月は目を閉じたままだが呼吸が落ち着いてきた。

　深く穏やか息遣い。唇の色も戻り始めている。

　気づけば、周りを吹きつけていた風雨が消えている。

　晧月の暴走が、止まったのだ。

　煉花はほっとして、目に涙を浮かべる。

　健やかな顔で眠る息子を優しく抱きしめた。

　緊張の糸が切れると、途端に体に疲労が降りてきた。

　ぼんやりとする意識の中で、そういえばと、煉花は左耳に手をやった。

　なにかが、割れたような気がする。

　耳に触れれば、なにか硬いものがついていて、それを手に取った。

　真っ赤な珊瑚の玉の破片だった。

「割れたと思ったのは、姉様からいただいた耳飾り……？」

　不思議に思ったが、もう体力の限界で、なにも考えられない。

　ふと、天を見上げると、空はまだ雨雲に覆われていた。

　唐突に、安楽堂の外で薬草を干していたことを思い出した。

　安楽堂の方まで雨雲が立ち込めていたら、濡れてだめになるかもしれない。

　今から晴れれば、間に合うだろうか？

「〝照らして〟もらわないと、薬が……」

　緊張感のない考えが脳裏を巡り、そうつぶやいたところで体力の限界がきた。

　煉花は、晧月を抱えるようにしてその場に倒れる。

　煉花の安らかな寝顔を、先ほどまで雨雲に隠れていた太陽が、燦さん燦さんと照らしていた。




◆




「青嵐様、人族の国に行かれるのですか？」

「行かれるのですか？」

　双子の言葉に青嵐は、無言で頷くと、紺の外がい套とうを羽織った。

　煉花がいなくなってから、塞ぎ込みがちで言葉数も少なくなった青嵐を、双子が不安そうに見る。

　心配をかけていることは理解しているが、それを気遣う余裕が、まだ青嵐にはない。

「煉花様を連れ戻しに行かれる、おつもりでしょうか？」

　左白の言葉に、青嵐はジロリと彼をねめつける。

　左白はぴゃっと小さく悲鳴をあげて、右白の後ろに隠れた。

「煉花を連れ戻すつもりはない。彼女は、私のそばにいると体を壊す。それなのに私は、彼女の不調に気づかなかったのだ。私に彼女と一緒にいる資格などない」

「青嵐様……では、なぜ人族の国に？」

「以前、蘭帝国の使いの者が来ただろう？　帝国の皇宮に、局所的な雨が降るとか」

「ああ、ありましたね！　青嵐様を疑うなんて、許せません。ということは青嵐様を疑った無礼な人間どもを成敗するおつもりですか？　よい考えです！　そうしましょう！」

　明るく成敗を促す右白を、青嵐は呆れた目で見返す。

「そんなことをするつもりはない。だが、ある場所に局所的な雨が降るというのは少々、気になる」

　それに、と青嵐は心の中で思案する。

　あの使者は、途中でなにかを言おうとして言葉をのみ込んだ。

　皇帝は、煉花になにかをしたのだろうか。

　煉花のことは手厚く扱うように念を押して頼んだはずだが、まさか……。

　青嵐は、ひとり考えをまとめると玄関を出た。

　以前は外に出る際、いつも煉花がそばにいてくれていた。

　あの日々が、今は遠い。

　なぜ、龍神に生まれてしまったのだろう。

　もし、煉花と同じ人族であったなら、彼女とともに暮らせる未来もあったのだろうか。

　叶うことがないとわかっていながら、夢を見ずにはいられなかった。
















第五章　一筋の光芒







　煉花は頭を垂れていた。

　視線の先には絹織りの敷物がある。赤い鳳凰が舞い飛ぶ姿を刺繍した敷物は、実に見事なものではあるが、湿気による染みが目立っていた。

　皇宮の中には香が焚たきしめられ白びゃく檀だんの匂いはするが、香ではごまかしきれないかび臭さが充満している。

　ここが蘭帝国の最も尊い場所である皇宮だとは、にわかには信じがたいほどに落ちぶれていた。

「顔を上げよ」

　目の前の玉座に座る男にそう声をかけられてゆっくりと煉花は顔を上げる。

　やせ細った皇帝がいた。

　煉花は以前も、同じ場所でこうやって皇帝を見上げたことがある。

　煉花が青嵐の花嫁に選ばれた時だ。

　姉に怯えてただひたすら頭を下げていたあの時。

　皇帝は姉の隣で溌剌とした笑みを浮かべ、高らかに煉花を蓬莱山に送ることを宣告した。その姿は蘭帝国を治める長としての自信にあふれていた。

　だが、今の彼は、以前見た時と明らかに相貌が変わってしまっている。

　落ちくぼんだ目に、やせこけた頬、そして艶のない髪。

　やせ細った体格に見合っていない豪奢な青い袍を纏った皇帝は、まっすぐに座ることさえもつらいのか、背もたれに体を預けていた。

　そんな彼の肘かけに置かれた手を握り、支えるようにして隣に座るのは、懐かしい緑妃だ。

　昔から変わらない優しげな眼差しで煉花を見ていた。

　少しやせてしまったが、それでも彼女の美しさに衰えは見えない。

　煉花は以前、緑妃からもらった髪飾りのことを思い出した。

　煉花のことを『なんだか放っておけない』と言って、くれたもの。

　姉の雀玲は、緑妃が髪飾りをくれたのは煉花を陥れるためだと言った。あの時は、その言葉を信じそうになっていたが、今ならわかる。

　緑妃は、ただただ善意で髪飾りを煉花に与えたのだ。

　そもそも、みすぼらしかった煉花を陥れて緑妃になんの得があろうか。

　皇帝の隣に緑妃がいるということは、彼女が皇后になったのだろうか。

　もしそうだとしたら、嬉しい。

　彼女を選んだ皇帝ならば、そう悪くないのかもしれないと思えた。

「煉花殿、ご足労いただき、感謝する」

「ご足労、と言いますか、いつの間にかこちらに連れてこられた、という形ですが……」

　先日役人に追われ、晧月が力を暴走させた。その暴走が凄まじく、あわや晧月が死ぬところとなり、煉花は神通力を使って息子を止めた。

　そこまではよかったのだが、息子の無事を確認した後、初めて使った神通力の疲れで、煉花は意識を手放してしまった。

　最後に目にしたのは、唐突に晴れた青い空。そして次に目が覚めると、皇宮にいたのだ。

　いつもの寝台の上だと思って目を開けたのに、見えたのは天女の絵図が刺繍された豪華な天てん蓋がい。

　状況をのみ込めないでいる煉花に、女官や宦官たちが甲か斐い甲が斐いしく世話をしながら事情を話してくれた。

　煉花を皇帝は捜していた。探していた理由は罰するためではなく、頼みがあるからだと。

　そして倒れた煉花を役人たちが、皇宮に連れてきたのだ。

　あまりにも勝手な言い分に聞こえて、いい気はしなかった。煉花が皇宮から逃げ出したのは、皇帝のせいとも言えるのだから。隣で晧月が寝息を立てていたのでなんとか落ち着いていられたが、そうでなければ声を荒らげて責め立てたかもしれない。

　そして皇帝に謁見することとなった。

　皇帝が煉花たち親子を捜していた理由は、過去の罪の清算ではなく別の目的。

　その別の目的というのが……。

「そなたには、突然のことで……驚かせてしまった。誠に申し訳ない。そのことも、いや、今までの数々の非礼を詫わびさせてくれまいか。そしてどうか、許してほしい」

　皇帝の声はかすれて小さい。具合の悪そうな体を動かして、皇帝は頭を下げた。

　煉花を捜していた理由は、謝罪のため。

　龍神の花嫁である煉花に無礼を働いたことを詫びたかったのだという。

　事前に話を聞いた時は、にわかには信じがたかったが、しかし今こうして皇帝は頭を下げた。

　蘭帝国の頂点に立つ人物がだ。

　玉座の間に控える者たちのどよめきの声が聞こえる。

　皇帝が頭を下げることなど、本来ならありえない。

　もちろん煉花も、驚いて目を見開いた。

「もちろん、謝罪の言葉だけで済ますつもりはない。望むものは、なんでも与える。だからどうか……容赦願いたい」

　皇帝の声は必死だった。なぜこんなにも必死なのか、煉花にはまだ事情がわかっていない。

　煉花が抱えていた怒りは、弱り果てた皇帝を見てみるみるしぼんでいく。

　戸惑う煉花は、なんとなく視線を外して隣を見る。晧月が眠たそうにあくびをしていた。

　息子も一緒に謁見をと望まれていたため連れてきたのだが、子供には退屈らしい。

　皇帝は確かに、人族の国で一番尊い方だ。

　だが、晧月にとっては、ただの知らないおじさんぐらいの感覚なのかもしれない。

　そう思ったら、それがあまりにもおかしくて、思わず煉花の頬が緩む。

　今までなにを恐れていたのだろう。

「あの、頭をお上げください」

　思ったよりも落ち着いた声が煉花の口から漏れた。

　頭を上げた皇帝と目が合う。懇願するような瞳だ。

　あの日、皇帝は煉花を襲おうとした。煉花はそれを厭って皇宮から逃げ、皇帝を怒らせ大罪人となった。

　罪人として追われることを、しょうがないと思っていたが、しょうがないことではない。恐ろしいことをされたのだから、逃げて当たり前なのだ。

　罪と呼ばれるようなことをしたのは、皇帝自身であり、煉花ではない。

　煉花はそれに気づくと、胸の内がすっきりとした。

　だが、それで許すかどうかといえば別だ。

　そもそも、なぜわざわざ煉花をここまでして探そうとしたのだろうか。

　謝罪をしたいからというだけではないはずだ。

「陛下、ひとつお聞きしたいのですが、どうして謝罪をしようと思われたのですか？　私をここに呼んだのは、なんのためでしょうか？」

「……皇宮に降る雨を止めてほしい故だ。もちろん、そなたに謝罪をしたいのも本当だ。朕は愚かであったのだから」

　皇帝はそう言うと、唇を噛んだ。

　煉花は、言われたことの意味が捉えきれずに、眉根を寄せた。

「雨を止めてほしい……？」

「煉花様、私からも謝罪させて。陛下は確かに罪を犯した。けれど今は、悔いて心を入れ替えたわ。すべてを許してほしいとは言わない。でも、罰するのなら、周りの者を巻き込むようなことはどうかやめてほしいの。後宮でも何人もの妃たちが、体を壊して実家に帰ってしまった。湿気で腐った家具が倒れて、怪我をした女官もいる」

　緑妃が言い募った。

　緑妃の必死な思いは伝わってくるが、だが、言っている意味がわからない。

「皇宮に降る雨は、私がそなたたち親子に無礼を働いた故であろう。この雨による湿気で建物は脆くなり、病を患う者が増えた。……私の体も、病に侵されている」

「あ、あの……」

　皇宮に降り続ける雨の原因が、煉花にあると思われている。

　やっとそう気づいた煉花は目を見開いた。

「どうか、我らに太陽をお返しいただけないだろうか。朕の罪はもちろん承知している。だが、朕以外の者……皇宮にいる者たちも体が次第に弱ってきている。朕の罪であるのに、他の者まで罰せられるのは、あまりにも忍びなくつらい」

「あの、待ってください。私は雨雲を呼んでなんか」

「僕が呼んだよ」

　雨雲など呼んでいない、煉花がそう言おうとすると、晧月がそれを遮った。

「晧月が、雨雲を？」

　隣の晧月を、煉花はまじまじと見る。

「そう。だって、母様が、ここを見るといつもつらそうな顔をするから、壊してやろうと思ったんだ」

　そう言って、晧月は唇を尖らせた。加えて、怒ってます、と主張するように頬を膨らませる。

「晧月、本当に？」

「ほんとうだよ。だって、母様をかなしませるやつは悪いやつだもん。母様は僕が守るんだ」

　そう話す晧月の顔は真剣で、冗談を言っているようには見えなかった。

　となれば、つまり、この雨は……。

　煉花の顔色がさっと青ざめる。

「晧月、なんてことを……！」

　煉花の咎める声に、目を見開いた晧月がうかがうように煉花を見た。

「母様、怒ってるの？　なんで？」

　今にも泣きだしそうな晧月の顔。

　煉花はハッとして息をのんだ。

　息子を叱る資格が、果たしてあるだろうか。

　晧月は、煉花のために雨雲を呼んだのだ。

　煉花が、悲しそうに皇宮を見ていたから。未練のある目を向けてしまったから。

　もちろん皇宮に戻りたいわけではない。皇宮には蓬莱山に行ける船がある。それに乗って、青嵐に会いたいと思ってしまう未練だ。

　己の意志で、青嵐に会わないと決めたというのに。皇宮を見るたびに、心が揺らいでいた。

　晧月が、皇宮に雨を降らせたのは、煉花の弱さ故だ。

「晧月……。私がこの場所を見つめていたのは、嫌いだからではないわ。それにね、むやみに雨を降らせてはいけないの。天の行いは、たくさんの人々を不幸にする」

「悪人なんだから、不幸な目にあったっていいんだ」

　頑なな晧月の言葉に煉花は首を振る。

「あなたは、ここにいる人たちのことをどれほど知っているというの？　ここにいる人たちがすべて悪人だと、なにをもって思ったの？　よくも知りもしないで、他人を罰するの？　それがよい行いと言える？」

「それは……」

　言葉に窮した晧月は悔しそうに口を閉ざした。

「むやみに天候を操ってはいけない。雨は人々の恵みであると同時に、災厄でもあるのよ」

　そう諭しながら、青嵐のことを思った。

　彼がいればなんと答えただろう。いや、そもそも青嵐がいたならば、晧月が雨を降らせていることにすぐに気づいたかもしれない。

「…………」

　唇を引き結んで、晧月は顔を下に向けた。

「……母様、ごめんなさい」

「謝る人が違うわ。私ではないでしょう？」

　煉花の言葉を聞いて、晧月は泣きそうな顔を皇帝に向けた。

「……ご、ごめんなさい。もう雨はっ、ぐす、呼びません」

　そう言うと、途端に目から涙を流して、うえーんと声を出した。そして、そのまま煉花に抱きついて、えっくえっくと泣き続ける。

　その小さな体を煉花は抱きしめた。

　晧月は優しい。そしてまだ幼い。だからこそ、皇宮に雨を降らせてしまったのだ。弱い母を守るために、無意識に夫の役割まで担おうとしたのだろう。

　だが晧月に、そのような役割を背負わせてはならない。

　強くありたいと思った。せめて、晧月の前でだけは、強く。

　煉花は、泣きじゃくる晧月をなだめて隣に座らせると、皇帝に向き合い深々と頭を下げた。

「陛下。このたびは大変申し訳ありません。もう雨が降らないようにいたしますので、どうか晧月を責めないでください。すべては息子の行いに気づけなかった私の責任です」

「顔を上げてくれ。もともとこれは朕の罪で始まったもの。かつての朕は思い上がっていた。人族の頂点に立ち、神よりも尊いとさえ思い始めていた。皇宮に降る雨の災厄は、その傲慢さが招いたことなのだ。そなたに責任はない。それに……神の行いを我々が責めることはできない。その子は龍神の子なのであろう？　ならば、子供といえど神。我らがどうこうできる存在ではないのだ」

　皇帝にそう言われた煉花は、ハッとして顔を上げた。

　晧月は龍神の御子。神なのだ。

　そう改めて突きつけられた気がした。

　煉花には、龍のことはわからない。成長が人の子より早く、頭に角が生えている。それぐらいの違いで、他は人と変わらない。そう思ってここまで来た。

　だが、その思い込みがこのような事態を引き起こした。

　昨日に至っては、力を暴走させた晧月が、あわや死ぬところでもあった。

　もし、青嵐がいてくれたらどうだったか。

　龍神である青嵐がそばにいてくれたら、息子にきちんと力の使い方を教え、命を脅かすようなことにはならなかったかもしれない。

「……そうですね。龍神様の御子でございますから」

　自分でも驚くほど気落ちした声でそう同意する。

　今まで見ないふりをしてきたが、晧月は龍神の子。神の子だ。

　これから先、どうする？　人では対処できない問題がこれからも起こるかもしれない。

　そうなったら……。

　青嵐が煉花と別れたのは、煉花に力がなくて強い世継ぎが望めないからだ。

　煉花が青嵐と会わないと決めたのは、晧月を守るためだ。

　だが、本当にそうだろうか？　ただ煉花は逃げているだけなのではないだろうか。

　青嵐に本心を聞くのが怖くて逃げている。

　青嵐は、別れの理由を世継ぎの問題だと言っていたが、姉を見た青嵐が煉花より姉を選んだだけの話かもしれない。

　そう疑ってしまう心がどこかにあるから、改めて問いただすことから逃げている。

　世継ぎの問題で仕方なく別れた、その方が、煉花にとってよいのだ。

　煉花は唇を噛んだ。

　己があまりにも臆病で、嫌気がさす。

　もう逃げることはやめよう。

　一度青嵐に会おう。すべてをはっきりさせる。

　煉花は十分な神通力を持っていた。なぜか、その力を自由に使えなかっただけ。

　ならば、今の煉花には青嵐と別れる理由はない。

　もし、それでも青嵐が煉花とともにいることを厭うようなら、それは気持ちがなかったということだろう。

　それを考えるだけで、胸を締めつけられるように苦しいが、でも、しょうがない。

　青嵐から愛していないと言われたら、きっと悲しい思いをする。

　でもそれでいい。悲しめばいい。そうだ。たったそれだけのこと。

　なにを怯える必要があるだろうか。

「それにしても、龍神の御子様のお許しをいただけても、まだ空は晴れぬのですなぁ」

　煉花が覚悟を決めていた時、ふと誰かがそう言った。おそらく、皇帝に仕える宦官のひとりなのだろう。嘆くような彼の声に、誰もが窓の外を見る。

　外にはいまだに雨が降り続けていた。

「もう雨は呼ばないけど、僕は晴らし方はしらないから……。そのうち風で飛ばされて雨雲はなくなるとは思うけど……」

　晧月が小さな声でそう言った。

　ならば、しばらくはこのまま雨ということか。

　なんとなく気落ちした空気がその場に広がった時、ふと、煉花はあの話を思い出した。雨雲を晴らすことができる妃の話だ。

「あの、お姉様なら……雀玲妃なら、雨雲を払いのける力があると噂で聞きました。雀玲妃に頼んで、雨雲を晴らしてみてはいかがでしょうか？　晧月も、もう雨雲を呼び寄せないと言ってますし、一度晴らしてしまえば問題ないかと」

　煉花がそう提案すると、皇帝と緑妃の顔はくぐもった。

「う、うむ……確かに、雀玲妃は〝照らす〟という天に干渉できる貴重な力を持っている。だが、実は昨日から雀玲妃の調子が悪いようで、空を晴らせないと申していてな……」

　晴らせない？

　煉花は少し気にかかり、わずかに眉をひそめた。

「あの女のことです。どうせ、ただの我儘。私たちを困らせたいだけですわ」

　緑妃が嫌そうな顔をしてそう吐き捨てた。

　煉花はふたりの表情を見ながら、雀玲が後宮でどのような振る舞いをしているのかをなんとなく察した。

　そういえば町人たちの噂では、雀玲は空を晴らすことができるのをよいことに、後宮で好き勝手に振る舞っているとか。

　人は変われる生き物だ。煉花も変わった。皇帝も。

　だが、おそらく姉は変わっていない。

「あ、でも、母様ならこの雨雲をあっちいけできると、思う」

　煉花が、姉のことを思い出していると、晧月がぽつりとそう言った。

「だって、晴らしてたでしょ？　ぼくが力をつかいすぎて倒れた時」

　晧月が力を暴走させた時の話らしい。

　晧月の力をどうにか抑え込んだ後、確かに煉花は晴天を見た。直前まで雨雲に覆われていたはずの空に、陽の光が差しているのを。

「あれを私がやったと言いたいの？」

「そうだよ。母様が照らしてって言って……だから照らされたんだと思ったんだけど」

　そういえば、言った気がする。どこまでも広がる雨雲を見て、昼に薬草を干していたことを思い出して、それで……。

「確かに、言ったかもしれない……でも」

　己にそのような大層なことができるとは到底思えない。

　あの時晴れたのはなにかの偶然だ。

　だって、人より優れたことが今までできた試しがあっただろうか。

「母様なら、できるよ。だって、ぼくの母様だもん」

　晧月の言葉にハッとした。

　晧月が澄みきった綺麗な金の瞳で煉花を見ている。信じる者の目。

　煉花を煉花以上に、信じてくれている存在がここにいる。

　今までずっと、煉花がなにかをしようとすると、心の内から声が聞こえてきていた。

　それは母の声である時もあるし、父の声でも、姉の声でもあった。

　お前にできるわけがない。お前なんかに特別なことができるものか。

　その声は煉花の心の奥の奥にまで染み渡り、なにかをやろうとするたびに怯えてなにもできなかった。

　そして思うのだ。ああ、やはりできなかったと。

　親や姉たちの言う通りだと。

　だが、違う。できなかったのは、しようとしなかったからだ。

「晧月、ありがとう。そうね。やってみるわ」

　煉花の言葉に、晧月は嬉しそうに目を細めて笑う。

　その太陽のような金の瞳の輝きに、いつもの胸の内に潜む卑屈の影が、さっと退いてゆく。

　今なら、なんでもできるような気がして、煉花は、ゆっくりと立ち上がった。

　皇帝に仕える宦官が、内と外を隔てていた建具をすべて取り外した。外がよく見える。

　ざあざあと降り続ける雨。昼のはずが雨雲のためにどんよりと暗い。

　煉花はその雨雲を見上げる。

「……〝照らして〟」

　たったひと言。それを口にした瞬間、ぐんと体の中でなにかが吸われてゆくような妙な感覚が起こった。

　これは……。

「陛下！　ご覧くださいませ！」

　誰かがそう声をあげ、煉花はまぶしさで目を細めた。

　みるみるうちに雲が空から消えてゆき、そこから陽の光が差し込んでくる。

　きらきらと、そこかしこに広がる水たまりに太陽の光が反射し、視界一面がまぶしい。

「おお、これは！」

　誰かの喝采のような声。嗚お咽えつ交じりの言葉も聞こえてくる。

　人々は我も我もと外に足を向けていた。

　久しぶりの日差しを体中に浴びたいとでもいうように、足元の泥など気にせず外に駆け出した。

「陛下！　天が晴れ渡りました！　青い空が見えますぞ！」

　その言葉につられるようにして、皇帝がよろよろと立ち上がった。

　瞳は輝く空にまっすぐ向けられている。

　緑妃がそんな皇帝を支えながら一緒に立ち上がる。

「おお……！　おお！　煉花殿……！　誠に！　誠に、感謝申し上げる！」

　皇帝は声を押し殺すようにして泣いていた。

　そして周りの臣下たちも、青い空を見ては涙を流す。

　彼らの災厄が終わりを告げたのだ。

「陛下、お気持ちはわかりますが、煉花様への御礼は言葉だけではいけませんわ」

　緑妃は、涙で濡れた瞳に笑みを浮かべて皇帝に優しく語りかけた。

「あ、ああ、そうだな。そうであった。望みをなんでも叶えたい。なにか、あるか」

　そう言った皇帝の顔には、かつての溌剌さが戻ってきていた。

　そしてその姿を緑妃が隣で嬉しそうに見上げている。

　緑妃は、本当に陛下のことを愛しているのだと煉花には伝わった。

　煉花はそれが嬉しく、同時にとても羨ましい。

　愛する人とともにいられる幸せを、煉花は一度捨ててしまった。

「陛下、ひとつお願いがあります。私を蓬莱山にお連れくださいませ」

　煉花は恭うやうやしく頭を下げた。

「それはもちろん構わぬ。むしろなぜ今まで、戻らずに……ああ、そうか、朕のせいであったな。皇宮に戻れば捕まる。蓬莱山行きの船を置いているのはここだけなのだから……」

　正確にはそれだけが理由ではないのだが、煉花はなにも言わずに陛下に頭を下げ続けた。

「必ずそなたらを蓬莱山に送り届けよう」

「ありがとうございます。つきましては、恐れ入りますが、出立は明日でもよろしいでしょうか。お世話になった方に、一度ご挨拶してからまいりたいのです」

　そう言って煉花はちらりと晧月を見た。

　泣き疲れたのか、いつの間にか晧月は眠っていた。

　どこでも寝る子であるが、まさか皇帝への謁見中に眠るとは。

　さすがは神の御子だと、変なところで感心しながら笑みを浮かべる。

　明日蓬莱山に、晧月とともに向かうが、青嵐の心を確かめるまでは晧月の存在は隠さねばならない。

　もし、青嵐が他の女性を見初めていて、その方と子をなしたいと思っていた場合、晧月は殺されかねないからだ。

「あいわかった。では明日、船の準備をして待っている。それにしても、姉妹で同じ固有道術を持っているとは珍しいこともあるものだ」

　そう皇帝に言われて、煉花は、ハッとした。

　固有道術は、通常の道術とは違い、修行や血筋で会得できるものではない。

　加えて、煉花が使った〝照らす〟の固有道術は特殊だ。本来、天に干渉する力は龍神のみが使える特別なもの。

　それが、姉妹で同じ力を持つことなど、あり得るのだろうか。

「しかしこれで雀玲妃の手を煩わせることもなくなるな。よかったよかった」

　朗らかに言う皇帝を緑妃がねめつけた。

「笑っている場合ではありません！　陛下はお人がよすぎます！　天を晴らすとはいえ、莫大な金子と引き換えではございませんか！　しかもほんの少しだけの時間しか晴天を作れぬ上に、気に入らない妃の宮の上は絶対に晴らさないのですよ！　おかげで私の宮が湿気にやられ、ひどい有様です」

　緑妃が鼻息を荒くして不満を述べると、皇帝が愛しそうに見つめる。

「しかし、彼女のおかげで皇宮が今までもったのも事実だ」

「陛下がそのようだから、あれがつけあがるのです！　今や自分の力を誇示して、信者を作り好き放題！　ま、でも、雨雲が晴れたから、これから先は同じようにとはいかないでしょうけどね！」

「そう、怒るものでもない。もとを正せば朕の過ちが引き起こしたこと。雀玲妃は妹を辱められたことを怒っておったのかもしれない」

　皇帝にそう諭されて、緑妃がハッとして煉花を見た。そして申し訳なさそうに眉尻を下げる。

「そうね。そうだったわ……。私、煉花様の前で姉君のことを悪く言うなんて……。不快に思われたでしょうね。本当に申し訳ありません」

「あ、いえ、私は大丈夫です。気にしておりませんので」

　煉花はそう言った。

　気遣ったわけでも遠慮したわけでもなく、本当に、なにも思わなかったのだ。

　緑妃から姉の話を聞いた時、姉ならやりかねないとそれだけを思った。悪口を言われたことへの不快感がいっさいない。

　でも言われてみれば、家族のことを悪く言われたら普通は不快に思うはずだ。

　それが晧月だったらと想像するだけでも、嫌な気分になるのだから。

「それに、このような災厄のおかげで朕は気づけたことがたくさんある。己の傲慢さ、そして、本当に愛すべき人の存在だ」

　皇帝が、緑妃の手を優しく取った。

「朕が病に倒れて、多くの者たちは私のもとを去った。病に伏した朕を慮おもんぱかり、そばにいてくれたのはそなただけであった」

「陛下……」

　外から差し込む光の中で、皇帝と緑妃は手を取り合っていた。

　陽の光のせいか、あまりにもまぶしくて、煉花は穏やかな気持ちで目を細めた。




◆




　青嵐は龍に変化して蘭帝国の中心地、皇宮まで飛んできた。

　双子に運ばせるよりも自ら飛んでいった方が早い。

　人々が混乱しないようひそかに人型に戻り、地上に降りようとした時、思ってもみなかった者を見つけてしまった。

「なぜ、煉花が、皇宮の外に？」

　煉花がちょうど皇宮から出てくるところだった。

　空高くで地上を見下ろしている青嵐のことを、煉花はもちろん、他の者も誰も気づいていない。

　煉花のことは皇帝に頼んだ。皇宮という場所で、煉花を大切に保護すると約束してくれたからこそ、託せたのだ。

　だが、外を歩く煉花は、そのあたりの町人と同じような服装だ。皇宮で大切に保護されている姫、という出で立ちではない。

　それに、気になるのはそれだけではない。

　彼女は、小さな子供を連れている。

「あの子供は、なんだ？」

　子供は頭を布で覆っていて、姿かたちが上からでは見えない。

　だが、布からはみ出している黒い髪が、なんとなく煉花と同じように見える。

　まさか、煉花の子、なのだろうか。

　そう思った瞬間、頭を鈍器で殴られたような衝撃を受けた。

　煉花の子供だとしたら、相手は、誰だ？

　己ではないことはわかっている。神通力のない煉花が、龍神の子を身ごもれるとは思えない。

　気づけば青嵐は地上に降りて、少し離れたところから彼女を見ていた。

　自分でもなにをしたいのかわからない。こっそりつけ回すような行いをしている己を愚かであると思いながら、止められなかった。

　気になるのなら、直接聞けばいいと思うのに、声をかける勇気が出ない。

　それに、どんな顔をして煉花に会えばいいのか。

　我ながらひどい言葉を用いて煉花と別れた自覚はある。すべて彼女のことを思うが故の嘘だとしても、ひどい言葉を浴びせたことに変わりはない。

　だが、彼女の声が聞きたい。あの子供はなんなのか。今なにをしているのか。現状を知りたい。

　いや、声をかけないまでも、もう少し近くで彼女を見ていたい。

　蓬莱山にこもっていた時には我慢できた衝動が、彼女の姿をちらりと一瞬見ただけで、抑えきれなくなってきた。

　声をかけるべきか、かけないべきか。

　そうこう悩んでいるうちに、煉花はとある家屋の中に入ってしまった。

　二階建ての木造の建物で、少々年季が入っているものの、外壁に蔦が絡んだところもなくよく手入れされている。

　扉のすぐ上に安楽堂と赤字で書かれた看板が掲げられ、『薬処方します。なんでも診ます』などと書かれた破れかけの紙が壁に張られている。

　薬屋か医院か。どちらにしろ、体調がよくない者が通う場所だ。

　まさか煉花の体調不良は治っていないのだろうかと、青嵐は慌てて格子窓の隙間から中を覗く。

　煉花がいた。真剣な眼差しで、年老いた人間と話している。

　近くには老人と面差しの似た若い男がいた。その男が先ほど煉花が連れていた子供を抱いている。

　子供はすっかりその男を信頼しているようで、甘えた様子で抱かれていた。

　三人は、深刻そうな顔でなにかを話し合っているようだが、声が聞き取れない。

　なにを話しているのだろうかと耳をそばだてると、子供を抱いた若い男がこちらの近くまでやってきた。

「母様は、大事な話があるようだから。晧月は僕と隣の部屋で遊ぼう」

　若い男の声が聞こえてきた。

　優しい声色。おそらく彼は、その子供の父親なのだろう。青嵐はそう思った。

　そして、〝母様〟というのは煉花だ。

　それに気づいた青嵐は愕然として青ざめ、顔を両手で覆った。

　――煉花は、ここで所帯を持ったのか。

　別の男とともに幸せになる。己とではなく別の……。

　当然だ。煉花には幸せになる権利がもちろんある。煉花と別れたのは己の判断だ。

　そう思うのに、嫌な気持ちがあふれて止まらない。

　自分の身勝手さに嫌気がさす。

　悔しさ、後悔、怒り、悲しみ、寂しさ、喪失感。

　あらゆる負の感情が、こみあげてくる。

　……だめだ。ここで心を乱せば、天候が崩れる。

　青嵐は龍神だ。その感情ひとつで天を荒らして国ひとつを滅ぼせる。

　遠い蓬莱山にいれば、人族に災いが降りることはないが、今は違う。

　青嵐は濁流のような己の感情をどうにか押し込めると、その場から逃げるように駆け出した。

　そして走りながら姿を変える。風のように駆ける青嵐が、空高く飛んで龍になる。

　突然立ち込めた雲の上で、悲しげに泣く龍の声に気づけた者は、誰ひとりとしていなかった。




◆




　安楽堂に戻った煉花は、白易と秀祐に今までのことを話した。

　龍神の花嫁であったこと。離縁したこと。その時には晧月を身ごもっていたこと。

　そして、これから龍神に本心を尋ねに行こうと思っていること。

　白易は、蓬莱山に向かうと決めた煉花に「その方がよい」と同意してくれた。

　秀祐は、「煉花さんの決めたことなら僕がなにを言ってもだめですから」と言って悲しそうに微笑んだ。

　その微笑みの意味を、煉花は初めて悟った。だが、なにも知らないふりをした。

　秀祐は穏やかで優しくて、本当に素晴らしい人だ。

　でも秀祐の気持ちには応えられない。

　それはたとえ、青嵐に手ひどく振られたとしても変わらない。

　そうして煉花はお世話になったふたりに別れを告げると、翌日、晧月とともに朝一番に皇宮へと向かった。

　だがその道の途中で、声をかけられた。

「煉花ちゃん」

　その人は、人気のない通りの真ん中で、美しく微笑んでいた。

「お姉様……」

　姉の雀玲。後宮の中から出られないはずの姉がそこにいた。

　白の襦に、金糸で五弁の花が刺繍された濃紫の裙を穿いた雀玲は、相変わらず艶やかだった。

　ただ、平民も暮らす都の通りにひとり立っているのは、あまりにも不自然で、不気味でさえあった。

「久しぶりね。昨日皇宮にいたのでしょう？　それなら私に会いに来てくれたらよかったのに」

　以前と変わらぬ誰をも魅了する美しい笑顔。今も昔もその笑顔が恐ろしかった。

「特に、会ってお話しすることもなかったので……」

「あら、あんなにかわいがってあげたのに冷たい子ね。あ、そうそう、耳飾り壊れたのでしょう？　煉花ちゃんのために新しいのを作ったの。ほら、これよ」

　そう言って雀玲が差し出した手の中に、赤い珊瑚の耳飾りがあった。煉花がつけていたのと同じものだ。

　耳飾りを姉からもらった日のことは、煉花は今でも鮮明に思い出せる。

　煉花が幼かった頃、意味もなく両親にひどく怒鳴られて、部屋の片隅で膝を抱えて泣いていた。

　その時、雀玲が隣に寄り添って、『大丈夫？』と優しく声をかけてくれたのだ。

　そして『泣かないで。これをあげるから』と言って、赤い珊瑚の耳飾りをくれた。

　いつもはそっけない姉が、その日はすごく優しくて、嬉しくなった、

　この耳飾りを一生大事にしようと、そう決めた。

「だめでしょう？　私があげた耳飾りを壊すなんて」

「……耳飾りを渡すためにここで待っていたのですか？」

「先ほどから、なあに？　その反抗的な、目。もしかして煉花ちゃん、一度は龍神様の伴はん侶りょになったからって、私より上に立ったつもりでいるの？」

　そう言うと、ニコニコと微笑んでいた雀玲の顔が豹ひょう変へんした。

　冷たく目を細めて煉花を睥へい睨げいする。

「私は……上に立つとか、そのようなこと、考えたこともありません」

　そう、一度もない。

　ただ、隣に立ちたかった。上でも、下でもなく。姉妹として、家族としてその隣に。それだけでよかったのだ。

「それじゃあどうして、耳飾りを受け取ってくれないの？　前はおそろいだと言ってあんなに喜んでくれたのに。ほら、さあ早くこの耳飾りをつけて」

　雀玲が嫌な笑みを浮かべる。

　押しつけるように差し出された耳飾りに、煉花は思わず手が伸びた。

「母様、どうしたの？」

　不安そうな声が下から聞こえて、煉花はハッとした。

「晧月……」

　息子が煉花の手を握り、上目遣いで見ている。

　まただ。また弱気になっていた。

　思わず苦笑いが浮かぶ。

　強くなると誓ったはずだ。少なくとも、息子と一緒にいる時は。

　耳飾りを受け取れば、雀玲が優しくしてくれるかもしれないと、一瞬でも、そう思ってしまった。

　息苦しい。雀玲といる時は、いつも息苦しかった。

　雀玲に気に入られるように、機嫌を損ねないように常に気を遣ってきた。

　家族の中で唯一煉花を受け入れてくれたのは、雀玲だと、そう思って……。

　だけど、それはきっと正しくない。

　今、煉花の中でずっと警鐘が鳴っている。

　耳飾りが壊れたとたんに神通力が使えるようになったこと。

　煉花の固有道術である〝照らす〟の力を、雀玲も使っていたこと。

　そして、煉花が力を取り戻したのと同時期に、雀玲が〝照らす〟の力を使わなくなったらしいこと。

　煉花はきゅっと唇を引き結び、顎を下げ、姉を、雀玲を睨み据えた。

　表情の変わった煉花に、雀玲が怪訝そうに眉をひそめる。

「お姉様、こちらの耳飾りはいりません」

　耳飾りを差し出す姉の手を、煉花は押し返した。

　雀玲はさらに眉間に皺を寄せて煉花を睨み上げる。

「……どういうつもり？」

「その耳飾り、細工をされてますよね？」

　煉花がそう言うと、雀玲は少しだけ目を見開いた。

　そして愛らしく首を傾げる。

「なにを言い出すかと思えば、細工？　なんの話かしら」

「とぼけても無駄ですよ。その耳飾りは、私から神通力を奪うためのものですよね？」

　この耳飾りが煉花の力を吸い取り、それを雀玲に流していた。

　そう考えれば、すべてのつじつまが合うのだ。

　今まで煉花がまったく神通力を使えなかったのは、耳飾りから力を吸われていたから。

　身体的には、神通力を持ち合わせていたから、蓬莱山にいて青嵐のそばにいても体を病まずに済んでいた。

　そして、耳飾りが壊れて、煉花は本来の力を取り戻し、〝照らす〟の固有道術を使えるようになった。

　雀玲が、後宮で〝照らす〟を使えていたのは、耳飾りを通して煉花の力を奪っていたからだ。だから煉花の耳飾りが壊れたことで力を使えなくなった。

「嫌だわ。どんくさいから一生わからないと思っていたのに」

　雀玲がクッと笑う。

　そして、雀玲の笑い声は次第に大きくなっていった。

「ふふ、ははは。よくわかったわね。そうよ、私の固有道術、道具を通して人の力を奪う〝略奪〟で、煉花ちゃんの力を奪ってあげたの。煉花ちゃんのくせに神通力の総量が多かったから、奪いがいがあったわ」

　雀玲が得意げに笑いながら語り始めて、煉花は思わず唇を噛んだ。

　耳飾りをつけた頃からだとすると、煉花は、ずっとずっと幼い頃から、雀玲に搾取されていたことになる。

　そしてそれは神通力を奪われただけじゃない。

　稀に見る神通力の強さを持つ姉は両親に溺愛されていた。一方で力を奪われていた煉花はいない者として扱われていた。

　青嵐とも、力を奪われていなければ、別れることにはならなかったはずだ。

　力がないことで、煉花は様々なものを奪われてきたのだ。

「私は力がなくて、そのことでよく親にぶたれてました。もちろん、姉様も知ってましたよね？」

「もちろん知ってたわ。見てたもの」

「……もし、姉様が、私の力を奪わないでいたら、あれほどぶたれなかったかもしれない」

「確かにそうかもしれないわね。でも、そんなの私には関係ないわ」

　どこまでも明るく、無邪気に言ってのけるので、煉花は愕然とした。

　ここに来て、いまだに姉に期待する気持ちが残っていたらしい。

「姉様は、私のことをどう思っていたのですか？　妹だと、家族だと思っていてくれていたことは、一度も、なかったのですか？」

「まあ、なにを言ってるの。家族？　ふふふ、ははは」

　なにかが笑いのツボに入ったらしい。雀玲はしばらく楽しげに笑うと、煉花を見た。

「煉花ちゃんのことは、本当に都合のいい道具だと思ってたわよ。あーあ。それにしてもつまらないわ。煉花ちゃん気づくんだもの。なにも知らずに、私の養分でいればよかったのに」

「……そう、ですか」

　ああ、やはり、そうなのだ。家族だと思いたかったのは、煉花だけだった。

　どうして、ずっとこんなもののためにしがみついていたのだろうか。

　姉が、煉花のことをまったく愛していないことなど、本当はとっくの昔にわかっていたのに。誰にも愛されていないという事実を受け入れるのがつらくて、見て見ぬふりをしてしまった。

　最初から、ここに煉花が求めていたものなんてなかったのだ。

「ねえ、煉花ちゃん。私はね、感謝してほしいくらいなのよ。〝照らす〟なんてつまらない能力を私の役に立たせてあげたのよ。これ以上光栄なことなんてないでしょう？　でも、残念ね。皇宮の雨が上がっちゃったから、またつまらない固有道術に逆戻り」

　平然とそう言ってのけた雀玲に、煉花は吐き気がしてきた。

　能力を奪われたことを感謝してほしい？　一体どこに感謝するところがあるのだろう。

「それもこれからって時に使えなくなるんだもの。嫌になっちゃうわ。あ、そうだ。今からでも遅くないわよね。ねえ、その子が雨を降らせていたんでしょ？　また降らせてみてよ。そしたら、またあなたのくだらない道術も私の役に立てるのだし」

　雀玲が楽しそうにそう口にした。雀玲の視界に晧月が入ることすら許せずに、煉花はかばうように晧月を後ろに隠す。

　が、晧月は大人しく守られるような性格ではなかった。

　煉花を押しのけるようにして前に出ると、雀玲を睨み上げた。

「お前、さっきからうるさい！　あっちいけ！　おばさん！」

　晧月がそう言うと、雀玲の顔色がさっと青ざめた。

「は？　おばさん？　まさか、私のこと？」

「そうだよ！」

「晧月、やめなさい！」

　煉花はたしなめたが、もう遅い。晧月の反抗的な態度に、雀玲は頬をぴくぴくと痙けい攣れんさせた。

「躾のなってないガキね。それになに？　その子の頭についてるの。角？」

　眉をひそめて、雀玲がジロジロと晧月を見下ろす。

「頭に角が生えてるとか、なんて醜いのかしら……」

　心底気味が悪いとでも言いたそうに顔を歪める。

　思わず煉花は雀玲を睨みつけた。

　晧月は誰よりもかわいく、美しい。もちろん、その角さえも。

「お姉様、もう帰ってください！　早く！」

「あなたが耳飾りをつけるまで帰る気ないわ。……あ！　そうだわ！　この子にこの耳飾りをつけたらいいんじゃない!?　龍神の子の力を奪えるなんて最高だわ」

　そう言ってはしゃぎ始めた雀玲を見て、煉花は目を見開いた。

　雀玲は、煉花だけでなく、晧月までも自分の道具にしようとしている。

　そう察した時、全身の血液が沸騰しそうなほどに体が熱くなった。ここまで人を憎く思ったことはない。

　今まで、煉花はたくさん姉や両親から罵ば倒とうされてきた。自分のことをなんと言われようが耐えられる。

　だが、晧月のことだけは許せない。

「……あなたにはもうなにも奪わせません」

「奪うかどうかを決めるのは、私なの。お前じゃない」

　雀玲はそう言うと右手をあげた。

　それが合図だったのか、複数の男たちが煉花を取り囲む。

　すぐ近くに待機していたのだろう、雀玲の合図で現れる段取りになっていたのだ。

「〝照らす〟の能力を使ってたら、私こそが神だと崇めてくれる人たちが何人もいてね。彼ら、私の命令ならなんでもしてくれるのよ」

　雀玲は笑いながら、囁くようにそう言った。

　逃げなければ。

　そう判断した煉花は踵を返して駆け出した。しっかりと息子の手を握る。

　だが、足をなにかに取られて、体が宙を舞った。

　晧月をかばうようにして抱き、そのまま地面に叩きつけられる。頬や肩が大きく擦れた。だが痛みにばかり構ってはいられない。

「……くッ！　はあ、晧月、大丈夫……!?」

　衝撃に耐えて胸の中に抱いた息子に声をかけると、息子は心配そうに煉花を見つめる。

「僕はへいきだけど……母様が……」

「よかった。私も大丈夫よ」

　そう言いながら、先ほど足をとられた場所を見ると、道術文字が地面に浮かんでいた。

　おそらく転ばせる道術だ。雀玲の仲間の中に道術使いがいる。

　煉花も道術を使えれば対抗手段をとれたのだが、まともに修行を積んでいない煉花が使えるのは固有道術の〝照らす〟のみ。

「晧月、走れるわね？　逃げるわよ」

　雀玲の仲間たちがぞろぞろとこちらにゆっくりと近づいてくる。

　それらを睨みながら煉花は晧月を立たせた。

「僕は走れるけど……」

　不安そうに晧月が瞳を揺らす。

　煉花は、もう走れない。先ほど放り出された時、足を痛めてしまった。

　だが、晧月だけは逃がさねばならない。

「私も走れる。必ず後ろから追いかけるから、先に行きなさい」

　どこにも痛みなどないように、平気なふりをして笑みを浮かべる。

　だが……。

「うぐ……っ！」

　煉花の右手に強烈な痛みが走った。

「あらやだわ。煉花ちゃん、逃がすわけがないでしょう？」

　そう言って、煉花の右手を踏みつけながら、雀玲が笑う。

「晧月……！」

　笑う雀玲の後ろで、雀玲の手下たちが晧月を囲っていた。

　このままでは晧月も捕まってしまう。

　そう思った時、突然空が暗くなった。

　雀玲の手下たちが、陽の光がなくなった空を仰ぎ見て、戸惑い始める。

　煉花も上を見ると。分厚い雨雲が空を覆っていた。今にも降りだしそうだ。

　まさか、また晧月が……？

　そう思った時、激しく雷が鳴った。同時に土砂降りの雨が天から降り注ぐ。

　男たちは突然の雷雨に恐れをなして散ってしまった。

「なんてこと！　あなたのガキの力ね？　本当に迷惑な力ね。でも、今さら、雷雨を降らせてどうするつもり！　雨なんか降らせても、私を追い払えもしないわよ」

　雨に濡れながらも、雀玲はなおも強気に笑う。

「晧月、力を暴走させてはだめよ！　あなたは今すぐ逃げて！　お願いだから！」

「いやだ、僕は逃げない！　それに、これは僕の力じゃ――痛！」

　晧月が何事かを言う途中で言葉を切った。雀玲が晧月の腕を乱暴に引っ張り上げたのだ。

「黙りなさい！　まったく！　いい加減、雨が鬱うっ陶とうしいったら！　龍神の力を奪って雨をやませるしかないわね」

　雀玲は、晧月の腕をさらに引っ張り上げる。

　晧月は抵抗したが、成長が早い龍神の子といえど、力はまだ子供の強さ。

　腕を持ち上げられて、晧月が苦しそうにうめく。

「晧月……！」

　どんどん雨が強くなる。

　雨の音で、晧月の声が聞こえない。

　耳に無理やり耳飾りをつけようとする雀玲に、晧月は耳を守りながら必死でなにかを煉花に伝えようとしている。

『ここだけを照らして』

　晧月がそう言っている気がした。

　なぜ照らすのか、わからない。それでも、煉花は藁わらにもすがる思いで口を開いた。

「照らして！」

　煉花の声は雨の音にかき消される。

　だが、煉花の固有道術は確かに行使された。

　唐突に、陽の光が、頭上に降り注ぐ。

　煉花と晧月がいるこの狭い空間に差し込むように。

「あら？　照らしてくれたの？　ふふふ、本当その力間抜けよね!!　ただ照らすだけで、なにもできない！　あ、それとも、私があなたの息子に耳飾りをつけやすいように照らしてくれたのかしら？　ふふふ、煉花ちゃんにしては気が利くことをするのね」

　ずぶ濡れの雀玲が、楽しそうに笑う。晧月はなおも雀玲の手の中だ。

　――ドン。

　雷の光とほぼ同時に、雷鳴がとどろいた。

　――バリバリバリィ。

　近くの木に雷が直撃したらしく、縦に裂かれて倒れてゆく。

「な、なに!?　雷が落ちたの!?」

　雀玲は恐怖で顔を強張らせながら、あたりを見渡す。

　しかし、照らされた場所はよく見えるが、周囲はまだ激しく雨が降っているためよく見えない。

　煉花は、這うようにして晧月のもとに行き、戸惑う雀玲から晧月を引き離す。

「ちょっと！　なに!?　なにが起こっているの!?」

　動揺で上ずった雀玲の声が響くが、彼女の声に応える者はいない。

「晧月、大丈夫だからね……。母様が守るからね……」

　煉花は必死で息子を抱きしめた。

　己の力で照らされているとはいえ、周りを吹きすさぶ風は強く、その風に乗って雨の粒がしぶきのようになって煉花たちに当たる。

　そして、先ほど晴らしたばかりの空に影が差した、

「……ちょっと！　なに!?　あれ!!」

　雀玲の悲鳴のような声が響いた。

　顔を上げると、雀玲が震える手で空を指さしている。

　指し示す場所を見て、煉花は目を見開いた。

　銀色の美しい鱗をまとった龍が悠然と空に浮いている。

　それは、大きな爪と鋭い牙を持っており、金色の鋭い瞳でこちらを睥睨していた。

　煉花は、懐かしい彼との出会いを思い出した。

　銀の鱗と螺鈿細工のような角を持つ美しい龍との出会いを。

「青嵐様……」

　天を見て、煉花はそう名を口にした。

「ば、化け物だわ……」

　すっかり怯えきった様子の雀玲が顔を青白くさせ、龍の姿の青嵐を気味の悪いものを見るようにして言った。

　その言葉を聞いた瞬間、煉花は再び頭に血が上る。

　もう立てないと思っていたが、痛む足に力を入れて煉花は立ち上がった。

　そして雀玲を睨み上げる。

「私だけならまだいい。でも、晧月と、青嵐様を侮辱することだけは許せない！」

「な、なんですって……!?　煉花のくせに生意気よ！」

　雀玲の右手があがった。

　叩かれる、と思って身構えたが、衝撃は来なかった。

　恐る恐る顔を上げると、いつの間にか人の姿をとった青嵐がすぐ近くにいた。彼は雀玲の振り上げた右手を掴んでいる。

「痛い！　な、なに……!?」

「なにをするつもりだと聞きたいのは、私の方だ」

「りゅ、龍神様……!?」

　自分の手を取った相手が龍神だと気づいた雀玲の顔が青ざめた。

　龍神は、うるさいとでも言うように雀玲をひと睨みした後、ゆっくりと煉花を見た。そして目を瞬かせ、つらそうに眉をひそめた。

　今の煉花は、雨と泥に濡れた上に、傷だらけだ。

「その姿は……大丈夫なのか？」

「私は……大、丈……」

　大丈夫だと、そう言おうとしたが、言葉を続けられず眩暈がした。

　緊張の糸が解けて、くじいた足が痛み、立っていられない。

「煉花……！」

「母様……！」

　ふらりと倒れそうになったところを、青嵐が受け止めた。

　一瞬にして懐かしい彼の香りに包まれる。

「彼女をここまで傷つけたのは、お前か……？」

　煉花をしっかりと受け止めると、青嵐は雀玲を睨んだ。

「龍神様、お、落ち着いてくださいませ。私は、そんなことしておりません。これは、煉花ちゃんが、龍神様の気を引くために自ら行ったこと、ああ、我が妹ながら、なんて浅ましいのでしょう。煉花ちゃんは龍神様を騙だましているのですわ」

　先ほどまで鬼の形相で煉花を罵ののしっていた女はそこにはいなかった。

　目を潤ませ、懇願するように青嵐を見やる。濡れた髪が哀れさを誘う。

　こうすれば男はなびくのだと、知っている顔だ。

　煉花は、違う、と叫びたかった。だが、声が出ない。

「母様がそんなことをするもんか！」

　煉花の後ろに隠れるようにいた晧月が、煉花の代わりとばかりにそうかみつく。

「その通りだ。煉花は誰かをむやみに欺かない。嘘をつけばついた分、自分を責めて苦しむような優しい人だ……お前とは違う」

　凍えてしまいそうなほど、冷たい青嵐の声が降ってきた。

「……ッ！」

　雀玲は、まったく自分になびかない青嵐に顔をひきつらせた。

　自分の思い通りにならない者に初めて出会ったとでも言いたげな顔だった。

　だがすぐに取り繕って青嵐を見上げた。

「……そ、そうですわ、龍神様、今はそれどころではないのです。先ほど、世にも恐ろしい化け物が空に！　早くここから移動しなくてはなりません」

　自分の分が悪いと判断したらしい雀玲は、別の話題に切り替えた。

　しかしその話を聞いた青嵐の表情が崩れる。興味深そうに片眉を上げた。

「……ほう？　化け物が」

「ええ！　それはもう醜悪で恐ろしい姿でした」

　と怯えたふうに言う雀玲を見て、青嵐は苦笑した。

「青嵐様……姉の無礼を、お許し、ください」

　少しだけ意識がはっきりしてきた煉花が、そう詫びる。

　青嵐が心配そうに煉花を見る。

「構わぬ。あのような女にどう思われようと気にならない。それより、そなたは大丈夫なのか？」

「はい……もう立てます」

　そう言って、煉花は改めて自分の足で地面を踏みしめた。

　まだ足は痛い。だが、立っていたかった。

　青嵐に支えられ、守られているばかりの存在になりたくない。

　自分の力で、青嵐の隣にいたい。

　晧月にもそんな母の姿を見せたくない。

　晧月が支えねばならぬ母ではなく、晧月を支える母でいたい。

「ゆっくりしている場合ではないのでは？　化け物がすぐ近くにいるのです！」

　自分を放って煉花にばかり構う龍神に、雀玲が忌々しそうにそう口にする。

「化け物か。なるほど、もしやその化け物、このような姿ではなかったか？」

　青嵐がそう言うと、再び雷鳴がとどろいた。

　あたりがちかちかと明滅を繰り返し、雀玲は思わず目を閉じた。

　そして明滅が落ち着き、雀玲がゆっくりと瞼を上げると悲鳴をあげる。

「ひっ！　なぜ、ここに、化け物が！　助け、助けて……」

　突然目の前に、先ほど見た鋭い牙を持つ龍の化け物が現れ、驚いた雀玲が尻餅をつく。

　雀玲の衣が泥で汚れる。しかし汚れを気にする余裕もない雀玲はずりずりと後ろに後退した。

　龍は逃がさないとばかりに、雀玲に詰め寄る。

　雀玲の目と鼻の先に龍の鋭い牙が。雷鳴のような音が龍の喉から轟く。

　雀玲は小さく叫ぶと、とうとうその場で卒倒した。

　ぐるぐると威嚇するように喉を鳴らしていた龍は、そこでぴたりと動きを止める。

「なんだ。もう終わりか。張り合いのないものだな」

　龍はそう言うと、人型に姿を変えた。

　人型に戻った青嵐は、ぬかるんだ地面の上で倒れる雀玲を冷たい眼差しで見下ろす。

　その一連のできごとを、煉花は信じられないものを見るような目で見ていた。

「青嵐様……」

　煉花が青嵐の名を呼ぶと、青嵐はびくりと体を震わせた。そして、ためらいながらも振り返る。

「煉花……」

　改めて、青嵐の口から自分の名を呼ばれた。

　そして目が合う。

　煉花は息が止まりそうになった。

　あの時となにひとつ変わらない。

　煉花を温かい気持ちにしてくれた蓬莱山の日々。煉花を絶望の淵へと追いやった最後の別れ。

　ふたりの間に起きたことすべてが一瞬にして思い起こされた。

「どうして、こちらに？」

　煉花の疑問に、青嵐は気まずそうに瞳を伏せる。

「蘭帝国に異常なほどに雨が降ると聞いて来たのだが……先ほど、私が呼んだ雨雲に、突然穴ができた。不思議に思い確認すれば、陽の光の下にそなたがいたのだ」

　煉花が照らしたことで、青嵐が来てくれたらしい。

　だが、まだ疑問が残る。

「青嵐様は、どうして雨雲を呼んだのですか？」

　煉花が尋ねると、青嵐はますます気まずそうに視線を下げた。

「……心を乱して、雨雲を呼んでしまったのだ。一晩、空を飛び、紛らわそうとしたのだが、耐えられなかった」

　煉花は、目を丸くする。

「青嵐様が、これほどの雷雨を引き起こすほどに心を乱すなんて……一体なにがあったのです？」

「それは……」

　と言ったきり、青嵐は言葉を止めた。とても言いにくいことらしい。

　だが、覚悟を決めたのか唾を飲んで口を開いた。

「昨日、そなたが若い男と、その男の父らしき者たちと暮らしてるところを見てな……」

　ぼそぼそと、どこか自分を恥じるようにそう言った。

　若い男というのは秀祐のことだろうか。ならば父らしき者は白易だ。

　どうやら、白易の家での煉花の様子を見ていたらしい。

　だが、どうしてそれであそこまで心を乱すのかはわからない。

「確かに、私は白易先生のもとでお世話になっておりますが、あの、なぜ、それで心を乱すのですか？」

　ただ煉花が気になって聞いただけだ。

　だが、青嵐は、苦しげに顔を歪めた。

「……当たり前だろう」

　少しいらついたような、責め立てるような硬い声色が青嵐から漏れる。

「青嵐様……？」

「よい、なにも言うな。もとより私にとやかく言う資格などない。その子供は、あの人のよさそうな若い男との子供、なのだろう？　髪の色がそなたに似ているな」

　煉花は、彼の言ったことが最初理解できずに固まる。

「……人のよさそうな若い男？」

　かろうじてそう繰り返すと、青嵐は力なく頷く。

　ここにきて煉花はやっと気づいた。

　どうやら青嵐は、煉花が秀祐と所帯を持ち、晧月を授かったのだと勘違いをしているらしい。

　そして、そのことであれほど天候を荒らすほどに、心を乱したのだ。

「身勝手なことを言っていることは、己でもわかっている……！　だが、愛する人が、他の男と一緒にいる姿を見て、心乱れぬ男がどこにいる」

　苦しげに、青嵐は胸を押さえた。

　――愛する人。

　今でもそう思ってくれていることに、煉花は目を見開いた。

「……まあ、今さらこのようなことを言われても、困るだけだな。だが、怒るなよ。そなたが聞いてくるから、答えたのだ。大丈夫だ。私はそなたの幸せを壊すつもりはない。そなたにはすでに、家族がいる。かわいい子もな。誰よりも幸せになってほしいのだ」

　青嵐は金色の目を細めて、悲しげな笑みを浮かべる。

　煉花の幸せを思う気持ちは本物なのだろう。だが、同じくらい、煉花と離れることを悲しんでいる。そんな瞳だ。

　煉花は、喜びとも、悲しみともわからない胸の高鳴りを感じて涙ぐんだ。

　ぽろぽろと大きな粒がこぼれてゆく。

「どうして、泣いている？　すまぬ、私は人の気持ちに疎いところがある。なにかしてしまったか？」

　おろおろとうろたえる青嵐を見て、またなにかがこみあげる。

　愛おしいと思った。

　あの頃の優しい青嵐のままだった。

　晧月の存在が知れたら殺されてしまうかもしれないと、少しでも疑ってしまっていた自分が恥ずかしい。

　青嵐がそんなことをするはずがないと、わかっていたはずなのに。

「青嵐様、私も青嵐様を愛しております。今までも、そしてこれからもずっと」

「煉花……？」

　煉花の言葉に、青嵐は戸惑うように瞳を揺らした。

　煉花はこぼれる涙を拭いながら、煉花の後ろに隠れていた晧月の肩を抱き、向き合った。

「晧月、青嵐様によく顔を見せてあげて」

「母様、あの人って……」

「晧月が思ってる方で、間違いないわ」

　煉花がそう言うと、晧月はちらりと青嵐を見た。そしてちょっと気恥ずかしそうに、「じゃあ、やっぱり……」と小さくつぶやいて、顔を下に向けた。

　少し緊張しているようだ。

　煉花は、今度は青嵐を見た。

「青嵐様、この子は、青嵐様がご想像された方との子ではありませんよ」

「……ん？　では、まさか……一緒にいたご老人の方なのか!?」

　目を見開いて本気で驚いている様子の青嵐に、煉花も目を見張る。

　一緒にいた老人というのは、まさか白易のことだろうか。

　そう気づいた煉花はこらえきれず、噴き出した。

「ふふ、ふふふ。違いますよ。白易先生は、お亡くなりになられた奥様一筋ですから」

「では……誰の子だ？」

　訝しげに尋ねる青嵐によく見えるように、晧月を青嵐の方に向かせた。

　青嵐がまじまじと晧月を見る。

　そして、晧月の頭を見て、青嵐は固まった。そこには二本の可愛い龍の角がある。

「そ、それは……私の、見間違えでなければ……その子に、龍の、角が生えているのだが……」

「見間違いではございません。この子は、晧月は、青嵐様の子でございます」

「な……!?　だが、そなたは、神通力がなかったはずだ！　そのため体を壊し……。神通力のない者が、龍の子を産むのは難しい……」

「私は、姉に力を奪われていたのです。本来は神通力を持っていたのですよ。先ほど、青嵐様が見つけてくださった光の筋は、私の力によるものです」

　そう言って、地面に倒れている雀玲を見た。

　唇は青白いが、息はしている。いたぶろうとまでは思わないが、介抱する気にもならなかった。

　おそらくもう、煉花は姉と関わることはないだろう。

「……ッ!?　では、あの、あの時、体を壊していたのは……」

　青嵐の声に、煉花は再び彼に視線を移す。

「身ごもったことによる体調の変化だったようです」

「で、では、本当にこの子は、私とそなたの……？」

「このかわいらしい角を見て、まだお疑いなのですか？」

　煉花は晧月の角を撫でた。

　改めて角を見て、固まる青嵐。なにか言おうと何度か口を動かすが、言葉は出ず。

「青嵐様、どうぞもっとお近くに。晧月の顔を見てください」

　唾を飲み込むと青嵐は、恐る恐るとふたりに近づきかがんだ。

　目線を晧月と合わせる。

　晧月も緊張しているのか、どこか不安そうな顔で、青嵐を見ていた。

「触れても構わないか……？」

「別に、いいけど」

　青嵐の問いに、晧月が気恥ずかしげに小さく頷く。

「……確かに、これは、龍の角。それに、面差しが、どこか私に似ている、気がする……」

　信じられないものを目の当たりにした、そう言いたげに青嵐の瞳が驚きで揺れる。

　そしてゆっくりと煉花の方に顔を向けた。

「ならば、本当に、本当なのだな……？　この子は私の子で、そなたには神通力があり、蓬莱山の空気で病んでいなかったのだと、そんな、己の都合のよい夢のようなことを信じてもよいのか？」

「はい、もちろんです。これは夢ではないのですから」

　煉花が笑顔で頷くと、途端にあたりが明るくなった。

　まぶしさに思わず目をつむる。

　煉花の目が慣れたところで、顔を上げると燦燦と輝く太陽の光が目に入った。

　先ほどまで、一部を除き雨雲が立ち込めていたのだが、その雨雲がすべて消え去っていた。

　おそらく青嵐の力によるものだ。

「煉花、もし全部嘘だと言われたら、私はきっと悲しみのあまり滝のような雨を降らせて、この地をすべて流してしまうかもしれぬぞ……！」

「嘘ではございません。先ほど姉に、私はむやみに嘘をつかないと言ってくださったのは、青嵐様ですよ」

「だが……都合がよすぎるのではないか。こんなことが起こり得るのか？　そなたと別れてから、ずっと、私が夢に見ていた景色だ。そなたがいて、子供がいて……」

　そう言って青嵐は、煉花と晧月の手を取った。

「こうやって、温もりを確かめ合える。触れ合える距離にいて……そんな奇跡が突然起こって信じろというのは、あまりにも……」

　そこまで言って青嵐は言葉を詰まらせた。すがるような目で、煉花を見る。

　信じられない奇跡を前にして、怖くなったのだろう。

　煉花にはその気持ちが痛いほどわかった。

　煉花と青嵐は、大切なものを失う怖さを知っている。

　ふたりにとってこの世でもっとも恐ろしいことは、愛を見失い、孤独になることだ。

　だからこそ、慎重になる。

　心躍る出会いがあった時、それを失う怖さを想像してしまうふたりだ。故に慎重で、時には臆病になる。

　そんなふたりが、それでもお互い想い合い結ばれて、無情な運命によって分かたれた。

　しかし、こうやってまた縁の奇跡が生まれ始めている。

　青嵐に握られた手を煉花はそっと握り返した。

　青嵐は涙に濡れた瞳で晧月と煉花を見る。

「ふたりを、抱きしめてもいいだろうか、いまだに実感がわかないんだ……」

「私は構いませんが……」

　煉花はそう言って、晧月を見た。続いて青嵐も。

　晧月はふたりに見られて、さっと顔を赤らめた。

　そして無言で小さく頷いた。どうやら、珍しく照れているらしい。

　その様が愛らしく、青嵐は美しい顔をくしゃりとゆがめて笑うと、大きく腕を広げて、煉花と晧月をまとめて抱きしめた。

　抱き合う三人の家族を祝福するかのように、雨上がりの空に、鮮やかな虹がかかっていた。
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　深い霧に隠れるようにして、反り屋根の優美な屋敷があった。

　その屋敷の露台で、煉花と青嵐が隣り合って、白い不思議な滝つぼを見下ろす。

　滝から上がるしぶきで空気がひんやりと濡れている。雲のように柔らかい滝つぼ故に、そこに落ちてゆく滝の音は響かずに静か。

　ここは蓬莱山。神の住まう地。

　煉花と晧月、そして青嵐は、蓬莱山に戻ってきていた。

　滝つぼの周りで双子達と遊ぶ晧月の姿を露台から見守りながら、煉花はそっと自分の耳飾りに触れた。

　そこにはもう赤い珊瑚の耳飾りはない。

　青嵐が贈ってくれた、真珠をあしらった螺鈿細工の耳飾りが揺れる。

「……姉のことでも思い出したのか？」

　青嵐がそう言って、そっと煉花を後ろから抱きしめた。

　煉花は、青嵐に少しだけ体を預けると苦笑する。

「はい、少しだけ……」

「そなたが気になるのなら、皇帝に減刑を命じてもいいが……」

　あまり気乗りしないふうに、青嵐は言った。

　煉花たちが蓬莱山へ向かった後、煉花の姉・雀玲は、後宮を無断で抜け出した罪で拘束された。

　皇帝からの便りによれば、雀玲は、盗み、横領、賄賂……他にも多くの罪を重ねていたことがわかり、重い罪を背負うことになったという。

　そのため皇帝は、姉を罰してもよいかと確認の便りをよこしたのだ。

「いいえ、法に基づく処罰をお願いいたします」

　煉花は静かにそう答えた。

　姉をかばうつもりは毛頭ない。それは姉がしでかしたことの報いなのだから。

「そうか、それがいい。そなたは優しいので、かばうかもしれないと少し心配した。………私はそなたと違って心が狭いので、どうしても許せる気にならん」

　青嵐は語気を少々乱してそう言った。

　蓬莱山に着いてから煉花が青嵐に雀玲にされたことを話すと、今からあの女を殺あやめてくる、と言って今にも飛び立ちそうだった。

　煉花はどうにかそれを止めたわけだが、それ以来、青嵐は煉花のことを優しすぎると言ってどこか不満そうだ。

　だが、別に煉花は己のことを優しいと思ってはいない。姉のことも恨んでいないと言えば、嘘になる。

　ただ、姉のことを恨んでいても、いたぶりたいとは思わない。

　きっと一度でも感情のまま誰かをいたぶれば、己も姉と同じになってしまうから。

「こっち！　はやくこっちきて！」

　蓬莱山にパタパタと駆け回る軽い足音と、幼子の柔らかい声が響き渡る。

「若様ー！　お待ちくだされ若様ー！」

「若様、早すぎるでありまする！」

　滝つぼの周りで、晧月が左白と右白とともに遊んでいた。というよりも、晧月に双子が振り回されていると言った方がいいかもしれない。

　煉花は思わず頬を緩める。

「晧月は、本当にかわいい子だな」

　煉花の耳元で囁くように、青嵐が言った。

「はい。少し、わんぱくがすぎますが」

「それぐらいがいい。……晧月は幸せ者だ。優しい母がいる」

　かつての自分と重ねたのか、少しだけ切なげに青嵐が言う。

　煉花は、後ろから抱きしめている青嵐の手に、自分の手を重ねた。

「それに頼れる父親もいます」

「……頼ってくれていればいいのだが。まだ、私に慣れていないのか、少々距離を感じることもある」

　気落ちしたように言うので、煉花は思わずフフと声を出して笑った。

「晧月は照れているのですよ。あの子は、青嵐様がいない時は、青嵐様のことばかり私に話してくれます」

「ほ、本当か!?」

「嘘を言ってどうしますか」

　さらに煉花は声を立てて笑う。

　すると、煉花を抱く青嵐の力が少しだけ強くなった。

「……たまに幸せすぎて、怖くなる時がある」

　青嵐は、煉花の肩に頭を預けると、そう言った。

　その青嵐の頭を撫でるように、煉花は手を添える。

「大丈夫です。なにも怖くなどありません。私はいつも、これからも青嵐様のおそばにおりますから」

　そう言って、煉花が顔を横に向けると、同じく煉花の方に顔を向けた青嵐と目が合った。

「そなたは、強くなった」

　青嵐は、しみじみと愛おしげに目を細める。

「強いかはわかりませんが、強くなりたいと思っています。青嵐様の隣に並び立てるぐらい、強く」

「それならもう十分だ。これ以上は、私が置いていかれそうだ」

　青嵐はそう言って苦笑を浮かべる。

　そして彼は、改めて熱を込めた瞳で煉花を見据えた。

「煉花、愛している。強くあろうとするそなたは美しいが、そなたの弱きところも私は愛しい。私が望むのは、そなたが私の隣にいてくれることのみ。私はもうそなたを離すことができないのだ。私の全てをかけてそなたを愛す。どうか、ずっと側にいてくれ……」

　切なげにこぼれた告白に、煉花は思わず目を見開いた。

　愛する人が同じだけの愛を返してくれる、この奇跡に未だに不慣れな煉花の胸に愛しさが突き上げて、苦しいぐらいだ。「青嵐様……」

　苦しいほどの愛しさを逃がすように、煉花がたまらず名を呼ぶと、お互い吸い寄せられるようにして口づけを交わした。

　ふたりの耳に、さらさらと水が流れる音と、晧月のはしゃぐ声が聞こえてくる。

　長閑で、穏やかな昼下がり。

　蓬莱山の空は、本日も快晴で、心地よい春風が吹いていた。
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　こんにちは。唐澤和希です。

　この度は、本書を手に取っていただき誠にありがとうございます。

　本作の舞台は中華風ファンタジー世界です。人が神通力という不可思議な力を持ち、人と神の距離が少しだけ近い世界。

　主人公の煉花は、家族に疎まれて育った少女です。姉とともに後宮に上がるも、そこでも姉に虐げられて、龍神の花嫁（生贄）に選ばれてしまいます。

　人嫌いな龍神は、やってきた煉花を最初こそ追い出そうとするもうまくいかず、ついには煉花のことを愛しく感じるようになります。

　煉花も龍神も、お互い心に傷がある。その傷をお互いが癒しながら、愛を深めていく、そんなストーリーです。

　見どころは、煉花の成長かなと、個人的には思っています。

　無力な少女だった煉花が、運命に翻弄されながらも愛を得て強くなっていく…早く煉花には幸せになってほしい！　という思いで最後までかき上げました。

　多くの方に楽しんでもらえたら、嬉しいです。




　それでは最後になりましたが、謝辞を。

　担当編集の三井様、妹尾様、校正の担当者様をはじめとした出版にご尽力くださった皆様、誠にお世話になりました。おかげさまでどうにか本にすることができました。

　そして大変美麗な表紙を描いてくださった宵マチ様、本当にありがとうございます。表紙を拝見した時、物語から抜け出してきたかのような煉花と青嵐の姿に、思わず息をのみました。本当に素敵な表紙をありがとうございます。

　そして、本書を手に取ってくださった皆様、本当に本当にありがとうございます！

　また、どこかでお会いできますことを願って、あとがきとさせていただきます。










唐澤和希
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